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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








初めに言ことばがあった。

言ことばは神と共にあった。

言ことばは神であった。







　　──『ヨハネによる福音書』









　プロローグ　六年前








　こんなことになるのなら、やっぱりのぞき見するんじゃなかった──



　リコルは後こう悔かいの念に襲おそわれていたものの、いまさらそれは手て遅おくれだった。

　黒い霧きりのような魔ま物ものが、自分の上半身のすぐそば、辺り一面をとり巻いている。

　そいつには実体があるようでなかった。眼前の霧が少し濃こく集まっているところが、そいつの頭なのかもしれない。しかし、全体は薄うすく墨すみをはいたようにしか見えず、生き物かどうかも定さだかではなかった。

　魔物を透すかして、部屋の向こうにある扉とびらを見ることができる。リコルだって十歳さいの少年だ。そうすばしこくはなくても、普ふ通つうの状態なら、霧をすりぬけてそこから逃にげ出そうとしたことだろう。

　しかし、いまは体がしびれて言うことをきかない。

　そして、何よりぞっとするのは、そいつが肉体だけではなく、リコルの心まで縛しばってしまっていることだ。どうしようもないという諦あきらめ。それに対して、まるで獲え物ものを前にした猫ねこが舌なめずりするような感かん触しよくが、頭にはっきりと伝わってくる。

〝ふふふ、怯おびえろ。おまえのちっぽけな魂たましいなど喰くらっても、何の腹の足しにもならんが、怯えることで、少しは旨うま味みが増す。ほら、こいつはどうだ！〟


　うっ!!



　しびれがひどくなった。これまでかろうじて動かせたと思う腕うでだが、いまは指先までまったく力が入らない。そんなありさまから逃のがれようともがけばもがくほど、心臓の鼓こ動どうが早まり、汗あせが脇わきを伝って流れ落ちるのを感じるだけ。畏おそれ、不快、いらだち……そうした気持ちがつぎつぎと襲いかかってくる。

　それは目覚めているのに体が板のように動かない、あの感覚に似ていた。

　そう、金縛りに。

　この状態を知らない人は、外から見て、何を必死に体を動かそうとしているのかと思うかもしれない。しかし、金縛りというやつはとにかく人を必死にさせてしまうのだ。何とかしなければ……そうした焦しよう燥そうが、心の奥おく底そこからどうしようもなく湧わいてくる。

　けれども、何とかしようとすればするほど、どうしようもない無力感に包まれ、いてもたってもいられない気分になる。


　父さん──



　リコルはついに耐たえかねて、かなうはずがない望みを口にした。自分でも信じてはいなかったが、そうでも考えないとやりきれなかったのだ。

〝甘あまいな、おまえはやつがしばらく帰ってこないだろうと思って、ここに忍しのび込んだはずだ。心の隅すみにそれが見てとれるぞ。無む駄だな希望にすがるな！〟

　たしかに、そうだった。

　父は待っている薬草が届かないと言って、自ら採取しに朝方出かけた。そうしたとき、帰ってくるのはいつも夕方過ぎだ。それがわかっていたからこそ、リコルはここ、父の召しよう喚かん室しつに忍び込んだのだ。一人で入ってはいけないといつも念を押おされていた、この禁断の部屋に。

　リコルの心に絶望が広まっていった。




　禁断の部屋──好こう奇き心しん旺おう盛せいな少年にとって、これほど魅み力りよく的な言葉の響ひびきはないだろう。まして、そこにあるものが少しくらい自分に理解できると、思い上がっている少年にとっては。

　そこは召喚の部屋だった。このジオテラン地方では畏おそれられている魔ま術じゆつ師し、なかでも森しん羅ら万ばん象しようさまざまな生き物を呼び出し、それを操あやつれるということで、畏い怖ふの念を抱いだかれている召喚術師の大切な部屋。

　しかし、召喚室とはいっても、そこには魔物を呼び出すための防御円プロテクテイブ・サークルとか、五ご芒ぼう星せいとかいった儀ぎ式しきめいたものは一いつ切さいない。

　目につくのは、さまざまな本のつまった書しよ架かと、机の傍かたわらにある大きな書見台くらいだ。

　リコルは小さい頃ころからこの書見台が気になってしかたがなかった。森のしっかりした木を彫ほり込んだと思える細長い支えを持ち、その上に平べったい台がやや斜ななめについている。台には、いつも父ファルドのぶ厚い呪じゆ文もん書しよが開かれて載のっていた。

　普ふ段だんは入れてもらえないのだが、リコルに魔法語を教えようとして、父はときたまここを使った。背せ丈たけの低いリコルにとって、最初に見上げたとき、その書見台は世界にそびえたつ知識の宝庫のように思えた。何でも知っていそうな父が、書見台の上の立派な本をめくりながら、魔法語をはじめ、これまで聞いたこともない話をいろいろしてくれる。

　それは魅み惑わくに満ちた別世界への旅立ちであり、書見台はその別世界へとリコルを連れて行ってくれる導師のようなものだった。

　あるとき、機き嫌げんがよかったのか、父はリコルに〈真の名〉というものを説明してくれた。

「しんのな？」

　はじめて聞く言葉に、リコルはけげんそうな顔をした。あどけない表情をしていた息むす子この眉み間けんにきゅっと皺しわがよるのを、父親はやさしく見守る。

「ああ、そうだ。この世の生き物の本当の名前だよ。例えば、リコルはウサギは知ってるだろ？」

「うん、ウサギかい。ウェールズさんのところにいるでっかいやつが、この前、たくさん子供を産んだんだ。あの中じゃ、白と黒のブチのやつがぼく好きだよ」

　リコルは小動物が大好きだった。

「そうか、だけどウサギというのは、みんなが呼んでいる名前だ。でも、本当の名前は別にあって、それはこの世界じゃ隠かくされているんだよ」

「ふーん、だけど、どうして、本当の名前と別の名前があるのかなあ。二つもあったら面めん倒どうくさいじゃないか」

「それは真の名がとても大事だからだ。それがわかると、その生き物のことはすべてわかったことになって、いつでも自由に呼び出して操あやつれるようになる」

「呼び出して、操れる？」

「そうだ、見ていなさい」

　まだよくわからないという顔をしているリコルの目の前で、父は傍かたわらの書見台の呪じゆ文もん書しよに目を通し、何か言葉をつぶやいた。




　盟約ニ従イテ──ワレノ元ニ来キタルベシ

　ナンジ　白キ平和ノ使シ徒トタル
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　詠えい唱しようはほんの少し続いた。父親は呪文書を片目で追いながら、手を上に掲かかげ、今度は顔をそちらに向けてじっと見つめる。

　と、見上げるリコルの前の何もない空間に、突とつ然ぜん小さな扉とびらのようなものが開いて、そこから白い鳩はとが羽根をばたつかせながら現われた。そいつはしばらく空中で羽ばたいてから父親の手に止まり、やがてファルドに抱だき寄せられるとクークーと身をすりよせる仕し草ぐさを見せたではないか。

　リコルはあんぐりと口を開けていたが、その鳩の様子を見ていると、なんだかとても幸せな気分になったことを覚えている。そして、召しよう喚かん術じゆつに対する憧あこがれの気持ちがふつふつと湧わいてくるのも。

　父親によると、〈真の名〉は複雑な言葉のつながりと韻いんからなり、到とう底てい普ふ通つうの者には唱えられないということだ。だが、中には希け有うな才能を持つ者もいる。幼少のリコルも、じつはそうした一人だった。もちろん、父親にこうして小さい頃から魔ま法ほう語ごを教えてもらっているせいもあったが。

　父から魔法語の手ほどきは、それからもときどきしてもらえた。だが、リコルが期待していたのとは裏腹に、召喚術は一度も見せてはもらえなかった。父によれば、まだまだおまえには無理だし、召喚術は使用を誤あやまると危険だからというのが、その理由だ。

　しかし、ひとたび魅み惑わく的なものを知り、それを禁じられるというのはこの年頃の子供にとって酷こくだ。ようやく背せ伸のびすれば書見台をのぞき見れるくらいになったリコルは、魔法語の勉強のさい、ちらっとそこを盗ぬすみ見して、自分にも読めるという確信を得た。

　たまに父親の部屋に忍しのび込んで、物もの陰かげから召喚のありさまをこっそりのぞいていたこともある。

　こうなると進む道は一つしかない。

　鳩やウサギを呼び出すのが、どこが危険なんだ？

　だから、だから、今日こそ自分も、そんな術が使えればと思っただけなのに……。




　冬ということもあって、部屋の温度は低い。しかし、リコルにとって、室温はますます上がっているように感じられた。

〝さあ、どう料理してやろうか。まあ、所しよ詮せんおまえはおれに魂たましいを喰くい散らされて、白はく痴ちのようになってしまうのだがな〟

　薄うす黒ぐろい影かげは、相変わらず、リコルの心に直接語りかけてくる。


　魂を喰う？



〝ああ、魂にもいろいろあるがな。おれのいちばんの好物は、人の記き憶おくだ。それも喜びや悲しみのいっぱい詰つまっているやつがいい〟


　こいつ、記憶を喰うのか……?!



　そんな生き物はもちろんリコルにとって初耳だった。


　いったい、おまえは何者なんだ？



〝ほう、おれのことも知らずに呼び出したのか、愚おろかな。おれの名はカース・エレメンタル、魔まの世界に属すもの。もちろん、これは世間一いつ般ぱいの通り名だがな〟


　魔の世界の生き物！



　そんなことを知っていたら、リコルとてもっと警けい戒かいしていただろう。少年はあこがれの呪じゆ文もん書しよをちらりと覗のぞき、そこに読みこなせる言葉があったから、ただそれを見よう見まねで唱えただけなのだ。

　たしかに、その言葉はちょっと難しかった。唱えているときに、うまくいったような確信はまったくなかった。

　だが、急に辺りに黒い霧きりが渦うず巻まくと、こいつが現われたのだ。一いつ瞬しゆん、リコルは呪文が失敗したのかと思ったが、そうではなかった。


　そうか、あれはカース・エレメンタルを呼び出す〈真の名〉だったのか！



　リコルの臍ほぞをかむ思いなどおかまいなしに、相手は続けた。

〝召しよう喚かん術じゆつ師しはいい気になっているが、〈真の名〉で勝手に呼び出され支配されるというのは気持ちのいいものじゃない。まあ、動物なら解放されたいと思うくらいだろうが、おれはちがう！　魔界の生き物が簡単に言いなりになったりするものか。支配し損そこねた代だい償しようは、きさまが支配され、おれの餌え食じきになってもらうことだ〟

　その言葉と同時に、リコルの心を鷲わしづかみにするような意識が伝わってきた。そこからは、獲え物ものをとって喰くらおうというおぞましさしか伝わってこない。


　いやだっ！　こんなやつに支配されたくない。



　リコルは自由にならない全身を、それでも必死に揺ゆさぶるようにして叫さけんだ。

〝ふふふ、喚わめけ。おまえが嫌いやがるたびに旨うま味みが染しみ出してくる。なんともこの味はたまらん。召喚術師に自由に操あやつられるやつらのたまらない気持ちが、これでおまえにもわかるだろう。復ふく讐しゆうができる上に、相手が召喚術師の息むす子ことはな。さあ、おまえの失いたくない記き憶おくを探してやろう。何か思い出してみろ、おれが喰ってやるから〟

　黒い霧はまだ眼前に漂ただよっているが、そこからの声は次し第だいに薄うすれ、それと同時に、何かがリコルの頭の中を探さぐっているような感かん触しよくがあった。それは、まるで薄い毛が背中や腿ももを掃はいているような、いてもたってもいられない気色の悪さだった。

　少年は焦あせっていた。さきほどの言葉から、このカース・エレメンタルは人の記憶を奪うばい取る力を持っているらしい。それがどんなものなのか、直接想像はできなかったが、気持ちのいいものではないだろう。

　それに、ぼくはまだ生まれてから十年しか生きていないんだ。普ふ通つうの大人よりずっと少ない記憶をこんなやつに取られてしまうなんて。


　嫌だ、何も考えないぞ。そうだ、考えなければいい。頭をからっぽにすれば、こいつも奪えるものがないだろう。えーと、何も考えないには……。



〝そうだ、無心になれ、なれるものならな。おれの前では、みんなそうしようとする。だがな、くくく、人の心というのは、そう簡単に空からにはできないのさ。例えば、ほら、この辺あたりにおまえの大切そうな記憶が詰つまっているようだぞ〟

　髪かみの毛で掃くような感触が再度あったかと思うと、リコルの心に懐なつかしい情景がちらりと浮うかんだ。

　広い部屋にいる。リコルは白いゆったりとした衣い裳しようを着ているが、それにはいろんな刺し繡しゅうがしてあって、肌はだ触ざわりがとてもよかった。

　部屋には母親がいて、忙いそがしげに身づくろいをしている。どうやらどこかの貴族の屋や敷しきで宴うたげがあるらしい。

　母親は美しかった。横顔は知的で彫ほりが深く、どこからみても貴婦人で通用する。母はリコルに愛情をたっぷりと注いでくれた。

　父は宮きゆう廷ていの仕事が忙しいのか、あまりこの家には姿を見せなかったが、それでもまれに訪おとずれたときには、いつにもまして強くリコルを抱だきしめたりして可愛かわいがってくれた。

　ほんの少ししか思い出せなかったが、リコルにとってこの屋敷はいい思いしか残っていなかった。

　それから、突とつ然ぜん、母さんがいなくなって──

〝おお、なかなか旨うまそうな思い出らしいな。この辺りの塊かたまりが輝かがやいているぞ。じゃあ、いただこうか〟

　一連の記き憶おくをすべて思い出す暇ひまも与あたえず、そいつは少年の心に、いや記憶に襲おそいかかってきた。


　ぐっ!!



　まるでなま爪づめを引きはがすような感覚。痛いとか苦しいとかを越こえて、それは強きよう烈れつなショックに近かった。と同時に、頭の中にこれまでにない空白を感じ、それに続いて、大切なものを失ったという何とも言えない悔くやしさや辛つらさ、喪そう失しつ感かんなどが怒ど濤とうのように押おし寄せてくる。


　これが、記憶を奪うばうってことか。い、嫌いやだあ！



　こんなことには耐たえられない。このまま記憶を喰くわれていけば、ぼくは途と中ちゆうでおそらく気が狂くるうだろう。

　それほど、カース・エレメンタルの攻こう撃げきは凄すさまじかった。

〝どうやらおまえは、最高の獲え物ものらしいな。こちらの思うように怖こわがり、いいなりに思い出してくれそうだ。つぎは何にするかな。そうだな、母親のことを思い出してくれたようだから、父親でもいいか〟


　も、もうダメだ、ぼくの心はこいつにずたずたに喰い散らされてしまう。こんなやつのために──



　目の前がまっくらになりかけたその瞬間、リコルの向こうの扉とびらが大きな音を立てて開いた。




「リコル！　おまえ、何をしている。むっ、きさまは?!」

　あまりの嬉うれしさに、その姿を見た途と端たん、少年は目に涙なみだが浮うかぶのを禁じえなかった。

　父だ。父ファルドが片手に杖つえと、おそらく薬草らしい包みを持って、厳しい顔つきで戸口にたたずんでいる──その姿はリコルにとって、まさに救世主のように見えた。

　信じられない幸運だったが、ファルドは薬草を採取に出かけようとして、道中ちょうどその品が届いた村の薬屋の主人と出会ったのだ。

　父親は一瞬立ち尽つくしたものの、すぐに状じよう況きようをつかんだらしい。包みを脇わきに投げ捨てると、杖をすっと横にかまえ、何事かつぶやきはじめた。




　盟約ニ従イテ　タダチニワガ支配下ニ入ルベシ

　ナンジ　邪ジヤ悪アクナ呪ノロイノ精セイ霊レイタル
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　少年を取り囲んでいた黒い霧きりはゆっくりと包囲をとき、新たに現われた者へとその関心を変えた。

〝くくく、そんな呪じゆ文もんで、いつものようにおれを縛しばりつけられるなどと思うな。おれはもうこの息むす子こによって解放されたのだ。これからは自由にさせてもらうぞ。まあ、息子を餌え食じきにしようと思っていたが、こうなれば親子ともども喰くらってやろう。こんな楽しみなことはない。これまでの恨うらみ、思い知れ！〟


　父さん！　こいつ体をしびれさせるよ！



　リコルは警告の叫さけびを上げようとしたものの、舌が言うことをきかない。

　だが、心配は無用だった。父はその霧を眼光鋭するどく睨にらみつけたかと思うと、何かぶつぶつとつぶやきながら、真横に持った杖をすっと上に掲かかげる。

　すると、うっすらと光る膜まくのようなものが、父の全身を包んだではないか。

　いや、父だけではない。その膜めいたものは、突とつ然ぜんリコルの体のそばにも現われ、たちすくむ少年の身をぴったりと覆おおった。


　そうか、これが父さんの言ってた杖つえ魔ま術じゆつの〝盾シールド〟なんだ。ぼくにまでかかったんだな！



　リコルは急に力がどこからか湧わいてくるようにも感じた。

　黒い霧は、これまで思いどおり運んでいた自分の力が、ここではじめて阻そ止しされるという事態に少なからず泡あわを喰ったようだ。ぼんやりとした形が、いらだつかのように、父ファルドの前で上下左右にうごめいている。それは必死に〝盾〟の膜を喰い破ろうとする動きにも見えた。中心の黒い部分に全体が集結して、より力を引き出そうとしているようにも思える。

　だが、父はその機を逃のがさなかった。

〝卑いやしき者よ、塵じん芥かいうごめく元の魔界に還かえるべし！　杖よ、敵を撃うて!!〟

　ファルドは掲げた杖を、今度はカース・エレメンタルの中心であろうその黒ずんだ部分に向け、高らかに叫んだ。

　声とともに、まばゆい光のエネルギーが黒い霧きりを打つ。杖の先から強力な光の波が、まるで拳こぶしのように霧に叩たたきつけられるのがリコルにも見てとれた。

　グワッッッ!!

　うごめいていた霧が、瞬時に父親の周囲からとびすさった。少しの間だが、集まっていた部分が切れ切れに散ったようにも思える。

　霧はまた集結したものの、激しく波うっていた。もちろん霧だけに、苦く悶もんの表情などうかがえなかったが、リコルの頭に一瞬、そいつからの激しい感情が伝わってきた。

〝さすがに、おれをこれまで従えただけの召しよう喚かん術じゆつ師しではあるな。いまのはかなりきつかったぜ。ちょっとこの体をこの世界で保つのは苦しくなってきた。まあ、このまま貴様に滅ほろぼされてしまうのも、おれにとっては馬ば鹿かばかしい。ここは魔界に戻もどって、別な機会を待つことにするか。貴様の息むす子この記き憶おくはなかなか旨うまかったぞ。そのうちまた、味わわせてもらうからな〟

　それだけ伝えると、黒い霧はたちまちいずこかへと消え去った。

　後には、これまでの騒そう動どうが何もなかったように、冷たい石の部屋が残されているだけだ。

「リコル！」

　警けい戒かいするようにしばし辺りを見回していた父ファルドは、それからすぐ息子のそばに駆かけよった。

　しかし、このときリコルは父の声を遠くに聞いたようにしか思えなかった。ぎりぎりまではりつめた緊きん張ちようが切れ、少年の意識はたちまち暗転する世界にのみこまれていったからだ……。







　第一章　旅立ち







　よく晴れた秋の昼下がり。

　色づいた森の木がそよ風に揺ゆらぎ、木こ漏もれ日びが踊おどっている。かすかに冷たい空気をぬって聞こえてくるのは、悲しげな野鳥の声だ。

　大陸の北に位置するジオテラン地方は、豊かな大地に恵めぐまれて、どこよりも深く美しい緑に包まれていた。奥おくジオテランの森を見て、心洗われるようだと語った吟ぎん遊ゆう詩し人じんの数は一人や二人ではない。

　だが、その美しさの下には鋭するどい牙きばも隠かくされている、とリコルは歩きながら物思いにふけっていた。緑の森に住むのは歌鳥ばかりではない。肉と血を糧かてとする恐おそるべき猛もう獣じゆうたちも潜ひそんでいる。そして、猛獣より恐ろしい存在も。最近のジオテラン地方では、たとえ街かい道どうといえども気楽に旅することはできないと聞く。

　だけど、そこにあえて足を踏ふみ入れたからには──いや、大だい丈じよう夫ぶ、きっと何も大したことはないさ。

　リコルは懐ふところの短たん剣けんに手を忍しのばせると、その柄つかを固く握にぎりしめ、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

　リコル・エイキン、かつての少年は、この年を越こせばもう十七歳さいの若者になろうとしていた。

　たしかに若さの盛さかりともいえるが、その姿は危険な場所を旅するようにはあまり見えなかった。細身の体は、整った顔だちと豊かな金きん髪ぱつとあいまって、もろい陶とう器きの人形のようでもある。身を覆おおうのは、多くの旅人が愛用する厚手の服と灰色のマントだけ。片手には杖つえを持っていて、ひと目で魔ま法ほうの使い手とわかるが、彼は杖による魔法の技わざにまだそれほど習熟してはいなかった。

　リコルは一人で旅しているのではない。

　数歩先には、同行する女戦士ファラータが歩いている。

　年のころは二十過ぎ。リコルより四つほど年かさだ。そのつややかな髪かみは肩かたのあたりで短く切りそろえられ、旅の服の上には蠟ろうで煮に固かためた革かわ鎧よろいをまとっている。

　彼女はときおり鋭い視線を周囲に投げかけながら、はずむように歩いていた。その視線がふと後ろのリコルに留まる。

「あらあら、何を強こわばった顔をして歩いてるの、リコル、こんなまっ昼間に魔物なんて出ないわよ、きっと。いまから魔法のお札ふだを握りしめたりしてたら、いざというとき疲つかれちゃうわよ」
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　そばかすの少し浮ういたその顔は、活発に動く瞳ひとみとにこやかな笑えみで、整っているというよりも愛あい嬌きようたっぷりだ。

　しかし、その愛嬌は、残念ながらリコルには通じなかった。

「魔法の札なんかじゃない、短たん剣けんだ」

　リコルはそう言って、懐ふところから短剣を取り出して見せた。木こ漏もれ日びにその刃は先さきがきらりと光る。

「なんだ、さっきの村で、そんなもの買ってたの。でも、あなたには強い魔法の味方があるんでしょ。短剣なんていらないじゃない」

　ファラータの気軽な言葉に、リコルは顔をしかめただけだった。

　たしかに短剣だけで戦うのには限界はある。そんなことはリコルだって百も承知だ。魔ま法ほうの方が、特に父から教えられた召しよう喚かん術じゆつによる魔法の方が何倍も強力なことは、自分がいやというほど知っている。しかし……。

　彼はファラータに、その理由をここで説明する気にはなれなかった。

「簡単に魔法魔法と言わないでほしいな。かなり難しいものなんだから。それに最近のジオテランの森は危険が増しているって、きみも知ってるだろ？　いざというときに備えなくっちゃ」

　ファラータはすぐには答えず、かがみこんでブーツの紐ひもを結び直した。ひょろっとして動作もゆっくりしているリコルに比べると、その動きはきびきびとして若さに満ちあふれている。

　二人は、この森から二日ほど離はなれたところにあるアルバロスの村から旅立っていた。

　リコルは召喚術師である父と二人で、アルバロスに住んでもう十年になっていた。忘れもしない六年前のあの事故以来、父は息むす子こに召喚術を教えるべきか悩なやんだようだったが、結局いくらかの手ほどきだけはしておこうと決心したようだった。

　リコルはもともと利発だったし、何よりも召喚術師に必要なセンスを持っていることが、父親には感じとれたからだ。

　しかし、それは当のリコルにとって、困こん惑わくの種でもあった。魔法そのものはおもしろい。紙がインクを吸い取るように、そうした知識はどんどん吸収できる。

　だが、あの事件があってから、いざ召喚に取り組むと、もし失敗したらという恐きよう怖ふがつねについてまわるのだ。召喚するだけではだめだ、ちゃんと支配して制せい御ぎよしなくては……。

　そして、少年の敏びん感かんな心には、たとえ相手が害のない動物であっても、召喚される側の苦痛や呻うめきがかなり強い意識となって伝わってくる。

　そのままなら、リコルはいくら父に期待されようと、召しよう喚かん術じゆつの訓練を途と中ちゆうで放ほう棄きしていたことだろう。だが、一方で少年の心には、どうしても召喚術をきわめたいという野心もあった。

　それはあの魔ま界かいの生き物に奪うばわれた記き憶おくだ。いまではリコルは、母親について何も思い出せない。ぼんやりと小さい頃ころのことを思い出せそうになっても、母に関する部分はぽっかりと空白になったままだ。

　彼は父親に記憶を奪われたことについて詳くわしく告げなかった。余計な心配をかけたくなかったし、それ以前から、父が母についてはあまり語りたがっていないと知っていたからだ。

　もちろん、悔くやしいことは悔しかった。そこで、おそるおそるカース・エレメンタルについて父に尋たずねてみると、その魔界の生き物は記憶を奪うが、それを留とどめておくこともできるという返事だった。

　けれども、父の召喚術では直接相手を特定して召喚することはできないので、記憶を取り返そうにもどうしようもなかった。カース・エレメンタルを呼び出しても、おそらく別のやつが出てくるだろうし、話がややこしくなるだけだ。

　あいつを呼び出すことさえできれば──いつか父よりも召喚術をきわめれば、それが可能かもしれない。

　また物思いにふけりかけていたリコルは、ファラータの言葉でわれに返った。

「森が危険ってことね。でも、武器っていうのは、本当は自分に備わっているものを使うべきなのよ。使い慣れない武器をまさかのときに使おうなんて思ってたら、かえって危険になったりするわよ」

　そう言って、彼女は立ち上がって胸を張った。革かわ鎧よろいの上からでも、そこがなかなか発達しているのがわかる。しかし、彼女の肢し体たいは女らしさと同時に、運動家としても見事なものだった。

　ファラータは無心教の格かく闘とう家かでもあった。人の内に眠ねむる力を引き出し、徒と手しゆ空くう拳けんで敵を倒たおしてしまう。もともとの教えは心と身体の調和をはかり、世のために尽つくすということだが、やはり有名なのはその格闘術だった。

　自分の身は自分で守らねばならぬこの時代、北の地の大衆にとって無心教の格闘術は広く受け入れられていた。

「へえ、また無心教の宣伝かい？」

「そんなつもりはないわ。それより、リコル、お願いしておいたお鍋なべはちゃんと買ってきてくれたの？」

　鍋はてっきり旅立つとき荷物に入れたと思っていたのに、置き忘れていたのだ。

「あっ、忘れた！」

「もうっ、こっちが魔ま物ものに食べられる心配より、食べる方の心配もしてよ。飢うえ死にしたくはないから」

　こうした頼たよりないところは、相変わらずリコルらしい。ファラータはまるで自分が過保護な姉であるかのように感じつつ、肩かたをすくめると体の向きを変えた。

　そう、たしかにエイキン家のリコルに対して、ファラータは姉のような役割をになってきた。

　二年前、ふらりとアルバロスの村に立ち寄った彼女は、そのうちエイキン家に出入りするようになった。もともとは村で伝でん染せん病びようが流は行やりかけたときに、父のファルドが薬草の知識を用い、ファラータが無心教の教えにしたがって奉ほう仕しに走り回ったのがきっかけだ。そのときから、リコルの、魔法では有能そうに見えながらどことなく頼りないところに、しっかり者のファラータが魅ひきつけられていたとも言える。

　そして、今回、そろそろリコルも父の許もとを離はなれて、近くの森の街タシエルで別の学問を学ぼうということになり、もとより自由なファラータと連れ立って向かうことになったのだ。もちろん、二人連れなのは、森が最近物ぶつ騒そうだからという理由もある。

「鍋くらい大だい丈じよう夫ぶだよ。だいたいファラータ……ん？　なんか変な音、聞こえなかったかい？」

　不意にリコルは黙だまり込んだ。ファラータも首をかしげるようにして、周囲の物音を聞きとろうとする。

　何も音はない。

「静かなもんじゃないの。風の音しかしないわ」

　そう言った途と端たん、ファラータも異変に気づいた。いつの間にか、鳥の声が途絶えているのだ。

　何が鳥をおびえさせたのか。

　リコルとの言い争いの中でもにこやかだった彼女の雰ふん囲い気きが一変する。厳しい顔つきで油断なく街かい道どうの先を見つめ、物音と気配に意識を集中させていく。

　沈ちん黙もくの中で、木々の枝を揺ゆらす風の音が騒さわがしい。

　いや、風の音ばかりではない。かすかに男の声が混ざっている。それも、緊きん張ちようをみなぎらせた声だ。

　リコルがそう気づく前に、すでに彼女は走り出していた。

「ファラータ！」

　若者は叫さけんだが、彼女は振ふり向きもせず駆かけ続ける。鎧よろいをつけていながら、その足はリコルより格段に速かった。野の鹿じかのような身のこなしで街道を走っていく。彼女の視野にその光景が入るまで、長くはかからなかった。

　一人の男が窮きゆう地ちに立たされていた。

　登り坂となっている街道は、森が開けたところで崖がけの上を通っている。その崖の縁ふちに男は追いつめられていたのだ。この崖の高さだと、下の川に落ちれば命が助かるとは思えない。

　彼を囲むのは異い形ぎようの人ひと影かげだった。野の豚ぶたを思わせる歪ゆがんだ顔。ほとんど毛皮のような剛ごう毛もうのはえた腕うでと足。人というよりは獣けものを思わせるが、その目は明らかな喜びに輝かがやいていた。他者を傷つけ、いたぶることの喜び。それは知性あるものだけが持つ純じゆん粋すいな悪意だ。

　彼らこそ、猛もう獣じゆうよりも恐おそるべき存在、魔ま物ものだった。

　最近のジオテラン地方が旅人に恐れられる最大の理由が、彼ら魔物である。はるかないにしえより、北方の森には数多くの怪かい物ぶつたちが暮らしていた。ここは彼らの王国。人間など奪うばい喰くらいつくすべき獲え物ものにすぎない。

　ここで男を襲おそっているのは、魔物の中でもさほど強くない部類で、オークと呼ばれる人に近い種族だった。徒党を組んで辺境の集落や旅人を掠りやく奪だつするたちの悪い輩やからだ。

　だが、さほど強くはないとはいえ、それは魔物の中でのこと。経験を重ねた戦士でもなければ、オークと渡わたりあうのは容易ではない。まして、崖っ縁の男は六体ものオークに囲まれていた。

　彼らの手には乾かわいた血がついたままの槍やりが握にぎられている。槍は、いままた新しい血に飢うえているようだった。

　男に残された道は、切り立つ崖から身を投げて万分の一の奇き跡せきにすがるか、せめてひと太た刀ちあびせる覚かく悟ごでオークどもに無む謀ぼうな戦いを挑いどむしかない。男は後者を選んだようだ。腰こしから無骨な山刀を抜ぬきはなって逆手に構える。

　だが、あれでは勝てない、走るファラータは、そう思って唇くちびるを嚙かんだ。

　ファラータ自身は刀とう剣けんを使わない。彼女の武器は幼い頃から学んできた格かく闘とう術じゆつだ。無心教の教えと同じくらい著名な格闘術。しかも、彼女は一人前の道主の位くらいをさずけられるほどの才能を持っていた。無心教は、才能と心構えのあるものならば男女を問わず鍛きたえてくれる。ファラータは、その修しゆ業ぎようの一いつ環かんとして、刀剣の使い手の力量を見抜く術を学んでいた。男の山刀の持ち方はまるでなっていない。

　あの男をかばいながらでは勝てないかも。そんな考えが頭をよぎる。だが、手をこまねいているつもりはなかった。

　一直線に走り、勢いをかって飛び上がりざま、蹴けりを放つ。

　気配を感じたオークの一匹ぴきが振ふり返り、急いで槍を持ち上げようとした。

　遅おそい！

　ファラータの蹴りは、オークが槍を突つき出すよりも速かった。跳はね上がる穂ほ先さきが彼女の頰ほおを浅く切る。だが、蹴りそのものはオークの胸むな板いたに吸い込まれていた。相手は足もとをふらつかせ、崖がけっ縁ぷちへとよろめく。優ゆう雅がにとんぼがえりをうって着地したファラータの後ろで、そいつは無ぶ様ざまに手を振り回しながら川の底に落ちていった。

　下から聞こえる耳みみ障ざわりな悲鳴、そして何かが潰つぶれ、飛び散る音。それを皮切りに、ファラータと男、そしてオークたちの戦いが始まった。

　オークは距きよ離りがあるうちに、武器である長なが槍やりを懸けん命めいに突き出す。ファラータはそれを避さけながら、相手の胸もとに飛び込んでは、強力な拳こぶしや蹴りを見み舞まう。しかし、そのファラータめがけて、少し離はなれたところにいる別のオークが長槍で攻こう撃げきしようとする。山刀を持った男がそうはさせじと、そいつに切りかかる。

　息を切らしたリコルがたどり着いたときには、戦いはまさに渦か中ちゆうとなっていた。

　ファラータと男は赤黒い血にまみれている。オークたちの返り血か、自らの流した血だろう。素す手でのはずのファラータが血だらけの光景に、リコルは嫌いやな予感がした。

　二人の足元には動かなくなった死体が二つ、壊こわれたおもちゃのように奇き妙みような角度に手足を曲げて転がっている。だが残るオークは三体もいて、同族の死にもひるむ様子を見せていない。槍を前に構え、いま男を背にかばっているファラータに迫せまっていく。

　空気が張り詰つめていくのが、離れて立つリコルにすら痛いほど感じられた。ゆっくりと、まるで糖とう蜜みつの中を進むかのようなファラータたちとオークの動き。

　オークどもの神経は、いますべてファラータたちに注がれている。その危あやうい均きん衡こうを自分なら簡単に崩くずせる──若者にはそれがわかった。

　しかし。

　ぼくが手を出さなければならないのか？　あえて召しよう喚かん術じゆつを使ってまで？

　リコルには、できることなら召喚はしたくないというためらいがあった。

　だけど、なぜ？

　自分は召喚術師じゃないのか。短たん剣けんなどで切りかかってもたいした効果はないに決まってる。

　それに、いまファラータは窮きゆう地ちに立たされているんだぞ。

　でも……あのときのことを考えたら……。

　ファラータ、どうしたらいいんだ？

　彼は拳こぶしを、白くなるほど固く握にぎり締しめた。その時、リコルの心の叫さけびが聞こえたかのように、ファラータの顔がこちらを見た。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　ファラータの口はそう動いて微笑ほほえんだ。だが、その雪花石膏アラバスターのように青白い顔色が、言葉を裏切っている。

　ファラータの一いつ瞬しゆんの隙すきを見み逃のがさず、オークの槍やりが突つきかかった。彼女は一の槍を身をひねってかわし、二の槍を肩かた当あてで弾はじいた。三の槍は胴どうをかすめる。

　舞まうように優ゆう雅がな無心教格かく闘とう術じゆつの体さばきだった。しかしファラータには後がない。それに、傷もかなりひどそうだ。

　リコルは心を決めた。

　呼吸を整えて目を閉じ、懐ふところに手をやる。だが、つかんだのは短剣の柄つかではなく、そこにある小こ袋ぶくろだ。

　まちがいない、これだ！

　彼はその中から一枚の札ふだを取り出し、高く投げ上げた。

　そして、優雅な指先で宙に印を描えがく。

　すばやい指先が、目に見えない印いん形ぎようを虚こ空くうに刻んだ。すると、ゆっくりと地上に落ちていく札にも同じ印形が浮うかび上がり、それは風の流れに逆らって空中にとどまった。

　そして若者は言葉を発した。




　盟約ニ従イ、来タレワガ下ゲ僕ボク

　主アルジノ元ニ

　ナンジ　猛タケキ空ノ王者ヨ！
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　若者の声は、北風にうなる枝のようであり、神しん殿でんに響ひびく聖歌のようでもあった。どこの国のどの言語ともちがう。だが、呆ぼう然ぜんとリコルを見つめるファラータと男、そして驚おどろいて振ふり返ったオークにすらも、言葉の意味は伝わった。いや、その言葉を聞けば誰だれもが意味を解したはずだ。リコルの唱えた言葉こそは、万ばん物ぶつの有あり様ようを定める創世の言語だったから。

　空中の札は、もはや札ではなかった。それは扉とびらだった。札を中心とした光の印形は花開く蕾つぼみのように空中に広がり、秘文字で綴つづられた両開きの扉を形作る。

　扉を開いて現われたのは、新たなる魔ま物ものだった。

　大おお鷲わしの体たい軀くと金色の獅し子しの後半身。たわめられた巨きよ大だいな翼つばさがしなると、砂ぼこりが舞まい上がる。

　グリフォン──はるか東方に棲すむはずの強大な魔物だった。その力はオークなどとは比べものにならない。グリフォンの嘴くちばしは騎き士しの盾たてを一いち撃げきで砕くだき、またその爪つめは鋼鉄の鎧よろいをやすやすと引き裂さく。華きや奢しやな若者の命など、人が野辺の花を摘つむより簡単に奪うばってしまうはずだ。

　しかし、その恐おそろしい魔物は、若者の前に降り立つと従順に頭こうべを垂れた。数瞬の間、眉まゆをひそめてただ立ちつくしていたリコルは、どこか疲れたような声で命じた。

「……あのオークを殺せ。二人の人間は傷つけてはならない」

　リコルは指先で戦いの場を指し示した。グリフォンはひと声かんだかく鳴くと、空中に飛び立つ。

　それから起こったのは戦いではなかった。虐ぎやく殺さつといってもいい。恐きよう怖ふの声を上げて逃にげまどうオークを、グリフォンは一体ずつ屠ほふっていった。鋭するどい嘴も、爪も、黄金の色の毛皮も、オークの真っ赤な血に染まる。

　響く悲鳴と、ガツガツという咀そ嚼しやく音おん。あたりに広がる、むせ返るほどの血の臭におい。

　襲おそわれる立場だったファラータたちも思わず顔をそむけた。

「もういいわ。止めて、リコル。止めてったら！」

　若者はもう一度、優ゆう雅がな指先を振ふった。退去の印いん形ぎようが描えがかれる。




　盟約ニ従イ　退クベシ

　カノ　猛タケキ空ノ王者ヨ！
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　グリフォンは若者の命令にこたえ、再び開いた秘文字の扉とびらへと吸い込まれて、消えた。

　ため息をつくリコルに向かってファラータはぽつりと言った。

「なにも、あそこまでしなくてもよかったのに。オークたち、降こう伏ふくするつもりだったわ」

「あいつら、きみを殺そうとしてたんだぞ！　だいたいファラータは危なかったじゃないか。ぼくに助けられて、そんなこと言わないでくれよ！」

　つい口調が荒あらくなってしまう。それも仕方のないことだった。

　リコルの脳のう裏りには、召しよう喚かんの体験がなまなましく蘇よみがえっていたからだ。

　異界からグリフォンを呼び出すと同時に、グリフォンの荒々しい闘とう争そう心しん、支配されていることへのいらだち、天空を自由に飛ぶことへの憧あこがれ、そういった切れ切れの感情が若者の心にとうとうと流れ込む。

　リコルはその濁だく流りゆうのような思いを受けて、実は動くこともできなかったのだ。

　轟とどろく心の流れはリコル自身の思考も押おし流そうとする。そんな中で、衝しよう動どう、本能、生なまの感情という脈動を一筋ずつ抑おさえ、強固な命令を織り上げていく。

　もし、制せい御ぎよできなかったら、という強い不安──しかし、やがてそれを乗り越こえれば、心は魔ま物ものという人間よりも強力なものを支配することへの満足感につながっていく。けれど、そんな思いも、獲え物ものを狩かりたてて喰くらうグリフォンの勝利感と混じり合えば、歪ゆがんでしまう。強きよう靭じんな爪つめで、オークの肉をいともやすやすと引き裂さいていく快感。ピクピクと脈打つ心臓をついばんだときの甘あまさ。

　口の中に新しん鮮せんな血と肉の味がはじけた。何にも増してたまらなく旨うまかった。その血と肉の甘かん美びさが、リコルに吐はき気を催もよおさせた。

　こうしてやっと、自分が何なのかを思い出す。

　いつもこうだ。まさしくあの六年前、カース・エレメンタルに告げられた言葉が甦る。〝召喚術師はいい気になっているが、〈真の名〉で勝手に呼び出され、支配されるというのは気持ちのいいものじゃない〟

　どうしてぼくはこんな道を選んでしまったんだろう……。

「おい、坊ぼう主ず、口くち喧げん嘩かなんかせずに、手当てをしてやれよ」

　見知らぬ男の叱しつ責せきの言葉に、リコルはわれに返った。ファラータの顔色は、いまでは真っ白になっている。そして、寒いのか、身体からだを震ふるわせてカチカチと歯を鳴らしている。と、見る間に彼女は意識を失い、倒たおれ込んでしまった。

　これは危ない──リコルにもそれくらいはわかった。

　だが、彼にはこれほどの怪け我がを治せる医術の心得はなかった。これまでの短い旅行の中で怪我を負わなかったわけではない。けれども怪我の手当てはすべてファラータがしてくれていたのだ。そしてその彼女は、目の前で命を失いつつある。

　どうすればいいんだ？

「ファラータ！　しっかりして、ファラータ！」

　駆かけ寄ってファラータの身体を抱だきかかえる。

「やっと、やばいのに気づいたか。だが、安心しな。おれは、こんな傷でも効く薬を持ってるから」

　そういう男の声には余よ裕ゆうが感じられた。リコルはあらためて男の姿をながめる。

　広い肩かた幅はば、木の節を思わせる盛り上がった腕うでの筋肉。無ぶ精しよう髭ひげの伸のびた顔に、どこかしら不敵な笑えみを浮うかべている。顎あごは意志が強そうに張り出していたが、何といっても目立つのは、濃こい眉まゆとその鋭するどい目つきだ。北の辺境を一人で旅する男にふさわしい容よう貌ぼうにはちがいなかった。

　もしかしたら、オークなど彼一人で蹴け散ちらせたのかもしれない。

　だけど、この男はどこか謎なぞめいているな、とリコルは思った。

　しかし、いまはそんなことを考えている場合じゃない。リコルは男の指示にしたがって、ぐったりとしたファラータの服を脱ぬがせた。血の気を失って、いつもよりもっと白い肌はだがあらわになる。

　こんな非常時だというのに顔が赤らむのを感じてリコルはあわてた。男の方をちらりと見たが、気がついた様子はない。男は肩口の大きな刺さし傷に、背負っていたずだ袋ぶくろから取り出した奇き妙みような軟なん膏こうを塗ぬり込めようとしていた。

　傷はかなり深い。粗そ雑ざつなオークの槍やりにえぐられてめくれ上がった赤い肉の間から、白いものがのぞいている。男が塗り薬をつける端はしから、新たな血が流れ出していく。

　リコルは身み震ぶるいを禁じえなかった。こんな大おお怪け我がは普ふ通つうの治ち療りよう薬やくでは治せそうもない。たとえいま生命をとりとめたとしても、傷口が膿うむのはまちがいないだろう。そして高熱を発し、衰すい弱じやくし、最後には……。

「薬じゃ駄だ目めだ！　どこでもいいから〈聖者修道会〉のある街に行かなきゃ。修道会の癒いやし手の技わざじゃなきゃ、こんな大怪我は治せない！」

　思わず立ち上がったリコルに、男は冷静な声をかけた。

「心配するな。傷に効くって言っただろ？　こいつは特別製なんだよ」

　意外なことに男の指先では、目を見張るような出来事が起こっていた。いつの間にか出血がとまっている。その上、よくよく見れば徐じよ々じよにだが傷がふさがり始めている。目を凝こらさなければわからないほどだが、それでもただの人間の回復と比べれば、信じられないほどの速さだ。

　男は傷口から目を離はなせないリコルを脇わきにどかせ、ま新しい布を傷口にあてがった。そしてリコルに身体からだを支えさせて、無骨な手にしては意外なほど小器用に包帯を巻いていった。

「見ての通り、この薬は魔ま法ほうの代しろ物ものだ。これで当座は何とかなるだろ。心配すんな、坊ぼう主ず」

「たしかに礼は言おう。だけど、もとはといえば、あんたを助けるためにファラータは怪我したんだからな」

「だから、感謝してるって。わざわざ虎とらの子の薬まで使ってるじゃないか」

「……けど、どうしてそんな薬を持ってるんだ。いったいどうして？」

　問い詰つめられた男は、にやっとして答えた。

「そういや自己紹しよう介かいがまだだったな。おれはベナウス、行商人をやってる。魔法の薬も商品の一つさ。坊主とこの姉ちゃんの名前は？」

「ぼくはリコル。この娘こはファラータ。名前がわかったら、坊主って呼ぶのは止やめてくれ」

　さっきから気になっていた男の物言いを、リコルはむきになって訂てい正せいした。

「まあ、詳くわしい話は食事のときにでもしようや。さてと、野営の準備でもするか」

「野営？　どうしてあんたと一いつ緒しよに野営しなくちゃならないんだ？」

「あのな、いくら薬を塗ぬったといっても、この娘は大おお怪け我がをしてるんだぜ？　しばらく休まにゃ、どうにもならんだろう。それぐらいはわかりそうなもんだが」

　言われてみれば、そうだった。このファラータの容体では、しばらく休ませて回復を待たなければ旅を続けられるわけがない。

「わかったのなら、仕事にとりかかるぞ。おれはテントを立てるから、坊主は薪まきを拾ってきてくれ」

〝坊主〟に腹立たしい思いをしながらも、リコルは口をつぐんでおくことにした。

　ベナウスは黙もく々もくと木の下の藪やぶを切り払はらい、テントを張る準備をすすめている。仕方なく、リコルは荷物の中から鉈なたをとりだし、道の側そばに生える木の方に向かった。

「まさかとは思うが、その木の枝を切って薪にするつもりか？」

　ベナウスが背後から声をかけてくる。男の揶や揄ゆするような声の響ひびきに、若者はかっとなって言い返した。

「そうだよ！　どの枝を切ろうが勝手じゃないか！」

「おいおい、どれでもいいけどな。だが、切った枝なんかで火を起こすのは止めてくれよ。生なま乾かわきの木じゃろくに火はつかんし、煙けむくてしようがない」

　たしかに言い返す余地がない。リコルは街かい道どうを少し戻もどり、森の中に落ちた枝を拾い集めた。

　彼が戻ったころには、野営の用意はほとんど終っていた。オークの死体はかたづけられ、木の下には小さなテントが張られている。男の姿はない。

　リコルは少しいぶかしみながら、重い薪をそっと降ろしてテントの中を覗のぞき込んだ。そこには刈かり取った草をマット代わりにして、傷ついたファラータが横たわっていた。よく眠ねむっているようで、毛布のようにしてかぶったマントが規則正しく上下している。リコルは安あん堵どのため息を洩もらした。

「ずいぶん遅おそかったな」

　ベナウスが背後に立っていた。

「ベナウス、ファラータを放ほうっておいてどこに行ってたんだ？」

「もちろん水を汲くみに」

　男はいっぱいに膨ふくらんだ水みず袋ぶくろをかかげて見せた。おそらく川から汲んできたのだろう。だが川の流れる谷底には、見降ろすだけで身がすくむような崖がけをくだるという難行が必要なはずだ。

　この男は何者なのか？　再び、リコルは思わず不ふ審しんな目つきで男を見てしまった。

　だが、ベナウスはにやりと笑っただけで何も答えない。薪まきをまとめて火を起こし、自分の持っていた小さな鍋なべに、水やら干し肉やらを入れて食事の準備を始めるだけだ。

　気がつけば、日はずいぶん傾かたむいている。木々の間から見えていた紺こん碧ぺきの空は、淡あわい金色に染まって夕暮れが近づいたのを告げている。リコルは火のそばに膝ひざを抱かかえて座すわった。空へと立ち上る焚たき火びの煙けむりを目で追ったりもしてみたが、どうも落ち着かない。

　どこか気まずい沈ちん黙もくを破ったのは、静かに鍋をかき回していたベナウスの方だった。

「坊ぼう主ず、聞きたいことがあるって顔に書いてあるぞ。はっきり言ってみたらどうだ？」

「その〝坊主〟っていうのは止やめてくれと言ったはずだ！」

「ああ、これはすまん。それなら、これから〝おまえさん〟と呼ぼう」

　からかわれているような気がしたものの、リコルは改めて訊きいてみた。

「ベナウスあんた何者なんだ？」

「さっきも言った通り、行商人だよ」

「魔ま法ほうの薬の行商人？　そんな高価なものを運ぶやつが一人で旅なんてするもんか。それぐらいぼくにだってわかる。それから水を汲んできたっていうけど、どこからなんだ？　並みの人間じゃ、あの崖を降りられるわけがない」

　語気も鋭するどく尋たずねるリコルだったが、ベナウスはそれを豪ごう快かいに笑いとばした。

「……はは、そんなことで悩なやんでたのか。よく考えろよ、一人で商売してるからこそ、利益の高い珍めずらしい品を扱あつかわなきゃならん。ちまちまやってたんじゃ、大商人に勝てっこない」

「じゃあ、水の方は？」

「たぶん、おれがおまえさんよりは身体からだを鍛きたえてるし、経験を積んでるからだろ。時間をかけりゃ、このくらいの崖がけの上り下りはできる。あれくらいで驚おどろいてもらっちゃ困るな」

　そう言われれば、そんな気にもなる。リコルは自分の身体と相手のたくましい筋肉を見比べて、少しばかり悔くやしい思いをした。それでも、やっぱり最初の疑問には納なつ得とくがいかない。

「それほど経験を積んでるんなら、どうしてこんな時期に森をうろついたりするんだ。いくら一人の商売だって、もう少し安全なところでやってりゃ、いいじゃないか」

「ジオテランの森が危険だってことか？　そうさな、最近はあのオークみたいなやつらがよくぶらついているみたいだな。だけど、まだオークなんてのは序の口だ。夜になったり、ちょっと道をそれりゃ、ミノタウロスとかオーガーとか、もっとでかいやつらがわがもの顔にうろついてるって話だぜ」

　男の身み振ぶり手振りの話し方は、いかにも噂うわさ話ばなしを伝える商人風だった。それがかえって、ただの商人ではないという気にさせる。

「でも、それじゃ、ぼくの質問の答えにはなっていない」

　リコルはあくまで食い下がった。やれやれというように、ベナウスは両手を広げる。

「どうしてもおれがあやしいって思ってんだな。わかったよ、はっきりさせてやろう。ひと言でいうと、おれは森を専門に行商してるんだ。おまえさんはまだ若いからわからないかもしれんが、このジオテランの森では、いろんな人間が生活している。聞いたこともないような小さな村がいくつもあるし、ほんとに少ない人数で木を切ったり、開かい墾こんしたりして暮らしている連中もいる。大商人は主要なところを行き来するだけだが、おれみたいにこまめに商あきないをする者だって必要なんだ。それに──」

　男は一気に喋しやべってから、ためらうようにちょっと言葉を切った。

　リコルは黙だまっていた。男の目つきが少し鋭するどくなったようだ。

「それにおれ自身、最近たしかに森がおかしいと思ったので、行商の合間にちょっと探さぐったりはしてたけどな。今日はタシエルの街へ帰る途と中ちゆうだったんだが、まさかこんなところでオークに襲おそわれるとは思わなかった」

「タシエルに帰る途中？」

　偶ぐう然ぜん行き先が同じだったことに、リコルは複雑な思いだった。タシエルは森の都と呼ばれ、この辺りでは中心となる街だ。

「その顔つきだと、おまえさんたちも同じ方向か。まあ、信用してもらえなかったら無理にとは言わんが、森がこんな状態なら一いつ緒しよに向かった方がいいみたいだぜ」

　リコルはまだベナウスが信じきれなかったものの、たしかに言われるとおりだと感じた。

「で、タシエルは大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

　話題を変えてみたが、男の答えは意外なものだった。

「タシエルか、それは着いてみたらわかる」

　謎なぞめいた答えに、リコルはもっと聞き出したかったのだが、そのときテントの中からファラータのうめくような声が聞こえてきた。

「……リコル……わたし、生きてるの？」

　二人はあわててテントに入る。ファラータはかろうじて首を上げ、二人の方を見た。先ほどより少しは顔に血の気が戻もどってきているが、まだ痛々しい。

「ファラータ、大丈夫かい？　寝ねてた方が……」

「……耳もとで大きな声でしゃべられたら、寝てられないわ」

　確かにベナウスとの話で、声が高かったのは否いなめない。

「ごめんよ」

　そう謝あやまるリコルにかぶせるように、ベナウスが告げた。

「すまないファラータさん、おれをかばったばっかりに。あんたはおれの命の恩人だ。傷は痛むか？　手当てはしておいたんだが……」

　ふとベナウスを間近に見て、リコルはこの男も相当の搔かき傷を受けているのに気づいた。

「べつに恩人だなんて。あんな状態なら、当たり前のことをしただけじゃない。それに……わたしだけじゃなくって、リコルも助けてくれたから」

　その言葉を聞いても、初動が遅おくれたと感じているだけに、リコルは辛つらかった。

「ファラータ。傷はすごく深かったんだ。いちおう魔ま法ほうの薬とかで手当てしたんだけど油断はできないよ。ゆっくり寝なきゃ。もうお休み。ぼくは気をつけてしゃべるから」

「リコルがそうできるなんて、信じられないけど」

「またそんなことを言う！」

　若者はつい大きな声を出した。

「ほらね」

　ファラータは小さく笑う。

「あっ、悪い」

「いいのよ、でも、よかった、生きてたんだ」

　それだけ言うと、彼女はやはり疲つかれたのか、また目を閉じてしまった。

　気をつけなきゃな、とリコルは反省しつつ、ファラータの上にマントをそっとかける。テントから出ると、ベナウスが声をかけてきた。

「いい姉さんじゃないか」

「ぼくらは姉弟じゃない」

　リコルは声を荒あらげまいと必死に自分を抑おさえながら、相手に告げた。ベナウスはほうという顔をする。そこにはべつに意味ありげな表情があったわけでもないのに、リコルはつけたさずにはおれなかった。

「……それに、あんたがどう思おうと勝手だけど、ぼくとファラータは恋こい人びとでもない。そりゃ、姉みたいなものといってもいいけど」

　うまく説明できないので、顔を少し赤らめながらも、若者は強調する。

「ファラータはぼくの家の近くに住んでて、姉や母みたいな役をいろいろやってくれた。今度の旅も、ぼくはいいって言ったのに無理やりついてきたんだ。もちろん、感謝はしてるんだけど」

　われながら歯切れの悪い話し方だとリコルは思う。ファラータをどう表現すればいいのか、もつれた蜘く蛛もの巣のようにややこしい。自分の家族。口うるさい姉。恋人。やさしい母。見習うべき大人。追いつき追い越こしたい壁かべ。そんな言葉が頭の中で飛びかう。

　たしかに他人から見れば、よくわからないだろうな……。

　ベナウスはそれ以上、その話を続けようとしなかった。焚たき火びのそばに座すわり、鍋なべの中の料理を小さな木の椀わんにうつす。そして匙さじをそえてリコルに勧すすめながら、また話しかけた。

「ところで、おまえさんは召しよう喚かん術じゆつ師しなのか？」

「ああ、駆かけ出しだけどね。召喚術師を知ってるのかい？」

「まあな。魔ま法ほう使つかいの一派で、いろんな魔物を呼び出したり支配したりするやつだ。魔物扱あつかいの専門家だろう？」

　リコルは少し驚おどろいた。この男は明らかに、魔法についての知識を持っている。それが、たとえかけらほどの知識だったとしても、リコルには信じられないことだった。

　いわゆる〝魔法〟と総そう称しようされるものの中に、さまざまな流派があることを知っている者はそれほど多くない。まして、それぞれの流派が何を得意にしているかなど、学者か魔法使い自身でもなければ知るはずがないのだ。

　ジオテラン地方ではずいぶんましなのだが、魔法というのは不可思議で自然の理ことわりを外はずれたものと、一いつ般ぱんには固く信じられている。魔法の技わざはもちろん、単に魔法に関することを学ぼうとするだけで、異い端たんの烙らく印いんを押おし、石もて追う地方も珍めずらしくはない。その例外は、〈光の聖者修道会〉などで用いられる癒いやしの技くらいだ。それとて、癒しの〝魔法〟などと呼ぼうものなら、教会から追い出されるほど彼らは気をつかっている。

「おまえさんの顔はほんとにわかりやすいな。おれが魔法に詳くわしいのが不思議なんだろ？　今のは魔法の薬の調合屋から聞いた話の受け売りだ。で、召喚術師ってのは、駆け出しでもあんなすごいやつを操あやつれるのかい？」

　偶ぐう然ぜんかもしれないが、この男はリコルの触ふれたくない部分を挑ちよう発はつするようについてくる。無視することもできたのだが、相手を見ていると若者はなぜか逆に答えてやりたくなってきた。

「召喚術は〈真の名〉を使う。この世の万ばん物ぶつ──その焚たき火びも、この道も、あんたもぼくも、自分の本質を現わす名を持ってる。それが〈真の名〉だ。ほら、人ごみの中で自分の名前を呼ばれたとき、どんなにうるさくても聞きとれて振ふり返るじゃないか。人は名前が自分の一部だってわかってるから、無意識のうちに応こたえてしまうんだ。〈真の名〉は、その普ふ通つうの名前以上のものだ。自分の一部どころか本質そのものなんだから。〈真の名〉で呼べば、どんなに遠くにいたって応えずにはいられない。それどころか〈真の名〉で命じられたら、それを果たさずにはいられないんだ……」

「……ほう、そんなものか」

　無ぶ精しよう髭ひげだらけのベナウスの表情に特に変化はない。リコルは意地になって話を続けた。

「それで召しよう喚かん術じゆつ師しは、〈真の名〉を使って魔ま物ものを操る。どんな魔物も〈真の名〉を押さえてしまえば小犬のように従順になる。でも、それはとても辛つらいことだ。これはやってみないとわからない」

「なぜだ？　召喚術を使えば、伝説の竜りゆうでも一いつ角かく獣じゆうでも思いのままに操れるんだろ？　そんな気持ちのいいことが、どうして辛いんだ？」

　問いかけるベナウスの瞳ひとみは、焚き火の光を反射して、異国の獣けもののように輝かがやいていた。リコルはそれに引き込まれるような気がして頭を振った。

「……それは、あんたが召喚者の気持ちを味わったことがないからだ？　繰くり返すけど、〈真の名〉を知ってるってことは、その本質を知ってるってことだ。〈真の名〉で魔物を召喚すれば、その魔物の本質のすべて、心の奥おく底そこまでがわかってしまう。そして、その心のあり方までぼくの支配下にある。支配されるのを嫌いやがる心があれば、それを変えてしまわなければうまくいかない。そんなことが楽しいと思えるかい、ベナウス？」

「……いや」

　彼はそれきり黙だまってしまった。

　辺りを見回すと、すっかり暗くなっていた。山がちのジオテランでは日の落ちるのは早い。空はまだ薔ば薇ら色の光をとどめていたが、街かい道どうは山の影かげにおおわれてしまって、一足早く夜が訪おとずれている。秋の虫たちが歌鳥にかわって鈴すずのような音色で合唱を始めた。

　リコルもベナウスも口をきかなかった。だが今度の沈ちん黙もくには気まずさはなかった。若者も男もそれぞれの思いにふけっている。

　リコルが小さな声で話しかけた。

「ベナウス、見張り番を決めよう。こんな折おりに休むんだから気は抜ぬけない」

「そうだな、最初はおまえさんが見張れ。まだ、しばらくは大だい丈じよう夫ぶそうだしな。夜が更ふけたらおれが代わってやろう。それでいいな？」

　別にリコルに反対する理由はなかった。ベナウスはそうと決まると、テントに寝ねに行った。あっさり眠ねむってしまうようだ。

　リコルが焚たき火びの向こうに立って警けい戒かいしたり、疲つかれて火のそばで暖をとったりしているうちに、時間は何ということもなく過ぎていった。

　そろそろ見張り番にも飽あきてきた頃、ベナウスがごそごそと起き出してくる。ほっとした若者はテントに向かった。ファラータは静かに眠ったままだった。

　まるで死んでいるようだ。

　リコルはいやなことを想像してしまって、あわてて耳をファラータの顔に近づけてみた。確かな寝息が聞こえる。

　若者は安心して眠ることにした。だが、こんな状じよう況きようで眠れるだろうか。眠れてもファラータが心配でろくな夢が見られそうにない。リコルはそうひとりごちた。

　しかし、昼間の召しよう喚かん術じゆつの疲れが出たのか、横たわってしばらくすると、リコルの意識は水に沈しずむ小石のように眠りの淵ふちに落ちていった。

　たしかにその夜の夢は、ろくなものではなかった。それは、昼間のオークとの戦いでも、ファラータが気絶する場面でもなかった。

　リコルは夢の中で、わがままな獣けものの召喚に躍やつ起きとなっている。どうしてこんなに苦労するのか──ふとその獣を見ると、そこには暗くら闇やみに光るベナウスの瞳が煌こう々こうと燃えているのだった。







　第二章　森の仲間







　森の朝はすがすがしい。空気が澄すみ、さわやかな鳥の囀さえずりが周囲に満ちている。目を覚ましたリコルは大きく伸のびをして、テントから這はいだそうとした。昨日、オークと必死の戦いをしていたのが噓うそのようだ。

　オーク──

　たちまち頭がはっきりして、状じよう況きようを思い出した。急いで隣となりを見やる。

　ファラータはまだ眠ねむっていた。だが、昨夜リコルが寝ね入いるときに感じたよりも、少し息づかいが荒あらいようだ。

　そばに寄って、手を額に当ててみる。熱があった。

「う……あっ、リコルなの……」

　気がついて目を開けたファラータの言葉も、どことなく弱々しい。

「ファラータ、怪け我がは大だい丈じよう夫ぶかい?!」

　そんなありきたりなことしか言えないのが、リコルにはもどかしかった。ぼくが怪我をしたら、ファラータはいろいろ面めん倒どうを見たり、あれこれ様子を訊きいてくれるだろう。どうすれば……若者は、彼女の怪我をしていない方の手を握にぎりしめた。

「ちょっと熱があるみたいだ。そうだ、冷たい水を汲くんでくるよ」

　何か言いかけたファラータを残してテントを駆かけ出そうとしたリコルは、出たところでどんと大きな体にぶちあたった。不意をつかれた相手がよろける。

「おいおい、やっとお目覚めかい。それにしても朝から忙いそがしいやつだな」

　からかうようなベナウスの顔があった。手に湿しめった布や昨日の軟なん膏こうを持っているところを見ると、もうファラータの容体には気づき、手当てをしに来ようとしていたらしい。

　様さまにならないな、と思いながら、リコルは治ち療りようを手伝うため、男についてテントの中に戻った。

　ファラータの怪我は簡単に治るようなものではなかったようだ。肩かたの包帯を解いてみると、前日軟膏を塗ぬって傷をふさいだところが、赤く腫はれて熱を持っている。薬が効いているときはいったん治まったように見えたのだが、時間がたち、その効果が薄うすれてくるにつれ、またひどくなりはじめたのだろう。

「あ……痛っ……」

　もう一度軟膏を塗られたファラータが、しかめ面つらをしてこらえる。ふだん元気で弱さを見せたがらない性格を知っているだけに、リコルはそうした姿を見るのが辛つらかった。
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「うむ、化か膿のうはしていないが、腫れがひどいな」

「まさか、オークの槍やりに毒なんかついてたんじゃ」

「わからん、ふだんはそこまで頭のまわるやつらじゃないんだが」

　リコルの疑問に、ベナウスも不安げな表情だ。

「とりあえず、この軟膏でしばらく保つだろう。だが、こいつはもうほとんどないしな。効果が切れたら、容体が悪化するかもしれん」

「どうしよう？　それじゃ、いつまでも寝ねてるわけにはいかないし」

　タシエルの街までは、あと一日少しはかかる予定だった。買い物をした途と中ちゆうの村を朝発たって、翌日の夕方には着くくらいの距きよ離りだったが、それも健康な脚あしがあってのこと。いまの状態では、そんな見込みはまったく立たない。

「おれが背負って歩くこともできるが」

「そんな、いつタシエルに着くかわからない。それに危険な森だ、もし、魔ま物ものに襲おそわれたりしたら……あの村に引き返した方がいいと思うな」

「だが、そこで治してもらえる当てはあるのか？」

　たしかに村に引き返すのが妥だ当とうな案のように思えたが、よく考えればそこでも全快できる保証はなかった。立ち寄ったのは小さな村で、癒いやし手やよく効く薬など期待できそうもない。

　それに、言い出した当のリコルも、引き返すのは何か心に引っ掛かかるものがあった。せっかく、自分でやっていこうと旅立ったのに、ちょっと森に入っただけで引き返すなんて──

「リコル、わたしは大だい丈じよう夫ぶ、なんとかするから」

　ファラータは健けな気げにも立ち上がったが、まだふらふらするのかリコルに寄りかからねばならなかった。ただ、昨日も見た軟なん膏こうの一時的な効果によるものか、彼女の体を通して少し熱の下がっているのはわかる。

　二人を見ていたベナウスは、むずかしい顔をしていたもののやがて口を開いた。

「そうだな、このままタシエルまで直行するのは無理だろう。おい、坊ぼう主ず、おまえさんが納なつ得とくするなら、この娘こを治してくれる人のところに連れていけるかもしれんぞ。この森に住んでいて、半日くらいはかかるだろうがな」

「えっ、そんな人がいるのかい？」

　リコルが半信半疑になったのも無理はない。彼のこの森への認にん識しきは、最近魔物だらけで危険だということくらいだったからだ。

「ああ、だから、おれは森を専門にうろついてるって言っただろ。正直に言うと、この軟膏なんかも、その人から譲ゆずってもらったりしてるのさ。本来なら、商売人が自分の秘密を打ち明けたりはしないもんだが、おれはこの娘とおまえさんに助けてもらったようなものだしな。そこなら、案内できる」

　そう言ったベナウスの目つきは、昨日見たのと同じ鋭するどいものだった。リコルはまだ、これが若い二人をだます罠わなではないかと一いつ瞬しゆん考えたりもしたが、事態にあまり選せん択たくの余地がないのもたしかだ。

　悩なやみかけたリコルに、ファラータが口をはさんだ。

「いいじゃないの、リコル。わたしはベナウスさんを信じるわ。せっかく旅に出たばかりなんだし、半日くらい保つわよ」

　ファラータはそう言って、愛あい嬌きようのあるくりくりとした目を輝かがやかせ、唇くちびるの端はしをにこっと緩ゆるめた。頰ほおの片側にかわいいえくぼができる。この表情にリコルは以前から弱かった。虚きよ勢せいなのはわかっていたが、彼女がそう言うのなら決心もつく。

「その人はどんな人なんだ？　名前は？」

「召しよう喚かん術じゆつ師しに名前を聞かれるたあ穏おだやかじゃないが、まあ教えてやろう。〝森の癒いやし手〟カリスタナスって、言うのさ。まあ、おまえさんは会っておいた方がいいかもしれんな」

　ベナウスはまたも謎なぞめかした言いかたをして、にやっと笑った。




　森の踏ふみわけ道は街かい道どうとちがって、進むのは楽ではなかった。ファラータは自分で歩きたがったが、ベナウスは無理をしないほうがいいと言って、彼女を背負っている。そのため、一行の荷物をほとんど運ぶのはリコルの役目だ。

　もともと召喚術師はこもって勉強をすることが多く、日ひ頃ごろあまり体力を使っていないリコルには、厳しい道行きにちがいなかった。だが、ファラータを軽々とかついでいるように見えながら、一方で、下生えや覆おおいかぶさってくる木の枝を、片手に持った山刀で払はらいつつ前を歩くベナウスの労苦を考えると、荷物が重いなどととてもこぼすことはできない。

　半時間ほど歩いて、ちょっと森の開けたところに出ると、腰こしを下ろして休む。それから、また森をかきわけて進むのを再開する。

　季節はこうした運動をするには気持ちのよいものだった。空気は少し冷たくて肌はだにさわやかだし、色づいた山の木々が遠くに見えたりすると、はっとするほど美しい。

　しかし、そうした気分の切り換かえができるのも、初めのうちだけだった。道に高低差はあまりなく、そうなると単調さがずしりと心にのしかかってくる。

　リコルはファラータに話しかけても負担になると考え、召喚術のことをあれこれ考えていた。

　昨日のように魔ま物ものを呼び出すとき、いつもどうしてああ緊きん張ちようしてしまうんだろう。

　もちろん、呼び出す相手が種族は同じでも、特定できないというせいもある。

　そのためか、どうも相手の思考が流れ込んでくるときにかまえてしまうのだ。

　魔物たちは挨あい拶さつなどしてこない。呼べばその生なまの想おもいが、どっと頭の中になだれこんでくる。それを統とう御ぎよし、抑よく制せいし、支配しなければ、あふれでる相手の思考に圧あつ倒とうされ、二度と制御ができなくなる。

　それこそが、かつて初めて試みたときにカース・エレメンタルに起こったことであり、それからの修練でも父親に気をつけるようにと習ったことだった。

〝おまえには、創世の言葉を操あやつるすばらしい技わざが天性のものとして備わっている。それがあれば、召しよう喚かんは並みの術師をはるかに超こえるレベルで成功するだろう。

　だが、これからは呼び出した魔物を従える術すべをも身につけなければならない。それはまだまだ未熟だが、方法にはいくつかある。しかし、基本の肝かん心じんなことは、以前のようなことが二度と起こらぬよう、魔物をきちんと支配することだ〟

　父はそう言って、魔物を支配する方法を、こと細かに教えてくれた。

　威い嚇かく、無視、許きよ諾だく、強制、奨しよう励れい──あふれ出る思考の中から、瞬時にして相手の想いを選えり分け、いまのような方法で、適切な制御を試みる。

　だが、リコルはそれらにどうしてもなじめない部分を感じていた。

　何か規則みたいで楽しくないのだ。創世の言葉を使って謳うたうように召喚するときには、生き生きと躍やく動どうしている心が、いざ支配しようとすると、お互たがいがんじがらめになるようでしぼんでしまう。

　だけど、そうしないことには、支配に失敗したときの代だい償しようが大きいのは、身をもって体験した。

　召喚には責任もある。いったん呼び出した魔ま物ものは、支配されなければそこで何をやらかすかわからないのだ。魔界の生き物にだけではなく、自分の呼び出したいろんな魔物に殺されてしまった召喚術師の名はときどき聞く。

　リコルも父親も、最初がそうであっただけに、余よ計けいに神経質になっていた。

　こうした難点は、きっとタシエルに行って、賢けん者じやなどにいろいろ訊きくことで解決していけるかもしれない。

　そうだ、ぼくらはタシエルに行くところだったんだ！

　もともとの目的地タシエルのことを考えた途と端たん、リコルはわれに返った。

　もう、かなり進んだはずだ。さすがに疲つかれてもきている。

　つぎの何回目かの休きゆう憩けいをとったとき、リコルはたまらず訊いてみた。

「あとどのくらいかかるんだ？」

　ベナウスは汗あせを拭ぬぐいながら、辺りを見回している。ファラータはそばの切り株に腰こしかけて休んでいた。さいわい、体調は朝方よりだいぶよいようだ。

「そうさな、もう八割方は来ているはずだが。はっきりした道があるわけじゃないから」

　男はさして気にした風もなく答える。

「まあ、いつかは着くさ」

「そんな……道に迷って日が落ちたりしたら、どうするんだ？」

「心配するな。だいたいおれが知ってる方向に来ている」

　相手のあまりにも余よ裕ゆうのある受け答えに、リコルは不思議な気持ちがした。別にこれまで目印になるようなものがあったとは思えない。

「何か証しよう拠こでもあるのかい？」

「ああ、あの娘この足もとを見てみな。妖よう精せいの印がついてるだろ？」

「妖精?!」

　リコルはあわててファラータの方を見た。彼女もベナウスの言葉に、足もとに視線を移す。

「あっ、ほんとだ。すごくきれい！」

　最初、ファラータが何を言っているのかわからないリコルだったが、近寄ってのぞきこんでみてわかった。下生えに隠かくれていたのだが、払はらいのけると赤や黄の色とりどりの茸きのこの群れが、ファラータのすわる大きな切り株をとり巻いて生えているではないか。

「これが妖精の印……」

　二人はあんぐりと口を開けて茸の群生を見つめていた。

「そう、妖精たちが踊おどった跡あと、妖精環かんってやつさ。まあ、見てのとおり、茸が帯のようにとり巻いてるんだが、じっさいに妖精たちがそこで踊ったらそうしたものが生える。おまえさんも召しよう喚かん術じゆつ師しなら、妖精くらいは知ってるだろ？」

　たしかにリコルも、森には魔ま物ものだけでなく妖精たちもいると、父から聞いたことはある。けれど、若者は妖精を呼び出す術は習わなかったし、アルバロスの村でも、家にいる小妖精などをじっさいに見たことはないので、子供だましではないかと疑いかけていたのだ。

「まあな、最近は人のいるところじゃ、妖精は隠れてしまって姿を見せなくなったからな。だが、もともとジオテランじゃ、妖精は村にもいて、踊ったり、いろいろおもしろいことをしてくれてたんだぜ」

　リコルがけげんそうな顔をしたのを見み抜ぬくかのように、ベナウスが説明する。

「妖精の踊りねえ。それ、一度見てみたいわ。きっとすばらしいんでしょうね」

　ファラータも興味をひかれたのか、口をはさんでくる。そういえば、ファラータは村の祭りなどで踊るのが大好きだったことをリコルは思い出した。

「お嬢さん、妖よう精せいの踊りは見たいと思っているうちが華はなさ。いったんそれを見たら、われを忘れて行方ゆくえが判わからなくなるって聞くぜ」

「あら、そうなの？」

「たとえばな、おれが昔よく行ってた村の女の子が妖精の踊り見たさに、後をつけて行ったらしい。で、そのままいなくなった」

「神かみ隠かくしにでもあったのかしら」

「ああ、村の者は探したけれど見つからないので、そう思ってた。で、数か月した頃、一人の婆ばあさんが村を訪ねてきて、その子を知ってると言うんだな」

「あら、どこにいたの？」

　ベナウスはここで言葉を切って、ファラータの顔をのぞきこんだ。

「皆みんなの目の前さ。その婆さんが、いなくなった女の子だった」

「ええ?!　でも、いなかったのは数か月だって……」

「妖精ってのは、そういうイタズラをするんだよ。その子は妖精の世界に行って、おもしろおかしく遊んでいたら、あっという間に歳としをとっちまった。で、必死になってもとの村に帰してくれと頼たのんで戻もどしてもらったら、村では二か月しか時間が経たってなかったのさ。あっちの世界とこっちじゃ、流れてる時間がちがうらしい」

「ええっ、わたし逆だと思ってた。妖精の世界じゃ時間がたたなくって、こっちに戻ってきたらみんなが歳をとってる、ってお話は聞いたんだけど」

「まあな、妖精たちの世界にもいろいろあるのさ」

　ベナウスは、まだよくわからないという顔をしているファラータをおもしろげな顔つきで見ていた。

「だけど、その妖精の跡あとがあったら、どうして目的地に近いってことになるんだい？」

　先ほどからもの珍めずらしげに茸きのこを見ていたリコルが、思い出したように訊きく。

「いや、〝癒いやし手〟のカリスタナスは、そうした人里離はなれたところに住んでるのさ。おれは彼のところに行くのに、これまでにもこうした妖精環かんをいくつか見てきたし、たいていこういうものがあるところで彼と出会うんだ」

　なんだかあやふやな説明に思えたが、リコルはベナウスにまかせようと思った。いずれにしても、ここまで来れば彼の言うとおりにしないとしようがない。ベナウスが山さん賊ぞくまがいだったとしたら、これまでに何度も襲おそう機会はあったはずだ。

「あらっ、これ何かしら？」

　リコルがそうしたことを考えていると、ファラータが草むらから何かを見つけた。ごく細い木の枝で編んだ指輪みたいなものだ。

「指ゆび貫ぬきじゃないわよね。おもしろい形してるからもらっちゃおっと」

　彼女はそう言って、それを小指につけた。どうやらぴったり合うらしい。

「さあ、そろそろ行くとするか。妖よう精せいにかどわかされないうちにな」

　ベナウスの口調はふざけ半分ながら、以前よりも力強くなっている。リコルはそれがいい兆ちよう候こうなのだろうと思うことにした。




　やがて、一行は森から草地に出た。鬱うつ蒼そうとした木々の間をずっと縫ぬってきたリコルは、心が何か解き放たれたように感じた。ただ、日はもうかなり傾かたむいて、夕刻が迫せまっている。晩秋の空は晴れわたっていて本来なら気持ちがいいはずだが、この時間の草地になると、かえって寒々とした印象を受けてしまう。人間って身勝手なもんだな──そう思っていたリコルの目に、少し離れたところにある大きな石が目に留まった。

　一つ、いや、そこから少し離れたところに、また一つ、目立った大きさの石がある。それは平べったく縦たて長ながで、普ふ通つうの岩のようには周囲の自然に溶とけ込んでおらず、何か場ちがいに突つっ立っているようにも思えた。

「やっぱりな、だいたいこっちの方だと思っていたら、やっぱり正解だったぜ」

　ベナウスが晴々した顔で告げた。

　そして、ファラータを背負ってきた疲つかれも見せず、そうした石の並びに沿って力強く歩いていく。どうやら、これが目印らしい。リコルもベナウスに対する不信がこれで解けたように思えたので、妙みように嬉うれしくなり、その後を急いだ。

　石は一定の間かん隔かくをおいて続いていた。リコルはときどき振ふり返って眺ながめたが、ぽつんぽつんと点在する石をつなぐと、大きな曲線を描えがいているようにも見える。いくら目印とはいえ、こんな石をいったい誰だれが、何の目的で立てたのだろう？

　それに、この先にあるのは？

　謎なぞめいた気分のまま歩いていた若者の目は、やがて少し登っている草地の中腹に立つ大きな樫かしの樹きに釘くぎづけとなった。

　その樹は辺りに散在する木々を圧して、聳そびえていた。

　いや、じっさいにはそんなに高い樹ではない。こんもりとしていて、その姿は優美といってよいだろう。だが、枝ぶりがいかにも生気に溢あふれているのだ。秋空と大地の間にあって、その間をとりもち、その存在はがんとしてまさしく不動と言うにふさわしかった。

　なにかその樹を見た途と端たん、異様な感動にとらわれて、リコルは視界が曇くもったようにも感じた。少し先にいるベナウスも立ち止まり、ファラータを下ろして樹をじっと見つめている。

　と、まるでその樹から生まれたように、人ひと影かげが一つ、幹の部分に現われた。

　リコルは見まちがえたのではないかと、目をこすった。それまで樹には人の気配などかけらもなかったではないか。

　どこから？　まさか人の姿をとった樹の精か？

　その樫の樹から現われた人影は、ゆっくりと進んでくる。

　男だ。ゆったりとした白いローブ姿。頭には何かの樹の枝で編んだ大きな冠かんむりを被かぶり、首のまわりには幾いく重えにも巻いた黄色い飾かざり襟えりが付いている。たっぷりと髭ひげを蓄たくわえた顔つきは、まるで風雪にうたれた修しゆ業ぎよう僧そうのようだ。

　片手にがっしりとした杖つえをもち、ベナウスに近づいてきた男は、もう一方の手をあげた。どうやら歓かん迎げいの挨あい拶さつらしい。ベナウスが何か答え、彼に寄りかかっていたファラータも、ここは脚あしをふんばって立つと男に挨拶を返した。

　リコルはそのとき理解した。

　そうか、これが父に聞いていたドルイドという人じゃないだろうか。

　ドルイド──それは森の守護者。生命を育はぐくみ、死ねばそれが正しく塵ちりに返り、再び新たな生命として芽ぶく森の自然の理を守るもの。彼らは人里離はなれた森の奥おくに隠いん棲せいし、日頃は森とともに暮らしている。だが、ひとたび森が傷つくようなことがあれば、それを癒いやし、それを必死に守ろうとする。ある意味で、ドルイドは森そのものを表わす存在といってよい。

　リコルは遅おくれては失礼にあたると思い、急いでその場に加わった。

　ベナウスが紹しよう介かいしてくれる。

「こちらはリコルと言って、なかなか優ゆう秀しゆうな召しよう喚かん術じゆつ師しです、カリスタナス師」

「おお、それは、それは。ここまで来てくださる客人はめったにおらぬ。わたしは〝癒し手〟のカリスタナス、人によっては〝深き森のドルイド〟とも呼ばれておるが、今後ともよろしくな」

　その声には深みがあり、堂々としていた。まるで大地の奥底から響ひびいてくるようだ。

　リコルは畏い敬けいの念にうたれて、深々と頭を下げた。そして、自分もどう挨拶を返そうかなと考えているとき、何かいままでにない気配がしたのでゆっくりと顔を上げてみる。

　はりゃ？

　いつのまにか、カリスタナスの肩かたにフクロウが止まっている?!

　そうか、向こうの樫かしの枝から舞まい降りてきたのか。

　リコルは突とつ然ぜんのことにしばらく挨あい拶さつも返せず、その鳥の顔をまじまじと見つめていた。

　──と、さらに仰ぎよう天てんするようなことが起こった。

　いま、そいつはドルイドの肩で、大きな目をぎょろっとリコルに向けたかと思うと、こう告げたのだ。

〝ホーホー、おいらの名前は智ち恵え者しやクロック。あんたも目玉がでかいね。こいつは仲よくやれそうだぜ、ホーホー〟

　たしかにリコルは目を丸くしていた。

　そのフクロウは、鳴いたりしゃべったりしたわけではない。若者の頭の中に言葉を直接伝えてきたのだ。以前からリコルは小さな動物が好きで、まるで話ができるように可愛かわいがったこともあるが、それでもじっさいにそうした動物の声が聞こえてきたことなどなかった。

　もっとよくフクロウを観察してみる。耳があるところを見ると、フクロウというよりミミズクなのかもしれない。鮮あざやかな茶色に黒い斑はん点てんのある羽根をしており、それと対照的に、胸の羽毛は真っ白で、むくむくしていていかにもあったかそうだ。

　頭はもちろんフクロウだから大きい。目が二つ、まるで人間のように横に並んでリコルを見すえている。くちばしは鋭するどいものの小こ振ぶりで、目の大きさに比べればなんとなく可愛く見える。
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〝おいおい、そんなにじろじろ見ないでくれよ。照れるじゃないか〟

　智恵者クロックと呼んでくれと言ったフクロウは、そう伝えると、首をくるっと後ろに回してしまった。のっぺらぼうのフクロウの後ろ頭だけを眺ながめさせられるのは、馬ば鹿かにされているみたいで滑こつ稽けいだ。

〝癒いやし手〟のカリスタナスは、しばらくリコルとフクロウを交こう互ごに見ていたが、その顔に少し驚おどろきの表情が浮うかんだ。

「おや、どうやらクロックは、きみに心を引かれたみたいだな。こいつはおとなしいので、珍めずらしいことも──」

　だが、その言葉は、ファラータが急に倒たおれ込むことで中断されてしまった。気き丈じようにこれまでがんばってきたのだが、それも限界に達したのだろう。

　あわてて事情を話すベナウス。ファラータのそばに駆かけ寄るリコル。驚いて飛び立つフクロウ。ちょっとした騒さわぎになったが、カリスタナスはそうした事態にも冷静に指示を出した。ファラータを風の当たらぬ樫かしの大たい樹じゆの陰かげに運び、下草の柔やわらかい場所に楽に横たえてやる。そして、ドルイドはかがみこんで、熱を見たり、包帯の巻かれている肩かたの傷を調べたりしてから、やおらリコルたちの方を向いた。リコルとベナウスは心配げにのぞきこんでいたところだ。

「何とか魔ま法ほうの薬で傷が悪化するのは防いでいたのだが、その効果も切れたようだな。これは、わたしの癒しの技わざで治さねばならないだろう」

　そう語ると、ドルイドは樫の樹きの幹に大おお股またに向かった。その姿が樹の中に消える。

　リコルはまたぎょっとしたが、よく見ると幹に隠かくれるように穴が開いていて、そのうろに入ったのだとわかった。これなら、遠くから見ていると、カリスタナスが樹から現われたように思えたのも無理はない。

　待つことしばし、癒し手は杖つえと木の葉の包みを持って現われた。そして、意外なことにリコルに話しかけた。

「申もうし訳わけないが、ここから少し離はなれたところにある泉に行って、そこの水を汲くみ、近くの樫の木からヤドリギを取ってきてほしい。手もとに新しん鮮せんなものがないのでな。道案内はクロックがしてくれる」

「それなら、おれが……」と言いかけるベナウスを、ドルイドは静かに制した。

　リコルにもちろん異存はない。カリスタナスが鋭するどい声を立てると、どうやら頭上の枝にいたらしいクロックが舞まいおりてきて、リコルの肩にちょこんと乗った。

〝止まりごこちはそこそこかな、まっ、若いからちょっと骨ばってるが。ヤドリギなら、おいらがすぐに見つけてやるから安心しな、ホーホー〟

　生意気なやつだな、とリコルはちらっと思ったが、不思議なことに、頭に直接響ひびいてくるその声にもう抵てい抗こう感かんはなくなっていた。

　けげんな顔で肩かたを見上げるリコルに、クロックは片目をつぶって見せた。




　日はもう落ちていた。

　治ち癒ゆはうまくいったようだ。

　カリスタナス師はリコルが持ち帰ったヤドリギを使って、さっそく癒いやしの技を行なった。仰ぎよう々ぎようしくいろんな材料を集めさせられたので、大がかりな儀ぎ式しきでもあるのかと思っていたリコルだが、その治癒は拍ひよう子しぬけするほど簡単だった。

　ドルイドは泉の水でファラータの体を拭ふいてから、ヤドリギを患かん部ぶに押おし当てた。それから、低い声で少し祈いのったものの、後はただ目をつぶって瞑めい想そうしているだけのように見えたからだ。

　しかし、効果は覿てき面めんだった。

　赤く腫はれ上がっていた肩の傷きず跡あとが、祈りが続くにつれ、みるみる治りはじめる。ほどなく、他にあった傷跡まで、きれいに消え去ったではないか。信じられないという顔をするリコルに向かって、ベナウスは、ほらなという表情をしてみせた。

　もうファラータは、これまでのような熱にうかされた荒あらい息はしていない。いまでは柔やわらかい草の上で、静かな寝ね息いきを立てているだけだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、これでこの娘むすめさんは完全に治った。いま起きても元気だろうが、今夜はここに泊とまって寝させてやりなさい」

　カリスタナス師がおだやかに告げる。フクロウも「そうだよ」と言わんばかりに目をパチクリした。

　ということで、いま、リコルはほっとしながら野営のテントを張っていた。

　ドルイドの棲すみかはさすがに樹きの幹だけに、何人もが寝泊まりできるものではないらしい。本当は安全のためにファラータだけでも中で休ませたかったのだが、この辺りは樫かしの聖せい樹じゆの影えい響きようであやしいものは近寄れないはずだと言われたので、それを信じるしかなかった。

〝ほらほら、ぼーっとしてないで、その柱をしっかり建てないと。風で倒たおれるかもしれないぞ、ホーホー〟

　そばの枝から、クロックの声が頭に伝わってくる。

　ちぇっ、またかいと、リコルは舌うちした。泉の水みず汲くみと、ヤドリギを取ってくるのは、楽だった。フクロウの先導で泉の場所はすぐにわかったし、ヤドリギの生えている箇か所しよも、その鳥が目星をつけたところにちゃんと青々したものが着いていたからだ。

　ただ、リコルにとっていまいましいのは、フクロウがやたらと口うるさかったことだ。ヤドリギは寄生樹だからなかなか見つからないが、自分の目がよいせいで運がよかったとか、ヤドリギの折り取り方には気をつけろだとか、泉の水を汲むときにはその前にちゃんと水みず袋ぶくろを洗っておけとか、果てはリコルが召しよう喚かん術じゆつ師しだというが、どんな生き物を呼び出せるのかとか、いろいろ詮せん索さくしてくる。

　そのうちリコルには、その声が少し薄うす気き味み悪くも思えだした。

〝クロック、きみはこっちの思ってることがどのくらいわかるんだ？〟

　思い切って、心の中で訊きいてみる。しかし、フクロウは猫ねこみたいに瞳どう孔こうの開いた目を若者に向けて、きょとんとしているだけだ。

　仕し方かたがないので、リコルは改めてそのセリフを口にしてみた。それには、すぐに返事があった。

〝あんたがおいらに向かって、強く考えたときだけだよ。盗ぬすみ聞きなんてできないから安心しな、ホーホー〟

　最後のひと言は余分だぞ、と思いながら、今度はもっと強く考えを送ってみる。


〝あんたはカリスタナス師ともそんな会話ができるのかい〟



〝ホーホー、今度は通じたぜ。もちろんさ、おいらはあの人の分身みたいなもんだからな、ホーホー〟

　おい、分身って魔ま法ほうで本当に体を分けたのか、と若者は訊いてみようかとも思ったが、フクロウのなんとなく間の抜ぬけた顔を見ていると、単なる比ひ喩ゆにちがいないと感じて止やめることにした。

　ようやくテントも組み上がった。

　一行はファラータに簡単な食事を与あたえてから、そこで休ませた。傷を癒いやされてから、彼女は血色も戻もどり、みちがえるほど元気になっている。そして、リコルになついているフクロウの姿を見て、事情を訊きたがった。

　もっともリコルは、まだファラータの容体が心配だったので、「こいつとは気があってるから、ぼくの言うことがわかるのさ」くらいにとどめ、もう少し休息するように強く薦すすめたのだった。

　改めて、一行は焚たき火びのそばで食事をとった。リコルは今日一日の出来事で体は疲つかれてはいたが、なぜか頭の方はまだ冴さえていた。おそらく話にきくドルイドや、頭の中に直接語りかけてくるフクロウに会う、といった珍めずらしい体験をしたせいだろう。

　晩秋の夜はもの淋さびしい。弱々しく虫の声がするが、それは趣おもむきがあるというより、夜の静けさを一層つのらせるような気がした。

「今日はお疲れだったろう。食事は気楽にとってもらったらいい」

　若者が緊きん張ちようして話しにくそうにしていると思ったのか、カリスタナス師が口を切った。

「本当にありがとうございました。ファラータも一時はどうなるかと心配したのですが」

　じつはリコルは、カリスタナス師よりも、その肩かたに止まるクロックに気をとられていたのだが、あわてて礼を述べる。それから改めて尋たずねてみた。

「ベナウスさんとは、以前からお知り合いなのですか？」

「うむ、彼は以前からいろいろと森については知っておるしな。わたしとしても、たまに街のことなども教えてもらって重宝しておるのだよ」

「これは、師からもありがたいお言葉を」

　ベナウスが例によって意味ありげな笑えみをよこしたが、いまではリコルもそれが男の癖くせだということがわかっていた。

　と、フクロウがベナウスに向いて、急に「ホーホー、グロッ、グロッ」と鳴く。

「おお、クロックが〝ベナウスの話は半分に聞け〟とか言っておるがな」と、カリスタナス師が笑いを誘さそった。

　こうして見ていると、このフクロウは本当に人間みたいだ。リコルはここで思い切って訊きいてみた。

「ところで、そのフクロウは実際にカリスタナス師の分身なのですか？」

「ああ、こいつかね。なるほど、そんなことをきみに言っておったのか。まあ、比ひ喩ゆ的な意味ではそうだな。よくわたしの使いをしてくれるから」

　やはり、と思ったリコルは、フクロウに〝見ろ、おまえは使い走りパシリ程度だろ〟という顔をしてみせた。クロックは知らん顔で、右の羽根を中心に身づくろいをしはじめる。

「こいつがリコルにしゃべったって？」

　カリスタナスの隣となりにいたベナウスが、耳ざとくそのセリフを聞きつけた。

「そう、たしかにわたしも出会ったとき、それを感じたので驚おどろいた。クロックは、わたし以外とはしゃべらないと思っておったからな」

　ベナウスはフクロウが本当にしゃべっているとは思っていなかったらしく、意外な顔つきでいる。

「びっくりしましたよ。でも、それはともかく、どうしてフクロウが人間みたいに考えられるんですか」

　リコルは率そつ直ちよくに疑問をぶつけた。ドルイドが動物としゃべれたりするのは聞いている。それに、魔ま術じゆつ師しが召しよう喚かん術じゆつとはちがって、自分の意志を伝える動物を使い魔として使し役えきすることも。けれど、このフクロウは何かそんな感じではない。

「ああ、そのことか。たしかに、クロックはわたしと完全に意志疎そ通つうができる。この子は小さいとき、森でカラスに襲おそわれ、巣から落ちて死にかけていたのをわたしが助けた。それからは、試ためしにずっとこの子と意志疎通をして、どれほど人間のことが理解できるか育ててきたんだ。普ふ通つう、動物にはたとえこちらがしゃべれても、本能のほかは簡単な指示くらいしか伝えられない。ところが、魔法の影えい響きようもあったのか、クロックは直接わたしと頭で話せるほか、どんどんこちらの知識や人間のことを覚えていったのだ。いまでは、ほとんど人間と変わらないし、常に意志疎通ができるから、わたしの分身ともたしかに言えるな」

　また、ホーホーという声が聞こえた。クロックがいかにも、どうだ皆みんな聞いたかといわんばかりにむくむくした胸を張り、夜空に向かって満足の鳴き声を上げている。何も知らなければただのフクロウだが、リコルは急にそいつがほんとに人間臭くさく思えてきた。

「でも、それなら、どうしてこいつはリコルとそんなしゃべり方ができたのかな。おい、おまえ、おれとしゃべる気はないのか？」

　ベナウスがしかめ面つらをしながら、じっとクロックの方を見る。どうやら、フクロウと意志疎通をはかろうとしているらしい。鳥はきょとんとした顔のままだ。しばらく、続けた結果、男は肩かたでふーと大きなため息をついた。

「だめだ、こりゃ。おれじゃ話相手にならないってことかな」

「まあ、それは彼が召喚術師ということも関係しておるのかもしれぬな。いつも呼び出す動物と親しげに話しておるから、クロックもなじみやすかったのだろう」


　それはちがいます、ぼくは召しよう喚かんするのがこわいのに。



　リコルはそう叫さけびたかったが、ぐっと気持ちを抑おさえた。このとき、もしフクロウを見ていれば、その鳥が人間でなら、おやっ、というようなまばたきをしたのを見み逃のがさなかっただろう。

　焚たき火びは勢いよく燃えている。

　そのうち話はリコルの簡単な自己紹しよう介かいや、ファラータのこと、そして、とりたてて意味のない内容がしばらく続いた。

　若者はときどきカリスタナス師にじっと見つめられているように感じて緊きん張ちようしたが、気のせいだろうと考えることにした。

「ところで師よ、せっかくここに来たのだからお訊ききしておきたいが、最近こちらの森はどんな様子です？　他のところでは、どうも魔ま物ものが増えてきておるようなのですが」

　ベナウスが話題を変えた。ドルイドは少し口を切るまでに時間を置いたが、やがて重々しく語り出した。

「よくない。日々これ悪化しておると言ってもよい。これまで森の魔物たちは、いわば冬とう眠みんしておったといってもよい状態だった。それが近頃は、おまえたちのときのように街かい道どうに出てきて人を襲おそったりするのはもちろん、この聖域近くにも出しゆつ没ぼつしておる。さすがに、ここまでは近寄れんようだが」

「この近くにも？　どんな連中が」

　ベナウスは渋じゆう面めんになった。

「オークどもはもともと少しはいたものの、エルフや森の聖なる獣けものたちに均きん衡こうするほどの勢力ではなかった。しかし、それが数を急に増やし、オーガーやミノタウロスといった巨きよ大だいなものたちも見かける。それに見慣れぬものたちもな」

「見慣れないものとは？」

　まだほかにもいるのか、と興味をひかれたリコルはつい口をはさんだ。

「きみの知識にもあるかと思うが、キマイラやバジリスクといった奇き怪かいな獣たちだ」

　バジリスクはちょっと大きめのトカゲだが、睨にらむことで相手を石に変えてしまうことができる怪かい獣じゆうだ。普ふ通つうはもっと暑いところに棲せい息そくしている。キマイラも獅し子しと竜りゆうと山や羊ぎの頭や身体からだを持つ強力な獣であり、こうした森に潜ひそむことはまれだという。

　もともと、北方のジオテランの森は豊かな緑に育はぐくまれ、さまざまな生き物が多かった。人間に害をなさない動物から、猛もう獣じゆう、そして、魔物にいたるまで。

　これらの害獣の行動が目に余る時代もあり、かつては中原の大国サザンから、このジオテラン地方に討とう伐ばつ隊たいが派は遣けんされたこともあるくらいだ。

　もっとも、魔物とて、そうそう頻ひん繁ぱんに出没するわけではない。というより、少し前まではそうした討伐隊を送らなくても、徐じよ々じよに魔物の活動は収まりつつあったのだ。ところが、ここ二、三年、なぜか再び魔物がジオテラン地方の名物となろうとしている。しかも、カリスタナス師によれば、これまでに見られないものまで現われているということだ。

「どうして、急にそういうことになったんでしょうな？」

　そう言ったベナウスはもちろん、リコルにも理由は想像できなかった。

「わからぬ。しかし、一つ言えるのは、この地方でのエレメントのバランスが崩くずれかけているのかもしれぬな。ここジオテランの森には、ゴブリンやサテュロス、トロールといった地のエレメントを中心とする魔物は昔から数多く存在してきた。しかし、いまは先ほども言った火の魔物や、他のエレメントを中心にした魔物が思いのほか多く現われておる。これは、この地方の地のエレメントが弱ってきているのか、それとも他のエレメントの攻こう撃げきを受けているのか、あるいはただの偶ぐう然ぜんなのか、そのあたりはわたしにもつかめていない」

　エレメント──この言葉は、魔法に携たずさわる者にとっては、この世界をどう考えるかに関係している重要なものだった。

　その考え方によると、ジオテラン地方の森しん羅ら万ばん象しようをはじめ、この世の万物は地水火風聖魔の六つのエレメントから成っているという。それらがある程度の割合で混在し、万物の特とく徴ちようを形作る。

　しかし、地域によっては、そのエレメント構成にバランスの偏かたよりがあって、ここ北のジオテランでは地のエレメントが優勢と考えられていた。土地が、森や山がちなのはそのせいだとも説明される。そのため、魔ま物ものたちも地のエレメントが中心になるものが多い。カリスタナスも例にあげたトロールといった怪かい物ぶつなどが、これに該がい当とうする。もちろん、そうした地のエレメントが中心の魔物しかいないということはないが、他のエレメントが核かくになる魔物が最近よく出しゆつ没ぼつするというのは、たしかに妙みようだ。

「困ったことですな。おれもいろいろ調べたんですが、これまでに見かけぬ魔物がいくつかいるような痕こん跡せきはありましたね」

「そうか、ところで、ベナウス、おまえは明日どうするのだ？」

「タシエルに帰ろうかと思ってますが」

「タシエルか……あそこでの動きはどうなっておる」

「それは……また……」

　二人の会話が小声になった。といっても、いまのところはよもやま話をしているだけのようにも聞こえる。リコルはこれから向かう地なので訊きいておきたくも思ったのだが、どうやら日中の疲ひ労ろうがたまりにたまって、ついに堰せきを切ったようだ。睡すい魔まがどっと押おし寄せてきた。

　ふわ～っと若者が大きなあくびをしたのを見て、気がついたのだろう。二人は、それでは後は幹の中で話そうとリコルに言い残し、その場を去った。フクロウもおとなしく後をついていく。

　リコルはその後、自分がテントの中に戻もどったことすら覚えていない。たしかファラータは気持ちよさそうに寝ねていた。それだけを心に留めると、若者は泥どろのような眠ねむりの中にたちまち落ちていった。




　リコルは不意に目覚めた。何かがテントで動いたように思えたからだ。

　あわてて、首を横に向ける。ファラータがそこで休んでいるはずだ。

　が、彼女の姿はどこにもない。

　ふと見ると、テントの入口が少し揺ゆれている。用でも足しに行ったのだろうか？

　気になった若者はテントの入口から、外を眺ながめてみた。

　月明かりが煌こう々こうと辺りを照らしている。風は昼間より弱まったが、あたりはその分しんとしている。

　ぐるっと首をめぐらせたリコルは、そのときちょっと離はなれたところにファラータの姿らしきものを認めてぎょっとなった。

　具合が悪そうに見えたからではない。彼女のそばに、とび跳はねている黒い影かげを三つほど見たからだ。

　魔物か？　いや、あの大きさならゴブリンよりずっと小さいだろう。背せ丈たけがファラータの四分の一ほどしかない。まるで子供のようにはしゃぎながら、彼女にとびついたり、そのまわりで踊おどり跳ねている。姿自体は詳くわしく見えなかったが、子供よりは均整のとれた体つきで、中には羽根の生えているものもいるらしく、たまに空中に浮うき上がったりしている。

　あれが、噂うわさに聞く〝妖よう精せい〟なのだろうか？

　それにしても、ファラータが元気になったのはわかるが、なぜこんな時刻に彼らについて行こうとしているのだ。まさか、自分が夢を見ている？

　頭を振ふってみたが、意識ははっきりしていた。

　リコルは一瞬、大声で呼びかけようかとも思った。だが、前日聞かされたベナウスの話で妖精に興味をそそられていたこともあり、ここは自分で後を尾つけてみようと決心した。カリスタナス師によれば、この辺りは聖域だと言うし、見た感じ妖精は楽しそうで害を与あたえるようには思えなかったからだ。

　とるものもとりあえず、後を追いかける。

　三人の妖精にまとわりつかれながらも、ファラータの足どりは意外に早かった。踊るようにステップを踏ふみながら、やや登りがちな草地をぐるっと巻くように進んでいく。

　むしろリコルの方が起きぬけだったせいか、前方ばかりを見ていて足がもつれ、転びそうになったりした。ちょっと欠けた満月が照らしているといっても、足もとは暗い。

　やがて、丘きゆう陵りようを円を描えがくように進んでいくと、遠くに見たこともないものが黒々と現われた。

　巨きよ大だいな石の構造物だ。いわゆるストーン・サークルだが、リコルはこれまでそんなものを見たことがなかったので、ただただ驚おどろいた。ここにくるまで点在していた石板などより、ずっと巨大な岩がいくつも環かん状じように立ち並び、あるものなど立っている岩と岩の上に差さし渡わたされたりしている。

　これは何かの遺い跡せき？　いや、それよりも、こんなところでファラータと妖よう精せいたちは何をするんだろう？

　ふと気づくと、耳に心ここ地ちよい調べがかすかに届いてくる。巨岩が輪のように取り囲んでいる遺跡の中心に、明らかに別な存在がいて、音はそこからしているようだ。

　ファラータたちは、岩の間からその中へと入っていく。

　リコルは辺りを見回した。このまま石の遺跡の中へ行くと、そこにいる連中に見つかってしまうだろう。どこか隠かくれ場所はないだろうか。

　よく見ると、輪のように立つ巨岩の間にリコルくらいなら身を隠せて、そこから覗のぞけそうな石板がいくつか突つっ立っているではないか。

　よし、あそこだ。

　リコルはかがみこむような恰かつ好こうで、じりじりとそちらに進んでいった。もう楽の音は充じゆう分ぶん耳に届いてくる。

　石板の陰かげにたどりつき、そこから少しだけ顔を出すと、中にいるものたちが見えた。いわゆる妖精と思える小人たちが七、八人。それに、これはリコルも聞いたことのある山や羊ぎのような顔をして二本足で立ち上がり、縦笛を吹ふきならしている姿が一匹ぴき──サテュロスだろう。さらに、小人より少し大きいが、人間に比べると小こ柄がらな着き飾かざった女性が一人。その女性が小人たちにあれこれ指示している。ひょっとしたら、あれが妖精の女王フエアリークイーンなのだろうか。

　たしかに、その姿は女王ともいえた。薄うすい紗しやのような衣服を身にまとっているだけでなく、頭にはきらきらと光る冠かんむりのようなものをかぶっている。顔は細ほそ面おもてで目は少し吊つってはいたが、色は白く、姿形や動作はやはり他とちがう魅み力りよくを備えている。

　やがて小人たちは、妖精の女王の指揮のもと、サテュロスの笛の音にあわせて、ぐるりと輪を描えがいて踊おどり出した。

　中央には石の台座のようなものがあるが、女王はそこに腰こしを掛かけ、とても愉ゆ快かいそうにしている。夜空には月がかかり、その冴さえざえとした明かりが照らす中、妙みように陽気な曲に乗って小人たちが踊り回る光景は、とても現実のものとは思えなかった。

　ファラータも、つい先ほどまで怪け我がで床とこについていたとは思えぬ陽気な足どりで、輪を描いている。顔には恍こう惚こつとした表情が浮うかび、リコルはいつもの愛あい嬌きようたっぷりの笑え顔がおとはまたちがう魅み力りよくをそこに見たような気がした。

　サテュロスというのは、思っていたよりも不気味な生き物だった。首を振ふりながら、縦笛にあわせて体も揺ゆり動かしている。その目は赤く、踊りは狂きよう熱ねつを帯びて、まさしく獣じゆう人じんと呼ぶにふさわしい。

　曲のテンポが激しさを増した。妖精の女王は、いまでは中央の台座の上に立ち、自らも曲に合わせて舞まっている。リコルはそれを見ているうちに、妙みような気分になってきた。頭の中でリズムが渦うず巻まいている。


　あんなに楽しそうじゃないか、どうしてこんなところでじっと眺ながめているんだ。



　そう思いつつ、若者は視線を女王からファラータに移した。


　ファラータも楽しそうだな。柔やわらかいあの身のこなし。これまで見たことがないほどきれいだ。あんな妖よう精せいたちが相手だなんて、もったいないぞ。ああ、ぼくが替かわりに抱だきしめてやりたい。



　ふと見ると、自分の足が勝手に曲にあわせて動き出しているではないか。


　そうそう、みんな踊ってるんだから、ぼくだってそうすりゃいいんだ。



　意識のどこかで、そりゃまずいんじゃないか、と押おし留とどめる声が聞こえたようにも思えたが、一度動き出した足はもう止まらなかった。

　若者が軽く体を動かしながら石板の影かげから出てきても、妖精たちには別に驚おどろいた風もなかった。そして、中央の台座からは、鈴すずを鳴らすような澄すんだ声が聞こえた。

「あら、またお客様ね。今度は殿との方がたよ、みんな。わたしの宴うたげに加わってくださるなんて、なんて光栄なのかしら」

　そう告げたかと思うと、女王は台座から降り、ようこそというようにお辞じ儀ぎをする。そして、リコルの手をとって、踊おどりの輪に加わるように誘さそった。間近に見ると、その顔は整っているというより異国風で、まなざしには何とも言えない蠱こ惑わくの輝かがやきがある。リコルは昔、村に来たジプシーの芸人たちを初めて見たときのような違い和わ感かんと、そして、それ以上の魅み惑わくを感じて頭がくらくらした。

　輪りん舞ぶが早まり、パートナーが変わっていく。小人たちは曲に合わせて相手をしてくれるものもいれば、一人で勝手に宙返りをしたり、とび跳はねたりしているものもいる。ファラータがそのうちリコルの相手となったが、いまでは彼女の顔はさっき見た恍こう惚こつとした状態を通り越こして光輝いており、とてもこの世のものとは思えぬ美しさに見えた。

　その姿を前に、リコルの胸はこれまで以上に高鳴った。


　そうだ、これが本当のファラータなんだ。ぼくを見て、生き生きと楽しげに踊ってくれる。きっと二人だけの世界を彼女も望んでるんだ。



　リコルは大だい胆たんに彼女の身体からだに腕うでを回した。ファラータの甘あまい息づかいを間近に感じる。肌はだと肌が触ふれ合うと、まるで痺しびれるような快感がそこから背筋を伝わってきた。以前、祭りなどでファラータと踊ることはたまにあったけれども、こんな恋こい人びと同士のような気がするのは初めてだ。

　それは、これまで母であり、姉でもあった存在に何かいけないことをしているような後ろめたさと、逆に自分の望んでいたことが初めて白日のもとにさらされ、開き直れたかのような快感とがないまぜになったものだった。いつまでも閉じこもって浸ひたっていたいような、その一方で、これまでのことから解放され、はしゃぎたくなるような妙みような気分。


　そうか、ファラータだって、こうしたかったんだ。いつまでもこのままいたい……。



　しかし、踊おどりの輪はそのうち無情にもパートナーを変えてしまった。リコルは何か大事なものを取られたような気がしたが、どうしようもなかった。

　やがて、曲のリズムはもっとゆっくりしたものに変わってきた。このときリコルは、ぼんやりと周囲の状じよう況きように気がついた。まわりを取り巻いて、踊りを眺ながめているだけの者たちもいるようだ。薄うす暗ぐらい人ひと影かげのようなものがいくつか、巨きよ岩がんの陰かげからのぞいている。


　そうだろうな。こんなに楽しい踊りなんだ。魅ひきつけられない方がおかしいよ。



　そして、楽の音ねが止まり、妖精の女王フエアリークイーンが語り出した。

「今こ宵よいはいつにも増して、楽しいわね。それも、人間の二人が加わってくださったからでしょう。見れば、このお二人は恋人でもある様子。それなら、ここでわたしが祝しゆく福ふくすることで、お二人を結びつけてさしあげましょう！」

　リコルに無論、異存はなかった。ファラータはぼくのことを慕したってくれている。それはもうはっきりした。ほら、ファラータを見てもわかるじゃないか。あんなに嬉うれしそうに微ほほ笑えんでいるのを見たらいい。

　視線の先にはファラータがいた。たしかにその顔には、女王の言葉を承しよう諾だくするような歓よろこびの表情があふれている。

　ただ、リコルはそれのみに捕とらわれ、ふだんなら気づくであろう事実にもまったく目がいかなかった。ファラータの向こう、暗い巨岩の陰に潜ひそむ人影がさっきよりさらに増えている事実に……。いま若者の心には、恋人の姿しかなかった。

「それじゃ、お二人には誓ちかいのキスをして、その台座で抱だき合っていただきましょう。このすばらしい草原が、二人の愛の褥しとねに変わるのです。さあ、祝福を！」

　女王が自らの冠かんむりをリコルにわたし、それをファラータにかぶせてキスをするように身み振ぶりで示す。

　リコルは有う頂ちよう天てんになって、そうしようとした。ファラータも催さい眠みん状態にあるかのようににっこり微笑むと、前に進み出た。そして、目を閉じ、形のいいふっくらとした唇くちびるを半開きにする。リコルは目もくらむ想おもいに捕らわれ、冠を彼女の頭に載のせると、しっかりと相手の肩かたを抱き寄せた。


　何か甘あまい薔ば薇らの香かおりがする。これって、ファラータの匂においかな。



　そのとき、ザワリとあたりの雰ふん囲い気きが動いた。

　見ると、周囲の陰かげにいた人ひと影かげたちが十体ほど、前に進み出てきたようだ。

　人の形をしているが、なにかそれとはちがう異い形ぎようのものたち。節くれ立った四し肢しを持ち、顔はただ黒く、目鼻はそこに穴が開いているというだけ。

　それは人間を模もしてはいるものの、不器用なにせものというにふさわしい。

　それでもまだ、リコルは気にならなかった。


　ぼくたちの結けつ婚こんの儀ぎ式しきを見に来てくれてるんだ。祝しゆく福ふくしてくれる人は多い方がいいじゃないか。そう、たとえ、こいつらが人じゃなくったって……。

　人間じゃない？



　ザワリ、さらに包囲の輪が縮まる。

　辺りには、何ともいえない香りがいまやはっきりと立ち込めていた。たしかに薔薇の匂いだが、それは朽くちかけた薔薇のもので、決してよい匂いではない。だが、リコルはそれを嗅かいでも、いまだ夢見心ごこ地ちでいた。

　そのとき、心で何かが叫さけんだ。

〝気をつけるんだ！　操あやつられているぞ！〟

　はっとしたリコルの顔を見て、ファラータも気がついたようだ。いまにもリコルと口づけしようとしていた彼女は、顔を横に向け、叫びを上げたのだ。

「いやっ、何よ、これ、リコル！　きゃっ、変なやつらがいっぱいいる!!」

　リコルがそれに答えようとするのと、ほとんど同時だった。

　その人間もどきが、妖よう精せいたちを押おしのけ、どっと襲おそいかかってきたのだ。

　よく見ると、そいつらは樹きのような植物が、人間の形をとった姿をしていた。幹のような胴どう体たい、顔は目鼻の部分が空くう洞どうになっている。頭には、大根の葉のような髪かみがぼさぼさと生え、ひきずっている足は、ニンジンの根が二ふた股またに分かれたようだ。気持ちの悪いことに、二股のところにはグロテスクな生せい殖しよく器きのようなものまで見えている。

　もちろん、二人は抵てい抗こうした。

　ファラータは目にもとまらぬ早さで手足を繰くり出し、相手をなぎ払はらおうとした。前に出てきた二体ほどが、その攻こう撃げきでたちまち弾はじき飛ばされる。病やみ上がりとはとても思えぬその格かく闘とうの技わざに、リコルは感かん嘆たんの声を上げたくなったほどだ。

　しかし、所しよ栓せんは多勢に無勢。特に魔ま法ほうの使い手であるリコルなど、これだけ敵に近づかれてはなす術すべがない。懐ふところから必死に短たん剣けんを取り出して、身をかばおうとしたのだが、あえなくそれを取り上げられ、抑おさえ込まれてしまった。

　ファラータはそれでもしばらく抵抗していたが、四体ほどが同時に突つっ込んできては、さすがにかわしきれない。植物妖よう怪かいの腕うでから伸のびる細い蔓つるのような手にぐるぐる巻きにされてしまった。

　魔物の蔓で縛しばりあげられた二人は、台座の上に横たえられた。

　妖精たちは女王をはじめとして、いつの間にか消えてしまったようだ。いま、周囲を取り囲んでいるのは、黒々とした植物と人間の混じり合った魔物だけだ。

「リコル、わたしいったいどうしてたの？」

　ファラータが耳もとでささやく。どうやら、ようやく自分を取り戻もどし、ふだんの冷静さに返ったようだ。

「わからない。ファラータが夜中に起き出して妖よう精せいについていくから、ぼくはそれを尾つけてきたんだ。いったい、どうなったんだい？」

「何だか頭の中がぼーっとしてたのは覚えてる。あいつらにたぶらかされてたのかしら」

「妖精だったから、そうかもしれない。でも、この辺りは聖域で大だい丈じよう夫ぶだとカリスタナス師は言ってたんだけどな」

「それはともかく、何とかならない？」

「腕うでさえ動けば、召しよう喚かんができるんだけどなあ。でも、これでは……」

　二人に絡からんでいる蔓は丈夫で、素す手でではとても切れそうになかった。

　月明かりの下、周囲では妖精の踊おどりという幻げん想そう的な光景から、今度は一転して不気味な行動が続いていた。

　魔ま物ものたちは二人を横たえたまま、いまは輪になって妙みような動作をしている。体を揺ゆすって、うろつきまわっているとしか見えない。

「何をしてるんだ、こいつら」

「さあ……あっ、わかった、踊ってるつもりなのよ」

　ファラータの指し摘てきしたとおり、それは奇き怪かいな踊りだった。もともと人間まがいのような輩やからが、下手な踊りをまねている。それは馬ば鹿かばかしくもあり、と同時に、おぞましくもあった。

　やがて、魔物の中でも、ひときわ大きなやつが近づいてきた。そいつはリコルの持っていた短たん剣けんを握にぎっている。

　どうやら、この踊りは彼らの儀ぎ式しきでもあるのだろう。そして、短剣をこれみよがしに見せびらかしているということは、その儀式がいけにえを捧ささげるということでも……。

「待て！　おまえたちはどうしてこんなことをする？　ここは森のドルイドの住む聖域だぞ。そんなところで、こんな儀式をするなんて」

　必死に言葉を投げかけるリコルに向かって、そいつは口あたりにある黒々とした空くう洞どうをさらに大きく開けた。ぐっ、ぐっという喉のどの詰つまるような音が響ひびいてくる。

　ひょっとしたら、これがこいつらの笑いなのか？　リコルは吐はき気を覚えた。

「せ……い……な……る……ば……し……ょ……け……が……す」

　魔物はたしかにそう告げた。

　いまにも短剣が振ふり下ろされようとしている。リコルは覚かく悟ごを決めた。




　だが、短剣の切っ先は降りてこなかった。突とつ然ぜん、黒い魔ま物ものの顔をめがけて何か羽ばたく姿が飛びついたのだ。魔物は泡あわを喰くってそれを払はらおうとする。短剣はどこかに落ちた。

「クロック！」

〝ホーホー、まかせな、夜はおいらの時間。この化け物め！〟

　フクロウはまるでキツツキのように、植物妖よう怪かいの幹に爪つめをたて、穴のあいた眼がん窩からしいところを嘴くちばしでえぐろうとする。そいつはたまらず後ろに下がった。

　リコルはようやく納なつ得とくがいった。クロックが後を尾つけてきてくれてたのか。さっき妖よう精せいたちにたぶらかされたとき、心に呼びかけてくれたのはこの鳥だったのだ。
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　でも、あのときどうしてすぐに助けてくれなかったのだろう。あれから、少し時間が経たっている。と、いうことは──

　リコルの推測を裏づけるように、そのとき、遺い跡せきの外に閃せん光こうが走った。と同時に、たくましい筋肉の塊かたまりが山刀を振ふるいながら突とつ進しんしてきたではないか。

　ベナウスだ。その後ろには、杖つえをふりかざすカリスタナス師の姿も見える。

　植物妖怪たちは必死にベナウスの前に立ちはだかった。

　ベナウスは先頭にいるやつの首から上を叩たたき切った。緑のぬるぬるした液がほとばしる。ベナウスはそれを気にせず、つぎの妖怪に躍おどりかかった。敵ももちろん、されるがままにはなっていない。蔓つるのような手をつぎつぎと繰くり出して、男の動きを封ふうじてしまおうとする。蔓が二、三本、山刀に絡からんだ。面めん倒どうだとベナウスはそれを引きちぎったが、いつまでそうした奮ふん戦せんを続けられるだろうか。

　一対一の力からいえばベナウスの方が上だが、数は圧あつ倒とう的に妖怪の方が多い。長期戦になるとベナウスが不利なのははっきりしている。

「ああ、これさえ切れたら」

　リコルとファラータはじりじりしていた。参戦したいのだが、縛しばられている蔓が自力では切れない。クロックは妖怪の親玉ともつれあっていたが、こちらもいつまでもフクロウに対たい抗こうできる相手とも思えなかった。

　そのとき。

〝柔やわらかき緑の大地の髪かみよ、その身を伸のばして敵を絡めとれ！〟

　遠くに響ひびく声とともに、妖よう怪かいの親玉がいる足もとの下草がするすると伸び、その体を捕つかまえた。そいつは焦あせって動こうとするがままならない。

　カリスタナス師が草を操あやつる魔ま法ほうをかけたらしい。

　フクロウはこの機会を逃のがさなかった。さっと振ふり向くと、先ほど落ちた短たん剣けんを拾って、リコルの方に飛んでくる。

〝こいつはあんたのだろ、自分のものはちゃんと持っときな、ホーホー〟

「ありがとよ、クロック！」

　短剣を受け取った若者は、ようやく縛られていた蔓を切って自由になった。

　これでリコルもそうだが、もはやファラータを抑おさえるものはない。彼女にとって、これまで怪け我がで苦しんでいたのに、治ったとたん妙みような連中に操られたりしたことなど、屈くつ辱じよく以外の何ものでもないだろう。彼女はその怒いかりを、敵にまっすぐぶつけていった。

　ベナウスに群がる妖怪のただなかに突つっ込む。彼女の四し肢しは、まるで別々の生き物のように動き回った。突き、蹴けり、かわし、なぎ払はらい……たちまち、ベナウスの周囲には広々とした場所があいた。

　だが、妖怪の数はまだ十数体と多い。それに痛みを感じないのか、少々の傷ではひるむ様子は見受けられなかった。いったんは退いた緑の怪かい物ぶつたちだが、改めて一いつ斉せいに襲おそいかかろうとしている。これでは、いつ形勢が逆転するかわからない。

　リコルは決断を迫せまられていた。クロックはいまではリコルの肩かたに止まって、さあ、お手並み拝見というように様子を眺ながめている。

　若者は懐ふところから召しよう喚かんの札を取り出そうとした。グリフォンのことを考えて、ふと夜には鳥は目が見えないのではと思い直す。

　改めて別の魔物を考えた。だが、そいつを呼び出すのは、グリフォンよりも危険だった。もし、支配に失敗したら……。

　新たな札を持つ手が震ふるえる。しかし、背に腹は替かえられない。

　リコルは思い切って、それを空中に投げ上げた。

　札は月明かりに照らされて、いつもとちがう舞まい方をしたように思えた。




　盟約ニ従イテ　ワレノ元ニ現ワレヨ

　始源ヨリ　大地ノ子タル
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　頭の中に渦うずが巻く。

　言葉は謳うたうように自然に紡つむがれていった。

　太古から定められた創世の言葉とされるもの。もちろん、これによってもの自体が創つくられるわけではない。

　そうではなく、〝名づけられたもの〟にこうして〈真の名〉を明かすことによって、その本質と同調する通路が開かれるのだ。複雑な韻いんからなるリズムは空中をどこまでも伝わり、相手となる創造物に届とどく。それがどこにいようと。

　リコルの頭の中に、巨きよ大だいな緑色の肌はだをした岩のような魔ま物ものの姿が浮うかぶ。そう、トロールだ。

　と同時に、そこから荒あら々あらしい力を振ふるいたいという強きよう烈れつな欲求や、食せるものなら何でも取り込んで、自らのうちで再生し、どこまでも拡大していきたいという本能に近い力が流れ込んできた。

　他者のことなどほとんど考えていない。

　若者はあまりにも生々しいその欲求に生理的な嫌けん悪おを感じた。

　そいつは肉であろうと泥どろであろうと、目の前で動いているものを破は壊かいして、食したいのだ。つきることのない飢き餓が感かん。

　なんとかこの暴力と食物への飢うえを、前で争っている植物妖よう怪かいに向けなければ……。

　リコルの額に汗あせが浮く。いまのトロールの意識の流れは瞬時のものだったが、それでもその圧あつ倒とうされるようなパワーに、リコルの精神の落ち着きは奪うばわれかねなかった。

　そうした本能に押おし流されないよう、強い意志で必死にそれを制せい御ぎよしようとする。

　だが、どこかおかしい。

　と、緑色の肌の怪物の腕うでが一本、急にしなびだした。石でできた目も溶とけはじめている。それは現実ではなく、リコルの脳のう裏りにイメージとして起こっていたのだが、召しよう喚かんがうまくいっていないのは明らかだった。

　召喚の言葉を唱えちがえたのだろうか？

　それとも魔物の意識の支配に失敗したのか？

　見る間に、生まれ出た怪物のイメージは、まるで底なし沼ぬまに沈しずみ込むかのようにずぶずぶと溶け去っていく。

　失敗した！

　と、同時に、空中に浮うかんだ札がぱっと輝かがやいたかと思うと燃えつきる。その光は激しくリコルの目を焼き、思わず若者は草地にしゃがみ込んでしまった。

　リコルは自責の念に捕とらわれていた。

　だめだ、支配できるかどうか怖こわがってるうちに、召喚そのものに失敗してしまった。情けない。この大事なときに、これで皆みんなが大変なことになったらどうしよう？

〝そんなに悩なやむことないさ。こっちにはカリスタナス師がいるからね、ホーホー〟

　どこからともなく心に響ひびく声に顔を上げると、まさにドルイドが杖つえを掲かかげて魔ま法ほうを唱える瞬間だった。

〝夜に蠢うごめく卑いやしきものどもよ。明るみのもとに己おのれの恥はずべき姿をさらすがよい！〟

　ファラータはよく戦い、苦戦しているベナウスも何とかもちこたえている。そのすぐま上に、巨きよ大だいな光球が炸さく裂れつしたのだ。これは、夜の生き物である魔物にとってはきつかったらしい。しばらく目がくらんでしまったのか、動きがほとんど止まってしまった。

　こうなると、ファラータやベナウスら人間の方がはるかに優勢だ。たちまち魔物たちは退たい却きやくしはじめ、後にはしんとした石の遺い跡せきだけが残った。

　だれもが肩かたで息をしていた。




「ふう、こいつら、いったい何だったんだ？」

　ベナウスが緑の液したたる山刀を衣服の裾すそでぬぐいながら訊きいた。リコルは、もちろんこんな魔物のことは知らない。

「アルラウネだろうな。死者の養分を吸い取ったりして、人の姿をまねるともいう。そして、いろんなものをたぶらかすそうだ。おそらく妖よう精せいたちも、こいつらに動かされていたのだろう。だが、こんな邪じや悪あくなものが、わたしのこの聖域にまで出しゆつ没ぼつするようになるとは」

　カリスタナス師は腑ふに落ちない様子で、ファラータとリコルを見つめている。

「妖精たちって思ったより、こわいのね」

　ファラータはまだ身を震ふるわせていた。それにベナウスが答える。

「まあな、お嬢じようさん、ただ、妖精も人をたぶらかしたりするが、それはイタズラの場合が多い。この魔物どもはもっと邪悪だ」

「でも、リコルはわたしがたぶらかされているとわかったら、もっとはやく警告してくれてもよかったのに」

　ファラータは少し不服そうだ。

「そりゃ……そうしようと思ったんだけど……ぼくの方もたぶらかされてたから」

　召しよう喚かん術じゆつが失敗したせいか、リコルは歯切れが悪かった。

　じっさい、いまの状態はひどいものだった。

　魔物を支配するのに神経を使うので、召喚はたとえ成功しても嫌いやな後味が残る。それでも、少なくとも術自体はうまくやり遂とげられたという達成感はある。

　だが、こんな形で召喚に失敗するのは、入口で門前払ばらいをくらわされたようなものだ。空くう虚きよな思いだけ。

　そうしたこともあり、一瞬うわの空で答えたリコルだが、考えてみると他にも答えにくい理由はあった。

　いまとなっては、あんなにファラータへの想おもいで気が高ぶっていたのが恥はずかしい。しかし、それをなじるようなファラータも同様のうしろめたさを感じているようだった。本音を言うと、その点では二人とも、まるで深酒の後、無礼講で自分のしたことをなんとなく覚えているが、あまり思い出したくはないという心境に近かった。

〝おたがいさまだよな、ホーホー〟

　フクロウが親しげに考えを伝えてくる。リコルは、このセリフを自分をなぐさめてくれてるのだと思い、感謝しかけた。


　そうだよ、ファラータだって嫌いやじゃなかったんだ。そこまでわかってくれるなんて、おまえ、鳥にしてはいいやつだな。



　だが、よくよく考えてみれば、クロックもリコルと同じようにしばらく様子をうかがっていたことに思い当たった。


　なんだ、おまえ、おたがいさまって、自分も様子見をしてたと言いたかったのか！



　フクロウをじろっと睨にらむと、相手はウィンクを返してきただけだった。どこまでもとぼけた鳥だ。

　乱れた髪かみを直そうとしていたファラータが、そのとき告げた。

「あらっ、この指輪壊こわれちゃってる」

　言われてみれば、素す手でにはめたまま戦ったので、前日拾った指輪が破れてしまっている。

「あっ、それは」

「ひょっとしたら、そいつでやられたか」

　リコルとベナウスは同じことを思いついた。何事かというようにカリスタナス師が尋たずねる。

　二人はファラータが指輪を拾った経緯いきさつと、それがあるいは、カリスタナス師の聖域にたちの悪い妖よう精せいや邪じや悪あくなものたちが忍しのび込む原因になったのかもしれない、という推測を伝えた。ファラータは魔ま法ほうにうといので、わけがわからないという顔をしている。

「なるほど、その指輪が魔物の罠わなで、聖域の守りを破る原因になったのかもしれぬと言うのだな。で、この娘むすめがたぶらかされ、アルラウネが現われたと」

　もちろん推測にすぎないが、ドルイドは納なつ得とくした顔つきだ。

「そう言えば、あの化物たち、この聖域を汚けがしたいとか言ってました」

　リコルは、そのこともドルイドに告げた。

　それを聞いたカリスタナス師は厳しい顔をして、しばらく立ちつくしていた。

　一行も不安な思いに駆かられはじめた。魔物がここまで浸しん食しよくしようとしているということは、いったいどういうことなのか。その原因は？

　やおらドルイドの顔に、何か決意の表情が浮うかんだ。

「そうか、この聖なる場所を汚そうとな。近頃、どうもそうした動きがあるのではと、感じていたのだが、これではっきりした。これは早々に、こちらの考えていたことを行なった方がよさそうだ」

　カリスタナス師はそう言って、くるりと振ふり向くと、台座の辺りを布で丁てい寧ねいに拭ふき清めはじめた。

「何をされるんですか？」

　ファラータが興味ぶかげな顔つきで訊きく。

「うむ、このところ行なわなかったのだが、天に地上の動きを尋たずねてみようかと。あまり頻ひん繁ぱんに行なうべきものではないが、きみたちに会ったことと、今日の出来事から考えて、そうすべきではないかとわたしは決心した。できれば、きみたちに協力してほしい」

　できればと言いつつも、有う無むを言わせぬその厳しい表情に、リコルとファラータはただうなずくよりほかなかった。

「協力って……」ファラータが不安そうにリコルに訊く。

「たぶん予言だよ」リコルはカリスタナス師の言葉からそこまでは予想できたが、具体的に何をするのかはわからなかった。

　ドルイドに予言ができるというのは、一いつ般ぱんにも知られている事実だ。

　彼らは森を司つかさどっている。とは言っても、それは森で起こることすべてを管理するものではない。自然の営み──それ自体が神の摂せつ理り、あるいは人の手の及およばぬもの──を見つめ、それが正常に働き、すべてが滞とどこおりなくうまくいっているかどうかを知り、その目的のために無私の精神で自然に仕える、それが彼らの特とく徴ちようだ。

　だから、彼らは歪ゆがみがある場合にはそれを正す管理者であると同時に、冷静な観察者でもあった。森を中心にありとあらゆることをつぶさに見て、感じとる。それはこの世の流れを知ることにもつながり、これからの動きを天てん啓けいとして知ることでもあった。ゆえに、ドルイドは治ち癒ゆ者しやであるとともに、予言者でもあるのだ。

　カリスタナスもその例外ではなかったようだ。


　しかし、なぜいま？　それに、どうも彼はぼくのことを気にしているらしい。どういうことだろう？



　リコルは不安になったものの、言われたとおりドルイドの指示に従った。

　やがて、石の遺い跡せきの周辺は清められた。カリスタナス師はベナウスに命じて、自分の住まいのある樫かしの樹きから、これからの儀ぎ式しきに必要なものを取って来るように言った。服のほかに、蜂はち蜜みつと樫の葉がいるらしい。

　そして、やはりドルイドはリコルに向かって告げた。

「これから、きみに占うらないの儀式の器うつわとなってもらいたい。というのも、わたしはきみに会ったときから、何か普ふ通つうでない気配を強く感じていたからだ。いや、それにまっさきに気づいたのはクロックかもしれんがな」


　儀式の器？　それって、いけにえとはちがうのだろうか？



　さきほどの不気味な怪かい物ぶつを思い出し、いま同じところで、そんな儀式をされるのは嫌いやだと、リコルは一瞬思った。しかし、カリスタナス師にはファラータを治してもらった恩おんがあるし、さっきも危ないところを救ってもらった。

「それって危険なのですか？」

「直接、生命にかかわることはないだろう。しかし、器になってもらう以上、きみ自身についての未来が現われるかもしれぬ。それが危険なものであっても、わたしにはどうすることもできない」

　はっきりした答えだ。

　フクロウを見やると、知らん顔をしている。しかたなくファラータを見ると、彼女も一瞬不安げな顔をしたが、すぐ勇気づけるようににっこりと微笑ほほえんでくれた。

　そうした助けもあったが、リコルが思い直したのは、何よりもドルイドの目に宿る真しん摯しな光だった。これは、かなり真しん剣けんなことらしい。そして、リコル自身、考え込むうちに興味も湧わいてきた。予言の器となれば、自分にかかわる未来がわかるかもしれないのだ。過去に記き憶おくの一部をなくし、召しよう喚かん術じゆつにもいま一つ自信が持てなくなったいま、ここで自らの未来を知ることができれば、これからの人生の助けになるかもしれない。

「わかりました」

　若者の言葉に、ドルイドはこっくりとうなずいた。

　ベナウスが戻もどってくると、リコルはさっそくドルイドのような白い衣服を着けさせられた。こざっぱりとしていて、何となく気持ちがいい。それから、台座の上にあぐらを組んですわるように指示される。最後に、目を閉じて頭こうべを垂れるように言われた。何が起こっても、動どう揺ようしないようにとも。

　リコルがそうして待っていると、突とつ然ぜん冷たいものをかけられた。びっくりしたが、いまさら儀ぎ式しきを中断させるわけにもいかない。じっと我が慢まんする。だが、その液体は甘あまくいい匂においがした。どうやら、蜂はち蜜みつを少し薄うすめたものらしい。

　しかし、体がぬるぬるするのは困ったものだ。そう思っていると、今度はばさっと乾かわいたものを振ふりかけられた感じがした。いったい何だろうと目を開けたかったが、ここも言われたとおり我慢する。

〝大だい丈じよう夫ぶ、ただの樫かしの葉っぱさ、ホーホー〟

　クロックが頭の中に伝えてくれたのでほっとする。口の悪いフクロウだが、このときばかりはありがたかった。

〝でも、おかしいぜ。葉っぱだらけの樹き人間みたいだ。グログロ、ホッホッ！〟

　やはり、このフクロウはひと言多いのが欠点のようだ。

　ついでカリスタナスは、リコルに片手を上にあげ、もう一方の手を横に広げるように命じる。若者は素す直なおにそれに従った。

　たしかに、その姿を外から眺ながめると異様だった。葉が体にまとわりつき、まるで大きな枝を広げた樹のように見える。カリスタナスはその前で、杖つえを両手に掲かかげ、大きな声で祈いのりを捧ささげはじめた。おそらく、これはリコルを世界の中心にある樹の姿にたとえているのだろう。

　少し夜が白みかけた中、ドルイドの祈き禱とうが続く。

　やがて、リコルの体から霊気オーラのようなものが立ちこめだした。それはまるで靄もやのように見え、若者の頭上で渦うずを巻いている。最初は無色だったものの、そのうち靄は黒い色と不気味な形をとりはじめた。ぼんやりと人型をしており、見るからに邪じや悪あくな感じもある。

　クロックはリコルにそうした状じよう況きようを外から伝えたが、この頃には若者は半ば無意識となっており、ぼんやりとフクロウの声を聞くだけだった。

　しばらくすると、思いがけないことに、別の白い霊気が後から立ち上り、最初の靄をとり巻きはじめた。黒い人型ははじめは勝ち誇ほこっていたが、そのうち白い霊気に浸しん食しよくされ、その姿が溶とけるように消えて行く。

　そして、白い霊気の渦は留とどまっていた地点から、急速に天上めざして吸い上げられるように立ち昇のぼっていった。

　と、リコルは疲つかれたように腕うでをおろすと、がくりと台座に倒たおれ込んだ。

　そちらに向かおうとするファラータをベナウスが押おしとどめる。

　ドルイドは若者には目もくれず、ずっと霊気の昇っていった天空を見つめていた。

　星を読んでいるんだ、とベナウスは知った。以前にも、ドルイドのこうした姿を見たことがある。

　そのとき、ドルイドの視線の先にあった夜空に流れ星が光った。通常のものより大きく、はっきりと夜空に白い尾おを引いていく。それは、まっしぐらに南に向かって、消えた。

　だが、流れ星は一つではなかった。その後、最初の近くにいくつもの流星が現われ、三つ、四つがさまざまな方向に流れていく。

「こんな流れ星を見るのは初めてだぞ！」ベナウスが思わず叫さけんだ。

「何かあるんだわ、きっと」ファラータも不安な面おも持もちだ。

「これは……」ドルイドも言葉を途と切ぎらせ、しばし黙だまり込んでいる。

　沈ちん黙もくを破ったのは、ファラータだった。

「どうだったんですか、リコルは？」

　女戦士は、もうよいだろうと判断し、若者を助け起こしてから心配げな顔で訊きく。リコルは何事もなかったかのように目を開いた。

　ドルイドはその言葉に、われに返ったようだ。むずかしい顔をしている。明らかに天てん啓けいを得たのだが、それをどう伝えるべきかためらっているようだ。

「なにかぼくのことを告げられたのですか？」

　リコルがたまらず訊いた。

　ドルイドはそれには直接答えず、全員を前に言い含ふくめるような口調で語りはじめた。

「この若者は魂たましいに〝魔ま〟の刻印を押おされておった。それは白きものによって、救われることになる。だが、その過程で、彼は大きな事件に巻き込まれる、南の方でな。そして、このジオテランにいま起こっているエレメントの乱れも、まちがいなくその事件と関係しておる」

　一瞬、声を立てる者はいなかった。それはリコルについての未来の予言と、このジオテランの異変とがすぐには結びつかなかったからだ。

　もっともリコルだけは、〝魔〟という言葉を聞き、たちまち過去のあのいまわしい出来事を思い出していた。


　魔の刻印？　ぼくが救われる？　それはいいけど、大きな事件って、それに……。



「南ってどこでしょう？」

　ファラータの声が響ひびく。

　ようやくまとまった皆みなの思いも、その一点に集中していた。彼女はそれを代表して聞いたようなものだ。

　さすがのカリスタナス師も、その問いには答えかねたようだ。

　夜の沈ちん黙もくが辺りを支配する。

　いや、もう夜明けの静けさというべきかもしれない。

　そのとき、クロックがホーホーとけたたましく鳴いた。首を南東の森に向け、じっと見つめている。

　明けはじめた空を背に、そちらから煙けむりが立ち昇のぼっていた。ここからも見えるということは、大きな火事でも起こっているのだろうか？

「タシエルの方向だ……」

　タシエル、森の都。

　ベナウスのつぶやきに、だれもが不安な思いをいだいた。







　第三章　タシエルの都







〝そんなに深刻になるなよ。一度くらい失敗したからって、ホーホー〟

　肩のフクロウが、気楽そうにリコルの頭の中に語りかけた。

「うるさい、一度だけじゃないんだ!!」

　思わず大声を出したリコルに、前を歩いていたファラータとベナウスが何事かと振ふり向く。

　一行はタシエルめざして、森の道を歩いていた。リコルとファラータ、それにベナウスは、もとよりそちらに向かうつもりだったので何の不思議もない。ドルイドの予言が気になるので、いささか急ぎ足であったとしても。

　しかし、フクロウのクロックまで？

　これはカリスタナス師の強い意向があってのことだった。ドルイドは予言が終わった後、じっとリコルを見つめ、こう告げたのだ。

「リコル、ごらんのとおりだ。ジオテランがいま何か大きな変動に見み舞まわれようとしているのは、まちがいないだろう。そして、それがきみ自身の未来とかかわっていることもな。わたしがこの身でその原因を突つき止められれば、それに越こしたことはないのだが、ドルイドがこの森を離はなれることは許されぬ。そこで考えたのだが、クロックに分身がわりになってもらって、きみのこれからの旅に同行してもらい、少なくともタシエルで何が起こるかを見届けてもらいたいのだが、いいだろうか？」

　リコルは、この申し出をむしろ心強いものとして歓かん迎げいした。クロックは口は悪いかもしれないが、なかなか有能だ。ファラータやベナウスも、賛成というようにうなずいている。

　ドルイドはまた別れ際ぎわに言った。

「きみには、あの予言の儀ぎ式しきで告げたように〝魔ま〟の刻印があるようだ。それはときとして、あのアルラウネのようなものを引きつけるかもしれん。だから、これを持っていきなさい。魔除よけと思ってもらったらいい」

　そう言って、カリスタナス師は自分の首にかけていた飾かざりをはずして若者に手て渡わたした。それはペンダントのようなもので、魔法の言葉を形どった飾りがついている。

　リコルは恐きよう縮しゆくしたが、断わることもできないのでありがたく頂ちよう戴だいした。

　かくして一行はその日、陽ひが高くならないうちに、タシエルめざしての旅についたのである。

　旅はタシエルが気にかかることもあって、明るいとまでは言えなかったが、ファラータの怪け我がの不安が消えたいま、緊きん迫ぱくした感はなかった。おそらく、このままいけば、翌日の昼前にはその街に着くことができるだろう。

　しかし、森の中の単調な道行きが続くうちに、リコルの胸には鬱うつ屈くつしたものがだんだんと高まってきた。


　ぼくに魔の刻印があるって？　まだ、あのカース・エレメンタルがどこかにいるのだううか？　だから、あのアルラウネをやっつけようとしたときにも、召しよう喚かんに失敗したのだろうか？



　考えれば考えるほど、不安な気持ちになってくる。

　リコルはいままで召喚術の腕うでそのものには、ある程度の自信を持っていた。もちろん、失敗することはまれにあったけれども、それは減っていたし、最近の悩なやみは召喚後の支配に依い然ぜんとして神経をすり減らすことの方だ。

　ただ、前回は唱え方が充じゆう分ぶんではなかったのか、どう見ても召喚そのものに失敗したようにしか思えない。

　腕前が落ちている？　これは埋うもれていた〝魔ま〟が甦よみがえってでも来たのだろうか。

　まして、カリスタナス師のあの予言がある。

　こんな状じよう況きようで、何か大きな事件に巻き込まれるって？

　リコルは心が落ち込んで、今後とても召喚などできそうもない気分となっていた。その矢先にクロックが口を出したので、思わず叫さけんでしまったのだ。

「あらあら、ご機き嫌げん斜ななめでクロックにあたってるの。急にわめくから、魔物でも出たのかと思ったわ。おいで、クロック、お姉さんが相手をしてあげるから」

　元気になったファラータが以前と同じように、軽口めいた口調で呼びかける。

　クロックはさっとリコルの肩かたを飛び立つと、ファラータの右肩に止まりにいった。女戦士は歓かん迎げいするように、その頭をなでる。ファラータの横にいたベナウスも、なにやらフクロウにちょっかいをかけている。


　そうかい、おまえは裏切る気だな。



　うるさいと言ったくせに、急に仲間外れにされたような気分となったリコルは、ぷいと横を向いた。

〝ちがうね、耳もとで話をすると機嫌が悪そうだから、正面から話そうと思ったのさ、ホーホー〟

　ふと前を見ると、クロックがくるっと首を後ろに回して、ウィンクしている。そのとぼけた顔を見ていると、リコルはなぜかおかしさがこみあげてきて、ついさっきまでの不快な気分が治まってきたようにも感じた。

〝そうそう、旅の仲間がこれだけいるんだから、楽しくいかなくっちゃな、ホーホー。そもそも、おいらの知識にまちがいがなけりゃ──〟

　言い方がフクロウのくせにやけに尊大ぶっているので、リコルは苦く笑しようせざるを得なかった。

〝あの召しよう喚かん術じゆつが失敗したのは、あんたのせいじゃないよ、ホーホー〟

　軽く聞き流そうとした若者は、一いつ瞬しゆんつんのめった。


　おい！　何を言い出すんだ、おまえ?!



〝あのとき、草地じゃ、カリスタナス師の魔ま法ほうの明かりが効いてたろ。魔法には呪じゆ圏けんってのがあって、それに引っ掛かかると召喚術は失敗しやすいと、賢けん者じやマルベロスがどっかの本で書いてたぜ、ホーホー〟


　そう言えば、父さんにもそんなことを言われてたっけ。



　リコルは、まだ自分が唱えちがったと思っていたが、そうした知識も呼び覚まそうとした。たしかに召喚術は微び妙みような魔法でもあるため、周囲に他の魔法の影えい響きようがあったりすると失敗しやすい、という説は聞いたことがある。これはもう一度ちゃんと思い出さないと、と考えたリコルは、しばらく魔法の知識を反はん芻すうしていた。
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　やがて、若者は確信を得た。あのとき、たしかにリコルは明かりの魔法が届く範はん囲い内で行動していた。


　うん、まちがいない。あれは、ぼくの唱えちがいじゃなかったんだ。



　急に救われたような気持ちになって、若者は口笛でも吹ふきたいような気分となった。


　ありがとよ、クロック、おまえはいいやつだぜ！



　視線を前にやると、リコルの目に映ったのはクロックの顔ではなく、のっぺらぼうの後ろ頭だけだった。

〝ｚｚｚｚ……〟

「あら、クロック、寝ねちゃったの？　そうか、あんたは昼間がお休みの時間なんだね」

　ファラータの声が、がくっとするリコルの耳に届いた。




　その日はあまり寝ていなかったこともあり、一行は早目に野営した。警けい戒かいを怠おこたらないでいたが、いまは夜目のきくクロックがいるから随ずい分ぶん心強い。フクロウはちょっと離はなれた木に止まって、辺りを見つめている。

　食事をとりながら、リコルはベナウスに確かめておこうとした。カリスタナス師に会ったことや一連の出来事があって、もう邪よこしまな男ではないとわかっていたが、依い然ぜん何をしているのかよくわからないところはある。

「ベナウス、タシエルじゃ、商売で忙いそがしいんだろうな」

「ああ、エルフとの取り引きは、そんなに簡単じゃないからな」

「エルフと取り引き?!」

「何を驚おどろいてんだ。あそこがエルフの住んでる街だってことくらい、知ってるだろうが」

　そう言えば、どこかでそんな知識を得ていたような気もした。しかし常つね日ひ頃ごろ、魔ま法ほうの勉強がほとんどだったリコルは、そうした知識を現実のものとして考えてはいなかったのだ。ファラータもタシエルには行ったことがないので、ベナウスの台詞せりふには憧あこがれの目つきをしている。

「エルフがいるんだ！　会ってみたいわねえ」

　タシエルのエルフ──一部の人間は、エルフを恐おそろしい魔物の一種だと考えていたが、あながちそれもまちがいではなかった。人間にとっての魔物とは、人間以外の種族で、人間より恐ろしい存在すべてを指す言葉だからだ。

　だが、エルフ族を目まの当あたりにしたものは、口をそろえてエルフは魔物なんかじゃないと言い張るだろう。小こ柄がらで繊せん細さいな骨格、抜ぬけるように白い肌はだ、優ゆう雅がにたなびく細い金きん髪ぱつ。それは魔物と呼ぶにはあまりに美しかったからだ。ファラータもそうしたことは聞いていたにちがいない。

　もちろん、人間に似ているとはいえ、人間そのものというわけではない。リコル自身、エルフみたいな恰かつ好こうだなと言われたことは何度かあるが、本物のエルフと並べてみれば、両者のちがいは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。アーモンド型の吊つり上がった目、狐きつねのように尖とがった耳。決して人間のものではありえない。

　そして、エルフたちは一様に魔法の力を有していた。それもまた、人間にとってはいまわしいところ、まさに彼らを魔物と見なす原因だった。

　しかしそれでも、エルフ族はあまりにも人間に似ていた。並みの魔物とちがい、彼らは意味のない破は壊かいを嫌きらい、森を愛し、詩や音楽、木工や狩かりといった活動を得意としていた。これらの技わざは、人間の産み出したものではなく、長命で古い文化を持つエルフから人間が教わったに過ぎない、と説く大だい胆たんな説すらある。

　じっさい、さまざまな魔物に満ちた北方ジオテランでは、古くから人間とエルフが手をとりあって暮らしていた。遥はるかな過去、古代六王国の時代に徹てつ底ていした魔物弾だん圧あつがなければ、北方ではいまもエルフの王国が栄えていただろう。

　そんないにしえの伝統を守る数少ない街、それがタシエルだった。タシエルは、人間とエルフが一いつ緒しよに暮らす場所。それゆえにこそ〝調和の街〟の二つ名を冠かんせられている。そして、エルフの産み出す美と魔力の品々。タシエルの街は、そういった珍ちん奇きな物産の商あきないで賑にぎわう場所だった。

　たしかに、ベナウスの目的地がタシエルなら、エルフと交易していて何ら不思議はない。ファラータが言葉を継ついだ。

「じゃあ、そのタシエルやエルフのことを話して。きっと、きれいな街なんでしょうね」

　だけど、そこに煙けむりが立ち昇のぼってたんだ。それに、あの予言のこともある……あくまで楽観的なファラータに比べ、リコルは黙だまってベナウスの言葉を待った。

「ああ、美しい街だ。だが……」

「だが、何なのよ？　タシエルの街には人に言えないような恐おそろしい秘密でも隠かくされてるって？」

　うながすファラータに、ベナウスは例の謎なぞめいた笑えみを返した。

「まあ、我が慢まん、我慢。百聞は一見にしかずだ。まず、行ってみることだぜ。おれだって、気になってることがあるしな」

　この答えには、フクロウも不満げな顔をしていた。




「リコル！　はやく来て！　すごいわ！」

　翌日、峠とうげを登りきったファラータが、ひときわ高い歓かん声せいを上げて手招きした。リコルは大おお股またに走りはじめた。狭せまくて急な坂道を、できるだけ早く駆かけ上がることに集中する。

　峠の上にたどりついたころには、リコルの身体からだは汗あせでびっしょりになり、激しく息を切らしていた。

「さあ見て、あれを！」

　ファラータが指差す先を見た若者は、自分が疲つかれているのも忘れてしまった。

　真しん紅くと黄金で織おられた壮そう大だいなタペストリィが眼下に広がっていた。峠から見降ろすタシエルの街は無数の広葉樹におおわれていたのだ。街路や庭に植えられた木々は鮮あざやかに色づいて、緩ゆるやかな土地の起き伏ふくと重なりあいながら、複雑で霊れい妙みような模様を描えがき出している。そびえる家々や街がい壁へき、そして街を二分する川すらも、美しい紅葉を際きわ立だたせるための飾かざりとなっていた。

「これが〝調和の街〟タシエルだ。だが、あそこは何だろうな？」

　街を見下ろしていたベナウスが、川向こうの辺りを指差す。たしかに、そこは周囲の美しい街並みと比べると黒ずんでいた。建物もあまり見当たらない。何だか焼け焦こげたようにも見える。

「あそこが火事になって、燃えてたのかしら？」

「かもしれんな。行ってみりゃわかるだろうが」

　美しさに感動を覚えながらも、一いち抹まつの不安を抱かかえて、三人はタシエルに続く下り坂をゆっくりと降りていった。

　透すき通るように青い秋の空の下、すがすがしい風に吹ふかれながら歩くと自然に言葉少なになる。リコルはだんだん近づくにつれて姿を変えていくタシエルの景色に、ただ見とれていた。木々に隠かくれていた通りや建物が徐じよ々じよに現われてくる。

　タシエルの街は東西を走る大きな川に貫つらぬかれていた。その南側はどちらかと言えば普ふ通つうの人間の街に近い。よく見れば、領主の城や無心教の寺院と覚おぼしき大きな石造りの建物がそこかしこに見え、街路を行きかう人通りもそこそこ多そうだ。いま歩く街かい道どうも、この南側の街にある大門へとつながっていた。

　逆に北側には、かなりの木々が密生している。枝の合間にのぞく広場に人ひと影かげはほとんどない。また石の家もほとんど見当たらない。かわりにあるのは、互たがいに幹をからめあった木々を壁かべがわりにした生きた木の家だった。タシエルのエルフの住まいにまちがいあるまい。

「タシエルでは、あの川にかかってる橋が有名だな」

　ベナウスがちらっと名所案内をしてくれる。

「そうなの？」

「ああ、人間とエルフの彫ちよう刻こくがしてあって、この街の象しよう徴ちようとも言われている」

　それを聞いたリコルはもっと細かいところが見たくなり、下りの坂道にまかせて早足で進んだ。

「ほら、門についたぜ。さっさと通行税を払はらって中に入ろうや」

　ベナウスは手慣れた感じで、ふところから銀貨を取りだし、門の側そばに立つ役人に渡わたしている。それから、何事かしゃべっていた。リコルとファラータのことを告げたのだろうか、それとも、二日前に街であったことを訊きいたのだろうか？

　と、ベナウスは少し驚おどろいた顔を見せたが、やがてその場を離はなれた。

　若者と女戦士は何だろうと思いながらも、続いて役人にこの街に来た理由を述べ、金を渡して門の中へと入っていった。

　ファラータは街の中に入っても夢見ごこちのようで、もの珍めずらしげにあちこちを見回し、荷下ろしを行なう隊商や彼らにまとわりつく宿の呼び込みの様子を眺ながめている。リコルは、ベナウスにさっきの役人とのやりとりを訊いてみた。

「ああ、なんかエルフといざこざがあったらしい。川向こうの地でエルフが何人か殺され、それを不満としたエルフが人間側に襲しゆう撃げきをかけたらしいんだ。いま、この街はちょっとした緊きん張ちよう下かにあるようだ。おまえさんたちも気をつけることだな」

「エルフとのいざこざって、よくあるのかい？」

「いや、そりゃ、商売でのもめごとくらいはあるだろうが、殺しあいまではな。おれもちょっと忙いそがしくなりそうだ。ここでお別れしよう。おまえさんたちの行くところは？」

　リコルは、父親の友人である賢けん者じやクスコーという名と、彼の住んでいる通りを告げた。ベナウスはそれを聞き、おおよその場所を教えてくれたが、そこは騒さわぎのあった川に近いところなので警けい戒かいしておくようにと、もう一度念を押おした。

「それじゃ、ここでお別れなのね。いろいろとありがとう。縁えんがあったら、また会いましょう」と、ファラータ。

「こっちこそ。おい、クロック、元気にしておくんだぞ」

　お互たがいが簡単に別れの挨あい拶さつをする。リコルもいざこうして別れるとなると、謎なぞめいた相手だったが、なんだか残念な思いが込み上げてきた。フクロウも名な残ごり惜おしそうに、ホーホーと鳴いた。




　ベナウスと別れた二人と一匹ぴきは、教えられた通りへと向かった。ちょうど昼を過ぎたところだったが、川の方向へと進むにつれ、出会う人の数が減っていく。それと同時に、武装した兵士もちらちらと見かけるようになった。

　やがて、道は川に出た。クスコーの家に行くには川を渡わたらなくてもいいのだが、タシエルに来て街中を流れる川と、先ほど聞いたエルフと人間の橋を見ない理由はない。

　川は何事もなかったようにゆるやかに流れていた。しかし、その両岸はいまでは穏おだやかというにはほど遠い。橋に近づくにつれ、明らかに兵士と思われる者たちが駐ちゆう屯とんして警備している。特に、川の向かい側を見やると、そちらはいつ戦せん闘とうが行なわれるかわからないというようなものものしい警備だ。鎧よろいを身につけ、弩いしゆみで武装した人間の兵士たちが陣じん取どっており、引き倒たおされた街路樹や机や戸と棚だななどの家具を乱雑に組み上げて、川沿いに垣かきのようなものを作り上げている。

　川にかかる大きな橋は木製だった。皮肉にも欄らん干かんには、手を取りあって踊おどる人間とエルフの姿が驚おどろくほどの精せい緻ちさで彫ほり込んである。おそらくエルフのほどこした彫ちよう刻こくにちがいないだろう。二人は遠目に左右それぞれの欄干を眺ながめた。野ざらしにするのがもったいないほどの出来だったが、残念なことにどの像も少しずつ破損していた。尖とがっていたはずの耳をなくしたエルフの少女、ポッキリと腕うでを折られた人間の若者。

「ひどいわね、こんなにきれいな細工を壊こわすなんて。きっと今度のことでこうなったんでしょうね」

　兵士たちが集まっており、あまり橋に近づくと不ふ審しんな者と見られそうなので、二人は見物はそこそこにして、賢けん者じやクスコーの家へと向かったのだった。

　クスコーの住まいは予想よりも大きかった。川からちょっと離はなれたところに、瀟しよう洒しやな三階建ての木造の屋や敷しきが見つかった。その近くには無心教の寺院もあったりして、ファラータは何となく落ち着いたようだ。正面の扉とびらのノッカーを叩たたいてみる。

　しばらくすると、若い家令らしい男が現われ、クスコーに取りついでくれた。

　クスコーは髭ひげをこざっぱりと蓄たくわえた初老の男だった。ただ、賢者というにはどことなく落ち着かない様子をしている。

「おお、わざわざ遠いところを。ファルド君はお元気かね？」

　リコルが父から聞いたところでは、父ファルドはクスコーと中原の大国サザンにいた頃、学友で親しかったらしい。その後、ファルドは専門を召しよう喚かん術じゆつにしてそちらの道を歩んだが、クスコーは医術や薬草術の方を中心に、知識全ぜん般ぱんを幅はば広ひろく渉しよう猟りようする賢者の道に進んだという。

「はい、元気にしております。今回は、クスコー師の専門の教えを受けることや、タシエルなどを見て、知識を広めたいと思いまして。こちらは友人のファラータと言いますが、無心教の道主でもあります。同じような目的でこちらに参りました。それから、このフクロウはわたしの使つかい魔まのようなものでして、お邪じや魔まならどこかの木に止まっておりますから」

　ファラータがお辞じ儀ぎをする。フクロウはちょっと控ひかえ目な声で、ホーホーと鳴いた。

「おお、そうか。わしでよかったら、何でも教えてしんぜるよ。しかし、タシエルで見聞を広めると言っても、大変なときに来られたものだ」

　クスコーは客をすわらせてからパイプを取り出し、それに火をつけた。何とも言えないいい香かおりが部屋を包む。リコルは少し落ち着いて話をする気持ちになった。どうやらさっきのクスコーの緊きん張ちようは、やはりエルフとの関係にあるらしい。もういいかなと思った若者は、あえてその話題に触ふれてみた。

「本当に、エルフとのいさかいが起こってるのですか？」

「うむ、少しややこしいことになっておってな。もともと、この街は昔からエルフと人間が住んでおった。それは知っておるじゃろう？」

　二人ともうなずく。

「二つの種族は、暮らし方から考え方までかなりちがう。そうしたことが判わかったので、かなり昔に住む地域も自然に分かれ、エルフは主に川の向こう、こちら側には人間が住むという形になっておった」

　二人はそれも予備知識としては仕入れていたので、うなずき返す。

「しかし、この街の大きな産物はエルフの造る工芸品などだ。で、それを取り引きするために、川向こうには大きな市場が出来ておった。そこで、このところトラブルが続いておるのじゃよ」

「どんなトラブルですか？」

「はじめは、エルフの方からの不満だった。かれらの工芸品を盗ぬすんだり、森を荒あらし回る輩やからがいるから注意してほしいと。ついで、警備をしていたエルフが殺されたので、その犯人を捕つかまえろと──ところが、人間側では該がい当とう者しやが見つからない。もたもたしておると、こんどは人間の商人がエルフの矢羽根らしいもので、殺されているのが見つかった。そこで、両者の関係が急に険悪になったというわけだ。二日前には、川向こうで大規模な交戦があった」

　あの黒ずんだところだなと思いながら、リコルは訊きいた。

「お互たがい、証しよう拠こはあったんですか？」

「それがないんだ。ただ、いまでは川向こうは、いつ双そう方ほうの交戦があるかわからないということで緊きん張ちよう下かにある。じつは今日も夜から、近くの公民館で、こうした事態をどうするか、領主が説明することになっておる。わしも出席を請こわれておるのだが、それよりも近近エルフの襲しゆう撃げきがあるのではないかという噂うわさが流れておってな。それで警けい戒かいしておるのじゃよ」

　ちょうどそのとき、家令が部屋に駆かけ込んできた。耳うちされたクスコーの顔が、みるまに蒼そう白はくになる。

「わかった」急いで立ち上がる。

「どうしたんです？」

「エルフが川のこちら側にも攻こう撃げきを仕し掛かけてきたらしい。いろんなところで散発的に戦いが起こっとるらしいが、この近くだと公園だ。わしは負傷者の治ち療りように行かねば」

「場所を教えてください。わたしも助けに行きます！」

　ファラータが叫さけんで、すぐに家を出ようとする。もちろん、リコルもその後を追った。




　公園まではそう遠くなかった。ただ、そこに行き着くまでに、逃にげてくる人、負傷者をかついでいる人、現場に急ぐ兵士など、さまざまな人波に出会った。そうこうするうちに、クスコーとはどこかで離はなれ離ばなれになってしまったらしい。とりあえず二人は逃げてくる人たちに聞きながら、交戦が行なわれているという公園に向かった。クロックは先に飛んで行ったようだ。

　川沿いにこんもりとした木々に囲まれて、少し大きめの公園がある。そこに入った途と端たん、悲ひ惨さんな光景が目にとびこんできた。男、女、子供、老人、年ねん齢れいをとわず多くの人々が倒たおれている。殺さつ戮りく者しやたちは相手を選えり好ごのみしなかったらしい。急いで周囲に目をやったリコルは、何人ものエルフが枝の茂しげる木々の上で弓を構えているのを見つけた。

　ファラータはそれに気づくのが遅おくれた。眼前に、胸を射ぬかれて横たわる少女の姿があったからだ。いまだ手に抱かかえている人形が痛々しい。

「ひどい！　どうしてこんなことをしないといけないの!!」

「危ないぞ、そこの女!!」

　公園にまばらに散る植込みの陰かげから、兵士の声が飛ぶ。どうやら彼らはそこで盾たてを構え、エルフの矢を防いでいるようだ。

　声と同時に、鋭するどい矢がファラータの体を襲おそう。兵士の注意に即そく座ざに応じたファラータの革かわ鎧よろいをかろうじて矢がかすめた。

　リコルも無意識のうちに反応していた。必死にファラータに飛びつき、横よこ抱だきに彼女と転がったのだ。二人は地面を転がりながら、近くの植込みの陰になんとかたどりついた。

　エルフの聴ちよう覚かくは鋭いことで広く知られている。思わず漏もらしたファラータの怒いかりの声を聞きとって、弓を射てきたのだろう。

　そして、樹じゆ上じようのエルフたちは、いまのが合図でもあったかのように、つぎつぎと弓を引きしぼり、矢を放った。

　降り注ぐ矢は、雨のごとくゆっくり舞まい落ちてくるように見える。だが、当たれば胸むな板いたを貫つらぬくだけの勢いを持っていることを、いまではリコルもファラータもよく知っていた。人間の兵士たちも、弩いしゆみでときおり反はん撃げきに出るが、どうみてもエルフの方が優勢なのは否いなめない。十数人は木の上にいるだろう。

　これからどうしよう？

　ファラータは悩なやんだ。自分は素す手での格かく闘とう家かだ。遠くから矢を放つ者を相手にすることは極きわめて難しい。そのうえ、相手は弓の名手として名高いエルフ族なのだ。

　通りの向こうの木々の枝が大きくたわむ。エルフたちが樹上を渡わたっているらしい。

　回り込んで弓を射ようとする作戦か？　そうなると、いまの隠かくれ場所もあらわになるだろう。

　まずい。こちらに残された時間はあまりない。

　ファラータの目に、ちょっと離はなれたところに放ほうり出されたままの木箱が映った。

　あれを抱かかえて盾たて代わりにすれば、あるいはもっと木に近づくことが……。

　と、ファラータの目がまんまるになる。木箱の影かげに茶色の塊かたまりが見えたのだ。

　木箱をじっと見つめた彼女は、予想通りのものを見つけてしまった。怯おびえて震ふるえる人間の子供が中に入っている。年のころは五、六歳さい。ちょうどあの、胸に矢を突つき立てられていた少女と同じくらいの年だ。

　子供はすっかり怯えているようだった。

「箱の中でじっとしていなさい。お姉ちゃんがちゃんと守ってあげるから」

　思わず、ファラータはそう叫さけんだ。しかし、エルフが木の枝を回り込んでくる以上、いつまでもそこが安全とは限らない。

　子供の命を守りつつ、自分たちの身を守るには、残された道はただ一つ。リコルの召しよう喚かん術じゆつに頼たよるしかない。

　リコルもそれは承知していた。ファラータが見つめてくる瞳ひとみを見れば、ここは自分が何とかしなければ、子供はおろか二人の命も風前の灯ともしびだろう。

　しかし、何を呼び出せばいいんだ。

　敵は離れているから、空を飛ぶものでないと駄だ目めだ。地面を移動するものなど、ゆっくり動いているうちにエルフの俊しゆん敏びんな弓で矢ぶすまにされてしまう。

　だけど、グリフォンでいいのか？

　見た感じ、エルフは十人以上散っているだろう。それをことごとく襲おそわせるというのは、なかなかむずかしい。もちろん、グリフォンを何匹びきも呼び出せば対たい抗こうできるだろうが、リコルにはまだそうした術を操あやつる自信はなかった。

　集団で呼び出せて、この戦いを終わらせてくれるものがいいのだが──


　そうか、あれだ！



　いちばん最初に覚えた、あの生き物。これなら、そんなに負担を感じずに呼び出せるだろう。一匹ではなく数多く呼び出すので、それなりに集中は必要だが、とにかく成功させなければどうしようもない。

　しかし、この前の召しよう喚かんには理由があったとはいえ、失敗しているのだ。この大事な場面で、果たして自分の能力でうまくいくだろうか。


　怖こわい……。



　それはまちがいなかった。ここでも失敗したら、ぼくはもう立ち直れないかもしれない。

　だが、いまはそんなことを言っている場合じゃない。あの子供やファラータまで危ないんだ。集中しよう。

　リコルは決心して、召喚を開始した。

　隣となりに目くばせする。ファラータはリコルの言わんとすることを摑つかみとった。

　彼女はうなずくと、先に注意を引きつけるために木箱に向かって飛び出し、地面を転がる。矢がそちらに飛んだ。

　その瞬間、リコルはかがみこんだ姿勢からすくっと立ち上がり、勢いよく札を空中に放ほうり投げた。細い指で宙に印を結ぶ。




　盟約ニ従イテ　ワレノ元ニ来キタルベシ

　ナンジ　白キ平和ノ使シ徒トタルモノヨ

　群レツドイテ……
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　リコルの声は、はっきりと響ひびき渡わたった。札に記された文様が淡あわい光を帯びていく。

　札の開く扉とびらから現われたのは、大量の鳩はとの群れだった。勢いよく羽ばたく音がしたかと思うと、白い鳩がつぎからつぎへと扉をくぐって出現する。

　一見したところ、それは普ふ通つうの鳩のように見えた。だが、その体からは光輝かがやくオーラを発している。

　鳩が公園の木々に向かったとき、エルフたちは一瞬、敵が現われたかと思い、それに矢を向けようとした。しかし、相手が鳩だとわかったとき、彼らはエルフの行動に本能的にしたがった。弓を下ろしたのだ。いまは人間たちに敵意を向けているとはいえ、もともと生き物を無意味にあやめることはできない。

　そして、鳩が間近まで迫せまったとき、エルフはその鳥たちが強力な平和のオーラを発していると知った。もとより相手を自分から憎にくんで行動しておれば、このオーラとて効き目はなかったかもしれない。しかし、この鳩たちのオーラには、盲もう目もく的に相手を憎んだり、憎めと指示されているような想おもいには、それを和やわらげる強い力があった。

　エルフたちは矢をつがえた弓をおろし、自分たちの憎しみが消えているのに気がついた。そして、それがこの鳩たちのせいであることも。

　これではもともとの目的は果たせない。

　彼らはそれに気づくと、急いで撤てつ退たいを開始した。この公園まで川の流れに乗って進んできた小こ舟ぶねに乗り移り、再び下流の対岸へと向かう。しばらくすると、公園はそれまでの静けさを取り戻もどしたように見えた。

　リコルはほっとしたように、その場にたたずんでいた。

「やったわね、リコル。すごいわ、エルフたちが帰っていった！」

　ファラータは木箱に入って震ふるえていた子供を抱かかえ上げると、感心したように告げる。

〝そうだ、それでいいんだ。鳩はとだったらすごく愛情を感じているのに、他のときは何か怯おびえてるよ、あんた、ホーホー〟

　クロックが木の間をとびながら、心に声を伝えてくる。

　リコルはその励はげましを聞いても、まだ元気が出るような状態ではなかった。鳩といえども、十数羽をまとめて制せい御ぎよするというのはかなりの負担だったのだ。

　だが、それでもクロックの言葉は耳に伝わっていた。

　愛情？

　そう言えば、唱えたとき、何か懐なつかしくてすごく楽しかったな、あんな場面でも。

　鳩たちは、いつもぼくになついてくれた。もちろん動物だから、餌えさが欲ほしかったり、空を飛びたいといった気持ちがほとんどだったけれど、こちらが支配したいと思わなくても、鳩たちはこちらがしてほしいということはわかってくれた。

　逆に、こちらも鳩たちの気持ちはわかったし、それにこちらも応こたえたかった。

　たしかに他の魔ま物ものたちとはちがっている。

　どうしてだろう？

　リコルのとりとめのない思いは、そのとき中断された。

　彼らをいっせいにどきっとさせる音が響ひびいたからだ。

　川の向こうを見やると、何と橋が轟ごう音おんとともに落下していく様さまが映ったではないか。

「まさか！」

「あの橋を落とすなんて……」

　二人と一匹ぴきはあまりのことに呆ぼう然ぜんとしていた。




　夜が近づいていた。

　リコルとファラータはあれから負傷者が収容された無心教の寺院に向かい、そこで手当てを手伝った。それからクスコーの家に戻もどって、しばらく休息したのだ。

「ああ、きみたち、ちょうどよいところに来た」

　起き出して居間に来た二人に、クスコーが呼びかけた。

「今日はとんでもないことがあってお疲つかれだったと思うが、これから公民館に行かないかね。領主の話があると言うので、人々が集まっている。わしも街の助言者として、それに参加しないといけないのだが、きみたちも今日の活かつ躍やくを見れば、もうこの街に無関係とは言えないしな。参加しておいた方がいいと思うのだが」

「そうですね、わかりました」

　二人は同時に告げた。少し休んで、疲れはもうとれている。この街の領主がどういう話をするのか、聞いておくのも悪くはないだろう。

　こうしてクスコーを含ふくめた三人は、暗くなっていく道を縫ぬいながら公民館へと向かった。

　途と中ちゆう、橋のことが気になったので、リコルはクスコーに訊きいてみた。

　賢けん者じやは理由を説明する。

「さっき兵士と話してわかったのだが、川の北側は、いまでは完全にエルフのものになったらしい。で、川の南も侵しん略りやくされはじめたので、全部の橋を焼き落とし、土手でくいとめようとしたということだ」

「焼き落としたですって？　あんなに立派な橋なのに！　それに川の向こう側の人はどうなるんです。エルフは容よう赦しやしてくれませんよ、きっと」

　憤ふん慨がいするリコルの肩かたに手をのせて、クスコーはつぶやいた。

「きみの気持ちはわかる。だが、そうしなかったらもっと多くの被ひ害がいが出ていた。街の人だって好きでやったことじゃない。これは戦争なのだ」

　戦争。

　それは普ふ通つうの諍いさかいではない。殺しあいということだ。人間同士の戦争、あるいは人間と魔ま物ものの戦争は珍めずらしいことではない。ここジオテラン地方はもちろん、六門世界全体がいつの時代も互たがいに争い続けてきた。

　だがなぜ、よりにもよって〝調和の街〟タシエルで戦争が始まってしまったのか。

「ひどいわね」

　ふと、街の空を見上げたファラータが告げた。煤ばい煙えんだ。

　街のこちら側にも、あちこち火がかけられたらしい。たしかに日暮れだが、黒い煙けむりが光を遮さえぎっていて、いつもより遥はるかに暗い。見上げていると、花びらのように空を舞まうものに気づく。雪のように白いけれども雪ではない。それは灰だった。

　静かに降る灰は場ちがいなほど美しかった。しかし、その美しさもまた、この街が深く傷つけられた一つの証あかしなのだ。

「リコル君、あれが公民館だよ」

　飾かざりのない無骨な建物。その周囲には、リコルたちだけではなく、かなりの数の人々が集まっていた。すすで汚よごれたままの顔も目立つ。エルフに追われて街の北側から逃にげ出した人もいるだろうし、南の街で襲しゆう撃げきを受けた人々も混ざっているだろう。

　三人はそのまま人の波に押おされるように中へ入っていった。

　公民館の中は、暗く蒼あおざめた悲しみがただよっていた。広い講堂のあちこちに固まるようにして人々が集つどっている。

　彼ら集った人々の顔には、講堂までの道中で見慣れてしまったうつろな表情がはりついていた。どうすればよかったのか、いまどうすべきなのかがわからない顔。思いを失ってしまったかのようなその無表情は、まさしく絶望の現われだった。

　まれに浮かんだ表情があるとすれば、それは狩かりから逃げる野の兎うさぎのような目だ。他人への恐きよう怖ふ、疑ぎ心しん暗あん鬼き。昨日までの隣りん人じんが、突とつ然ぜん、豹ひよう変へんした。それはタシエルの人々が、いままで当たり前だと疑わなかった信しん頼らいを打ち砕くだかれてしまった表情だ。〝調和の街〟に生きる人々の人生の基き礎そが崩くずれ去ったのだ。

　耳を立てると、あちこちの影かげの中で会話が聞こえた。

「……もともと北はエルフどもの巣そう窟くつじゃないか。あそこの人間はもう全ぜん滅めつだよ」

「そんな。川向こうにはあたしの亭てい主しゆが残ってるのよ！」

「どうして助けにこなかったって？　馬ば鹿か言え。南じゃエルフが火をつけて回ってたんだ。その相手だけで手て一いつ杯ぱい……」

「痛い、痛いんだ。ああ、誰だれか助けてくれ……」

「いきなりよ、いきなり！　さっきまで笑ってたエルフが、突とつ然ぜんあの冷たい顔で切りかかってきたの」

「……なぜこんなことに……何が悪かったというんだ？」

　そんな言葉は聞きたくなかった。影の中の泣き声は、戦いで失ったもの、さらに失うかもしれないものへの恐怖で満ちていたからだ。

　リコルは耳を塞ふさぎたかった。

　彼らは互たがいの間でだけ聞こえる声で、ひそひそと話しあっていた。ときおり苦痛の喘あえぎも聞こえてくる。暗くら闇やみに目をこらしてみれば、無心教の僧そう服ふくを着た人ひと影かげがあちこちで怪け我が人の手当てを行なっている。明かりをつけて回っている僧もいる。

　ファラータははっとわれに返ったようで、リコルに早口で語りかけた。

「リコル、わたしも怪我人の手当てを助けなきゃ。ここで待ってて」

　そう言われて、じっとしているわけにもいかない。二人はクスコーと別れて、人々の間へと入っていった。

　と、進んで行くファラータの袖そでを引っ張る腕うでがあった。振ふり返ると、見慣れぬ女性の顔がある。そばに男の子がいた。ファラータの顔がぱっと明るくなった。

「坊ぼうや、お母さんが見つかったんだね、よかった」

　子供はうんとうなずく。公園で彼女が助けた男の子だ。とりあえず、避ひ難なん所じよとなっている無心教の寺院で家族を探したのだがわからず、係の僧に預けてきたのだが、ここで見つかったようだった。

「ありがとうございます。なんとかこの子が生き残れたのは、あなたのおかげです。何とお礼を申し上げてよいか──」

　母親はくどいくらいに頭を下げている。ファラータはそれを、もうけっこうですと押おしとどめた。そして、男の子をだき抱かかえて言った。

「坊や、早く大きくなって、強くなって、お母さんを守ってやるんだよ。大事な家族なんだからね！」

　子供は何だか嬉うれしそうだった。おそらく、父親の姿が見えないことや母親の台詞せりふから、今度の戦いで家族をなくしたにちがいない。普ふ通つうなら、暗い顔つきになるはずだ。しかし、ファラータと話している姿からは、そんな感じは微み塵じんもなかった。母親の方も勇気づけられたように、もう一度礼を言って、その場を去って行った。

　そう言えば、ファラータは家族の話をすることがなかったなと、リコルは思い当たった。

　いろいろ事情があるのだろうし、リコルはあえて聞いたことがなかったのだが、彼女はたとえ恵めぐまれていなかったにせよ、そうした環かん境きようをものともしないかのようにいつも振ふる舞まっていた。

　これは性格が強いからだけではないだろう。また、だからといって、彼女が優やさしいタイプでないかというと、それもちょっとちがう。彼女が充じゆう分ぶんに優しいのは、さっきもそうだし、ここでも無心教徒として看護をしているのを見れば充分にわかる。血を流し重傷を負った人々に、嫌いやな顔ひとつせずに手当てをし、励はげましている。それも自然にだ。それは決して宗教心によるものからくるのではなく、何か彼女に生来備った〝明るさ〟のようなものが、そうさせているようにも見えた。

　人の心に素す直なおに溶とけ込んでいける。自分はなかなかああはなれない──リコルはそれが羨うらやましくもあった。

　あの明るさの原因は何だろう？

　しばらく手伝いながらファラータを見ていると、彼女は相手が望んでいるものを、心からわけ与あたえられる性格のようにも感じた。

　そうか、共感なんだ！　決して同情からじゃない。ファラータは自然と相手の身になって考えている。それが相手との絆きずなというものを生んで、気持ちのいい関係をかもしだしているのだ。

　それには、もちろん生まれついてのほかに、経験や慣れも必要なのだろう。しかし、見ていて周囲を明るくするファラータのような性格は、世の中に絶対必要な気もしてきた。

　公民館の講堂のこの暗がりの中、人々の辛つらく苦しい呻うめきが交こう錯さくする間で、それは光輝かがやいてもいた。これこそ癒いやしの光といってもよいだろう。

　そう、羨ましがるばかりではなく、できれば自分もそうなるよう努力すべきでないのか。

　それに、そうした共感は自分の召しよう喚かんによる魔ま物ものとのつながりにも、大切と言えるんじゃないか？

　こう思ったリコルはこれまでになく手当てに奔ほん走そうし、そのまま時間は経たっていった。




　領主は忙いそがしくて、こちらに来るのが遅おくれていたらしい。

　やがて、どたどたと耳みみ障ざわりな足音をたてて講堂に駆かけこんできた男の姿があった。

　絡からみあう緑の蔦つたの縫ぬいとられたマントが、男のかっぷくのいい身体からだを覆おおっている。マントの蔦はつやつやと輝き、新緑の若葉をそのまま写しとったような鮮あざやかさを見せていた。エルフの仕立てた絹のマントだ。とうてい一いつ介かいの街人が身につけるものではない。背後に揃そろいの制服を着た従者を引きつれていることと合わせて考えれば、この人物はかなりの名士ということになる。講堂で囁ささやかれる名もリコルの推測を裏づけていた。

「ご領主様……」

「ご領主のター・タシラ様だ」

　ター・タシラと呼ばれた男は、人々へ返礼する暇ひまもあらばこそ、すばやく避さけたリコルの横を通り過ぎていった。途と中ちゆうで、どうやらクスコーといくつか言葉をかわしたらしい。そして、せかせかと歩き続けて講堂を見下ろす演えん壇だんへ上り、皆みなの目が自分に注がれているかどうかも確かめることなく、早口に切りだした。

「わが領民の皆さん。いま、タシエルは〝調和の街〟の二つ名を、永久に失うかどうかの瀬せ戸と際ぎわに立たされています。皆さんの助力が必要です……」

　領主は最後まで話を続けることはできなかった。それまで無気力にささやきあうだけだった街の人々が、演壇の前に詰つめ寄ったからだ。彼らは狂くるおしいほどの熱を目に浮うかべ、思いのたけを領主にぶつけた。

「領主様！　あたしの、あたしの亭てい主しゆの仇かたきをうっておくれ！」

「おれの子供が逃にげるときはぐれちまったんだ！　何とか助け出す軍隊を集めてくれ！」

「これからどうなるんだ？　どうすればいいんだ？　教えてくれよ、領主様！」

「武器を、武器をください、領主様！　わたしは戦いたいんです！　この街から裏切り者のエルフを追い出してやりましょう！」

　口々に叫さけぶ人々の声で、狭せまい講堂は沸わき返った。領主ター・タシラは何度も口を開きながら、そのたびにすがりつく街の人々に声をかき消され、途方にくれた様子でおろおろしていた。彼がやっと発言できたのは、連れてきていた護ご衛えいが鋼はがねの刃やいばを光らせて、民衆を演壇から追い払はらった後のことだった。

　ター・タシラは不満げな聴ちよう衆しゆうのざわめきが静まるのをまってから、ようやく口を開いた。

「そうです。皆さん、どうか落ち着いて聞いてください。あー、わたしが皆さんにお願いしたいのは、どうしてエルフが襲おそってきたのか、その理由を尋たずねるためです。けっして武器をとり、戦さを始めるためではありません。わたしは……」

　脂あぶら汗あせをふきふき話す領主の台詞せりふは、またも騒さわぎはじめた人々の声によって途と切ぎれてしまった。

「あの狂きよう暴ぼうなエルフのなすがままにされてろって言うんですか？」

「領主様は、エルフどもに怖おじけづいて、ふぬけになっちまったんですか？」

　さすがに侮ぶ辱じよくの言葉は腹に据すえかねたのか、領主は大声を出して群衆を静めた。

「聞きなさい！　拳こぶしに拳、剣けんに剣をもって立ち向かえば、傷は増すばかり。先祖たちが血と汗を流して学んだ教訓を、皆みなさんは忘れてしまったんですか？　戦うより先に、いさかいの原因をつきとめ、和平の道をさがすのが重要です」

　すべてを熟知していてしかるべき領主すら、戦いの原因を知らない。それは奇き妙みようなことのように思えた。このター・タシラなる領主が切れ者だとはとても見えないが、それにしても己おのれの街で起こった戦争の理由がわからない、などという事があり得るのだろうか？

　講堂に集まった人々も、領主の言い分をおとなしく聞いてはいたが、納なつ得とくした様子はなかった。リコル同様、自分たちの領主に頼たよりなさを感じているのだろう。血のにじむ布で頭の怪け我がを押おさえている男が、おずおずと前に出て口を開いた。

「領主様の言うこともわからないわけじゃない……だけど、いまは戦いの真っ最中なんですよ？　攻せめられてるばかりじゃやられてしまう。わしらが無事に暮らせることを、まずは確実にしてもらわなきゃ」

　男の発言は、領主のそれより共感を持って受け入れられた。

「そうだそうだ。いちいちエルフが攻めてきたわけなんかを捜さがして、どうなるんですかい？　敵はその間、攻めてくるのを止めてくれるっていうんですか」

　裕ゆう福ふくな商人とおぼしき緋ひ色の衣ころもを身にまとった男が、続いて不信の思いを口にした。まったくその通りだと、相あい鎚づちをうつ声があちこちから上がる。

　壇だん上じようの領主は、人々の抱いだく恐きよう怖ふと困こん惑わくがどうしても受け入れられないようだった。彼は懇こん願がんするように、手を揉もみしだきながら答えた。

「しかし、しかしですね。皆さん本当に戦えますか？　彼らはわれわれの隣りん人じんとして、長いあいだ肩かたを並べて暮らしてきた友人なんですよ？」

　一瞬の間があって、ひとつの声が遠くから響ひびいた。

「隣人？　不ふ意い討うちするような卑ひ怯きような奴やつらがかね？　ご領主は甘あますぎる！　そのやさしい心根には敬意を表したいが、相手を選んでいただかないと」

　その言葉は暗い講堂を貫つらぬく一筋の光のようだった。誰もが振ふり返り、涼すずやかな声で自分たちの気持ちを代弁してくれた人物を探して視線を走らせた。

　領主の発言を否定してのけたその声は、講堂の端はし、開け放たれたままの扉とびらから聞こえてきた。

「うっ、これは」

　リコルは思わず声を漏もらした。

　そこに立っていたのは、十人近くの従者を率いた背の高い美び丈じよう夫ふだった。松明たいまつの灯あかりを受けてつやつやと輝かがやく亜あ麻ま色の髪かみに、鋭するどい鉄灰色の瞳ひとみ。鼻筋や顎あごの線もしっかりしているが、いかつい感じはない。それこそ物語に出てきそうな甘い容よう貌ぼうだ。しかし、彼の与あたえる印象は、同じくそれなりに美形のリコルのものとは大きく異なっていた。繊せん細さいで柔にゆう弱じやくなりコルとは対照的に、厳しく怜れい悧りなところも見てとれる。すらりと伸のびた長身はたくましく鍛きたえぬかれ、動作は落ち着いてとまどいがない。

　その場の注目を一身に集めながら、彼は領主の立つ演壇の方へと歩いていった。領主と同じく、この美丈夫も従者を引き連れている。ただし、こちらの従者は、単なるお付きではなく護ご衛えいということがはっきりわかった。誰もが大おお柄がらな体格で、服の袖そでからのぞく腕うでは例外なく太い筋肉で盛り上がっている。腰こしに帯びた長ちよう剣けんや刀の柄つかにも、使いこまれた跡あとがくっきりと残っていた。

　だが、お世せ辞じにも上品とは言い難がたい。美丈夫の主人と揃そろいの青と緑の制服を身にまとっていなければ、裏通りのゴロツキと大差ないような荒すさんだ雰ふん囲い気きがある。リコルは敏びん感かんにそれを感じとっていた。

　護衛たちはいささか乱暴な手つきで、演えん壇だんの下に押おし寄せた人々をかきわけた。彼らも護衛たちの荒あら々あらしさを感じたのだろう。不満を漏らすことなく、おとなしく後ろに下がった。

　そうしてできた人の隙すき間まを、男は自信に満ちた大おお股またで歩いて壇上に上った。ただ歩いて見せる──それだけで領主よりも目立っている。

　それが気にいらなかったのか、壇の脇わきに控ひかえていた領主の付き人が忿ふん懣まんやるかたないといった表情で、男の行く手を遮さえぎろうとした。しかし、領主の方は注目を奪うばわれたことなどいっこうに気にならない様子で、両手を広げて歩みだし、男を迎むかえ入れた。

「ター・サディク、無事でしたか。血気にはやるあなたのことだから、戦いの場に身をさらして怪け我がでもしたのではないかと心配してたんですよ」

　領主の口調には安あん堵どの気持ちがあふれていた。お付きの者とはちがい、領主はこの堂々たる美丈夫をずいぶん頼たよりにしているようだ。

　ター・サディク。領主と同じ「ター」の姓せいを名乗るからには、彼の親族なのだろう。領主に対するものとしては遠えん慮りよに欠ける口ぶりからして、かなり血が近いか、彼自身が大立者かどちらかだ。
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　ター・サディクは大げさな身み振ぶりでマントを翻ひるがえし、領主に向かって語りはじめた。

「それで領主殿どの、エルフどもを街から追い出す討とう伐ばつ隊たいの人員は確保できましたかな」

　穏おだやかなター・サディクの問いかけを、領主は真っ向から否定した。

「まさか！　わたしは彼らとの戦いは望んでおりません！　彼らから身を守るための、最低限の兵力なら確保してあります。いまのところ、それ以上は必要ありません」

　領主は戦いを望まないという自分の考えを、改めて強調した。

　召しよう喚かん術じゆつにたずさわるリコルとしては、タシエルを〝調和の街〟と呼ばしめたエルフと人間の友情を大事にする領主の意見は、魔ま物ものと人間の正しい結びつきを示してくれているようで好ましかった。しかし、そんな考えのリコルにとってすら、これほど消極的な態度でエルフたちから身を守れるのかどうか、疑わしく感じられる。

　それはこの街に住む人々にとって、より切実な問題だった。ター・サディクは不満げな思いを一いつ杯ぱいにたたえた群衆の顔に、一度大きく頷うなずきかけてから反論を始めた。

「領主殿どのは、何をもって最低限とみなされるのか？　その最低限の兵力で、われわれが保持している川の南岸を守り切れるとの確信はおありか？　あるいは、今も北岸に残されたままの人々を救いだせると？　残念ながら、わたしにはそんな確信は持てない。われわれが安心して暮らせる確信を得るには、できる限りの兵を集め、この街からすべてのエルフを追い出す。それしかない！」

　演えん壇だんの下に集つどう民衆とはちがい、今度の相手は領主と同じ貴族だ。適当な言い訳で切り抜けるわけにはいかないはず。リコルも難民たちも、固かた唾ずを飲んで領主の返答を待った。

「……わかりますよ、サディク、あなたの言いたいことは。けれど、エルフを完全に敵に回すことはできません。今日のタシエルの繁はん栄えいの源みなもとがどこにあるのかわかってますか？　木工品をはじめとするエルフの作りだす珍ちん奇きな品々、それがタシエルの命なんです。いま、恐きよう怖ふに駆かられてエルフを追い払はらえたとしても、その後、エルフ抜ぬきでどうするんですか？　戦いの傷を癒いやすための資金は、彼らの協力なくして得られるものではありません」

　領主の意見は正せい鵠こくを射ていた。しかし、こうした状じよう況きようで理の当然を説いても、聞き入れられない場合が多い。まさしく、壇上のター・サディクの方は、さして感かん銘めいを受けたようではなかった。

「さすがは領主殿、先の先まで見ておられる。しかし、それは甘あまいのでは？　民たみの安あん寧ねいを本当に考えておいでか？　所しよ詮せん、エルフなど魔ま物もの。まっとうな人間の信しん頼らいできるものではない。それは、この突とつ然ぜんの戦いではっきりした。いくら彼らが金をもたらすとはいえ、いつ寝ね首くびをかくかわからぬ輩やからでは共存のしようもない。彼らと妥だ協きようしあっての暮らしなど、もうとっくに限界に来ていたと考えるべきだ。エルフの作る産物の数が、われら人間への通告もなしに一方的に減りはじめたときも、下町で人間とエルフの小こ競ぜり合あいが起きたときも、わたしは警告した」

　具体的な例を引かれてまずいと思ったのか、領主も反はん駁ばくする。

「そして、そのたびにわたしはこう答えました。かつても、この程度の危機ならあった。しかし、ご先祖様たちは問題を立派に乗り切ったのだとね。おそらく、エルフと人間のちがう種族が暮らすのですから、摩ま擦さつが起きるのは仕方がないのでしょう。でもそんな困難にめげず、二つの種族は手をとりあってタシエルの繁栄を築き上げたではありませんか。わたしたち子孫がその伝統を投げうってよいわけがない」

　タシエルの調和は、リコルが思っていたほど簡単になしとげられたわけではないらしい。異種族との間に広がる溝みぞは埋うめがたいのだろうか。続くター・サディクの台詞せりふも、リコルの暗あん澹たんたる思いをさらに重くするものだった。

「そのように何度も摩擦が起きるということは、もともと共に暮らすのが不自然ということの現われ。彼らが崇あがめる神は暗く謎なぞめいた森の精せい霊れい。われらの信ずる天地の諸神とは決して相いれるものではない。また、彼らの住む場所も尋じん常じようではない。生きた樹きに住む？　まっとうな人間なら、舞まい落ちる落葉の掃そう除じや、根に盛り上げられる石いし畳だたみの埋め直しを、毎年毎年したいと考えたりはしない。そもそも、薄うす暗ぐらい茂しげみの中でいかがわしい魔ま術じゆつを用いるような輩と、一いつ緒しよに暮らそうと考えたのが過あやまちだったのでは？　何を考えているのかわからないエルフどもと協調を進めてきたことが、いまの苦しみの原因なのでは？」

　もはや領主は口を開くことができなかった。この状じよう況きようで、彼にはター・サディクの論を打ち破る言葉を見つけられなかったからだ。

　言いよどむ領主の苦境は、一人の汗あせまみれの兵士の叫さけびによって救われた。

「大変です！　エルフが、エルフが攻せめてきました！　いま、南岸の兵が迎むかえ撃うってますが、持ちこたえられるかどうか……」

　伝令の兵士は息もたえだえな様子で、扉とびらにもたれながら立っている。それでも声を限りに叫んだその言葉に、堂内は騒そう然ぜんとなった。

　領主たちの論争の間、静まっていた恐きよう怖ふの悲鳴やすすりなきが、再びあちこちで始まった。肝かん心じんの領主はうろたえきって、従者や伝令の顔を見回して演えん壇だんの上を所在なげにうろうろしている。

　そこに、ター・サディクが厳しい声をかけた。

「なにをぐずぐずしているのか、領主殿どの！　巡じゆん回かいに回した兵に伝令を出し、全軍を率ひきいて迎げい撃げきを！　現場に赴おもむき指揮をとるのが領主のなすべき務め。さあはやく用意を。わたしも同行させていただく。さあ、武器をとれる男どもはわれに続け！」

　ター・サディクは佩はいていた長ちよう剣けんを抜ぬき放ち、高く掲かかげた。呼応して、講堂に集つどった人人の中からも怒ど号ごうが上がった。

　振ふり上げられた腕うで、腕、腕。その波から抜きん出たター・サディクの長剣は、松明たいまつの光を反射して血のように赤く輝かがやいている。

　われに返った領主は、握にぎりしめて皺しわだらけになったハンカチで額をぬぐいながら言った。

「……武器は、武器はわが館やかたの倉庫にあります。ただし参戦を許すのは、五体満足な若者のみ。怪け我がを負っている者や老人はついてきてはなりません！　それからサディク。あなたの申し出はたいへん嬉うれしい。嬉しいのですが……あなたも前線に来てはなりません。わたしの嫡ちやく子しはまだ成人しておりません。ここで、わたしとあなたの双そう方ほうが、万一にも倒たおれるようなことになれば、この街を導くものがいなくなってしまいます。あなたはここに残りなさい。だけど、くれぐれも軽けい挙きよ妄もう動どうはつつしんで。和解の道を閉ざすようなことだけは……」

「ご領主！　おはやく！」

　領主の長い話を伝令がさえぎる。領主は口をつぐむと、従者を引きつれて演壇の下に降りた。ター・サディクの言葉に火をつけられた男たちが、わっと領主の周りを取り巻いた。

　エルフを倒せ！　街を守るんだ！

　そんなことを叫さけびながら、講堂の外へと雪崩なだれをうって出て行く。どうやらクスコーもその渦うずにのみこまれてついていったようだ。

「これはまずいわね」

　いつの間にか、ファラータが戻もどってきてそばにいた。

「ただの伝令が領主の言葉をさえぎっちゃうなんて、よっぽどせっぱ詰つまってるんだわ。リコル、ここにいて。わたしも迎げい撃げきに加わるから」

「ちょっと待って、ファラータ!!」

　相変わらず血の気が多いなと思いながら、リコルは少し腑ふに落ちない気もしたので、小声で女戦士を引き止めた。

　領主が慌あわてふためきながら五体満足な男どもを連れて去った後、ター・サディクは講堂に残った人々と話を続けていた。

　残った人々。それは女や老人、子供や怪け我が人にんたちだった。

「わしらは、ほんとにこのままで大だい丈じよう夫ぶなんじゃろうか……」

「わたしもエルフたちが恐おそろしくなったわ。でも領主様のいうことにも一理ある。彼ら抜ぬきで、この先どうやって暮らしていけばいいの？」

　誰もが恐きよう怖ふを赤せき裸ら々らに見せた顔で、演えん壇だんに立つター・サディクの下に群れ集つどい、弱々しい声で語る。

「案ずるには及およばん。われら人間とて、エルフにそうそう引けを取るわけではない。人間の工人とて、長の年月の間にエルフから技わざを学びとってきている。エルフを追い出し、彼らの隠かくしていた秘術を奪うばえば、われらだけで充じゆう分ぶんやっていける。わたしを信じなさい！」

　壇上でそう語るター・サディクは、混じり気のない金色の後光に包まれているかのごとく、堂々たる威い厳げんに満ちていた。それまでいかなる話を聞いても絶望しか見出せなかった者たちも、かすかな希望を目に灯ともした。

「ああ、サディク様が領主であればよかったのに……」

「もしも、もしもあたしの息むす子こが死んだら、あたしは領主様を一生許さない。エルフに隙すきをつかれたのは領主様のせいだ。それなのにター・サディク様をこんな場所に閉じこめて、みすみす勝ち目を逃のがしてる」

「サディク様、あの役立たずの領主を引きずり降ろしてくだされ。そしてわしらを導いてくだされ！」

　最初は影かげに染しみこむようなささやき声だったものが、徐じよ々じよに講堂を揺ゆるがさんばかりの歓かん声せいとなっていった。

「ター・サディク様！　領主になってください！」

「サディク様！」

　講堂の人々は一丸となって叫さけんだ。よそものであるはずのリコルたちですら、それに唱和して力の限り叫びたくなりそうだった。

　だがそのとき、リコルは首にかけたペンダントがきらっと輝かがやいているのを目に止めた。

　どうしたんだろう？

　そう思って、ふと横を振ふり返ったとき、ファラータが魅みせられたような瞳ひとみでター・サディクの姿を見つめているのに気がついた。

　まるで惑まどわしの呪じゆ文もんをかけられているかのようだ……。

　その途と端たん、リコルは真実に気づいた。

　いきなり冷水を浴びせかけられたかのようだった。身体からだに満ちていた熱ねつ狂きようは消え失うせ、寒々とした覚かく醒せい感かんが戻もどってくる。

　リコルは、注意ぶかく自分の覚えている呪文を唱えてみた。

　と、うっすらと、その場を包み込む魔ま法ほうのオーラが見えたではないか。

　まさしくター・サディクは惑わしか何かの呪文をかけている！

　ター・サディクは演えん壇だんの上で、大声で語り、腕うでを振り回す。そんな彼のいささか芝しば居いめいた仕草に心が震ふるえるのは、彼らが呪じゆ圏けんの中に浸ひたされているからだった。

　気を落ち着かせて感覚を凝こらしてみれば、ター・サディクを中心に呪圏が講堂いっぱいに広がっているのを感じることができた。

　なぜ、こんなことを？　この人物はまさかこんな時期を選んで、街の権力奪だつ取しゆを考えているのか？

　ター・サディクの汚きたないやり口にリコルは吐はき気を覚えた。領主に近い者が、なにゆえ領主に反はん駁ばくし、人々を魅み惑わくするのかといえば、考えられることは一つしかない。

　領主の座だ。

　しかし、リコルは同時に、この呪文にも疑問を感じていた。果たして、この魔法はター・サディクみずからがかけているのか？

　領主みずからが呪文を操あやつるなんて……人々のエルフの魔法への嫌けん悪お感かんを考えれば、それはおかしなことのようにも思える。護ご衛えいらしきものをよく見てみたが、どうもそうした術にたけていそうな者は見当たらない。

　どういうことだろう？

　壇上に注意を戻もどしてみると、ター・サディクはちょうど演壇を降りようとしているところだった。

「では、わたしはいったん自宅に戻り、いまだ立ち上がらぬ街の住民に檄げきをとばそう」

　そう言いながら、再び屈くつ強きような護衛たちの開けた道を歩きはじめる。

「サディク様、どうかわたしもおともさせてください。この一命を投げうっても、きっとお役に立って見せます！」

　感激の涙なみだで目を泣きはらした女性が、そんな言葉をもらしつつター・サディクにすがる。彼は優ゆう雅がな身み振ぶりでさし伸のばされた手をかわし、両手を前につきだして女性を止めた。

「ならん。家を失い、家族を失った皆みなを、これ以上の危険にさらすことはできぬ。川の南岸とはいえ、夜は危険だ。やつらエルフは夜目がきく。どこから襲おそってくるかもしれぬ」

「ですから、この命を差し出しても盾たてになります！」

「いや、それよりも皆は講堂に籠こもり、天地の諸神にわが無事を祈いのってくれたまえ。見ての通り、わが護衛は屈強なる剛ごうの者。これに神々の加護が得られれば、わたしが傷つけられることなどあるまい。それではさらばだ」

　ター・サディクは集まった街の面々に向かって深く一礼してから、講堂の外へと出ていった。

　多くの者はすがるような目つきで、去っていくター・サディクを見つめている。

　その伏ふせられた顔の陰かげに、勝利の笑えみが浮うかんでいるであろうことを知っているのは、リコルだけだったにちがいない。

　追つい跡せきしなければ。

「どうしたの、リコル？」

　ファラータが不思議そうな顔で訊きく。

「いや、あいつはあやしい。つけていこう！」

「ちょっと待ってよ、なぜ？」

　いまだ納なつ得とくのいかない顔つきのファラータの腕うでを引っ張って、リコルは公民館を出た。外の木の枝に止まっていたクロックが、どこからともなく現われて、リコルの肩かたにちょこんと乗った。







　第四章　魔ま術じゆつ師しの塔とう







　辺りは墨すみを流したように暗い。ター・サディクは十人ほどの従者とともに、夜道を急ぎ足で抜ぬけていく。先導する男が松明たいまつを掲かかげているので、目印ははっきりしていた。しかも、リコルとファラータはその明かりと逆に、闇やみに紛まぎれていくので相手からは見つかりにくく、追つい跡せきにはもってこいだ。

　それでも、リコルは慎しん重ちように尾び行こうしていった。

　街はところどころ破は壊かいされた跡あとがあって、どんな物音を立ててしまうかわからない。それに、講堂の者たちがター・サディクを気づかったように、いつエルフの襲しゆう撃げきがあるかわからないのだ。ター・サディクの従者たちも、おそらくエルフを警けい戒かいしてだろう、しじゅう周囲に目を配っている。それに対しても、気をつけなければならなかった。

　ものも言わず、ファラータの手を握にぎり、クロックを肩かたに止まらせて半時間。どうやら、ター・サディクは自分の屋や敷しき近くまで戻もどってきたらしい。辺りは閑かん静せいな屋敷の立ち並ぶ区画となっていた。

「屋敷に入っちゃうわよ、どうする、リコル？」

「そうだな、ぼくたちにはクロックがいるから、こいつに忍しのび込んでもらえば」

　そう言って、フクロウに片目をつぶってみせようとしたリコルは、その鳥がじっと前方を見つめているのを知り、あわてて視線をもとに戻した。

　黒い影かげが一人、別れた。

　柄がらの悪そうな従者たちは、ほとんどが屋敷の中へ先に入っていった。だが、門のところで一人だけがター・サディクと何か打ち合わせたのち、塀へいに沿って別のところへと向かったのだ。リコルは危あやうくそれを見落すところだった。

「あいつ、檄げきをとばしにいったのかな？」

「でも、妙みようね、明かりを持っていない。こんな夜道なのに。追いかけたいけど、無理かなあ。でも、気になるわ」

〝それなら、まかせとき！〟

　リコルが、あっ、待て、と言うのもものかわ、フクロウはたちまち別れた男を追って飛び立った。その行動はすばやく、音もほとんどしない。

「まあ、たしかにクロックなら夜目が利きくから、大だい丈じよう夫ぶね」

　ファラータはのんびりしたものだ。

「ちぇっ、こっちはどうするんだい。クロックがいなけりゃ、忍び込むのは……」

「まあ、少し様子を見ましょう。何かあるようなら、わたしにだってできるわ。それより、リコル、クロックとはずっと話せるの？」

　ファラータの心配は杞き憂ゆうだった。リコルがフクロウに、どうなっているのか訊きこうとした矢先──

〝そうそう、こっちが追つい跡せきするのをちょっと待ってな。大したことがないようなら、すぐに戻もどってきてやるからさ〟

　安心させるように伝えてくるその声を、リコルはまるで耳もとでささやかれているようにはっきりと聞いたのだった。




　鳥の目は夜になると、ほとんど用をなさない。しかし、フクロウの場合は逆だ。その猫ねこのように大きな瞳ひとみは、決して愛あい嬌きようのある顔を作るためだけについているのではなかった。

　獲え物ものを見つける。そして、いったん見つけたら絶対に逃のがさない。

　クロックは夜の追跡には自信があった。これまでにもネズミのような小さな獲物が、下草の間を見え隠かくれしていくのを、先回りするようにして捕つかまえたことは何度もある。まして、相手は大きな人間だ。それも走ったりしていない。こんなやつなら、眠ねむってても追いかけられるさと、たかをくくっていた。どうせ近くのどこかに行くだけだろう。

　しかし、男はずっと早足で進むのを止めなかった。まるでクロックのような目を持っているかのように、道みち端ばたの障害も難なく避さけていく。やがて、街を取り囲む壁かべが見えてきた。


　んっ、何をするのだ？



　クロックがいぶかしむ中、男は辺りの様子をうかがうと、すばやく先に鉤かぎのついたロープのようなものを投げ上げた。壁は男の身の丈たけの三倍くらいはあるだろうか。

　ぴんと張ったロープ、斜ななめになる体。あっという間に、器用にするすると登っていく。その姿は雲間から見えた月の明かりの下、まるで何かの幻まぼろしを見ているのではないかと思えるほどだ。

　城の壁なら近くに見張り塔とうでもあるのかもしれないが、ただ街を守るだけともなれば、壁の監かん視しの目はそうきつくない。この緊きん急きゆう時じであっても、門の辺りが厳重に警備されているくらいで、その辺りを巡じゆん回かいする兵士はまれにしかいなかった。そもそも、この街タシエルは、いま外部からの敵にさらされているのではない。内部が人間とエルフ、二つに分かれて争っているのだ。

　フクロウは、相手が壁を乗り越こえたのを見て一いつ瞬しゆん悩なやんだ。

〝ホーホー、報告、報告、こいつはおもしろいことになってきた。あの男はただものじゃないみたいだ。いま街の壁を乗り越えた。しばらく、こっちの追つい跡せきを続けようと思うけど、いいよな？〟

　頭の中に、相手の驚おどろいているような感かん触しよくがあって、それからリコルが伝えてきた。

〝うん、どうも屋や敷しきの方では、大したことは起こってないみたいだ。そのまま追跡を続けてくれ〟

　フクロウはその声を聞いたときには、もう街の壁を越えていた。

　男は向こう側の地面に降り立つと、軽く埃ほこりを払はらってからすばやく周囲を見定め、近くの灌かん木ぼくの林の中に入っていった。よく見ると、小さな踏ふみわけ道が奥おくへと延のびている。

　周囲は街全体でも小高い丘おかとなっている地点で、その中腹にあたる。壁かべの外は林が一面を覆おおっていた。


　あの男どこへ行くのだろう？



　男の進む先を見ると、遥はるかかなたの丘の上に何か黒っぽい塔とうのようなものが建っているのがかすかにわかった。




「いったい、どうなってるんだ?!」

　思わず、リコルは口に出してしまった。

「えっ、何？」

　ファラータが心配そうに訊きいてくる。リコルは起こったことを手短かに説明した。

「何だか、こっちの屋敷は外れだったみたいねえ。それにしても、これからどうするの？」

「クロックを追いかけるのはなあ。外は暗いし、壁を越こえたりして見つかったら言い訳できないしな」

　若者は眉み間けんに皺しわを寄せた。本人にそんな気はないのだが、顔つきが泣き出しそうな感じで頼たよりなげに見える。ファラータは以前からリコルのその癖くせを知っていたが、いつもそれを見ると小さな弟のように思えて抱だきしめたくなってしまうのだ。

「ここはクスコーさんのところに戻もどって、クロックがどこへ向かってるのか訊いたり、何が起こってるのかを報告した方がいいんじゃないかしら」

　たしかに冷静に考えれば、そうも思える。屋や敷しきはまだ明かりがともっているが、何か事が起こるような雰ふん囲い気きはない。

〝よしっ、クロック、男を追って行ってくれ。それと行き先がどの辺りで、どんな場所か、しっかり見定めておいてくれよ〟

〝ほいほい、まかせな。やっぱり丘おかの上の塔とうみたいなところに向かってるようだぜ〟

　リコルは頭に響ひびくクロックの声に、これはひょっとしたら重大な事件にかかわったのではないかと思い、つい武者ぶるいせざるをえなかった。




　塔は黒くそびえ立っていた。灌かん木ぼくの林に隠かくれているため、突とつ出しゆつした部分はそう高くはないが、地面から測るとなると優に人間の背せ丈たけの五倍はあるだろう。

　見たところ三、四階建てだが、なにぶん窓がいちばん上にしかついていないので、正確な階数はわからない。苔こけむした石いし壁かべが、いかにも頑がん丈じようそうに丸くとり巻いている。

　クロックは、男が正面の入口で何か動作をするのを眺ながめていた。ここまで来るのに、塔のおおよその場所についてはリコルに教えてある。かなりの坂をさして息を切らすことなく延えん々えん登ってきたことを見れば、この男はかなり体を鍛きたえているのだろう。

　と、特に誰だれかが現われたわけでもないのに、扉とびらが音を立てて開いた。男は中に入る。まもなく扉はまた閉まった。

　空が晴れ、月が煌こう々こうと照らす中、クロックはどうしようかと考えた。ずっとリコルとは連れん絡らくをとってきたものの、これからも行動の指示を仰あおぐのがいささかわずらわしくもあったのだ。


　どうせ、ここまで追ってきたんだ。上に窓が開いてる。まさかあそこから忍しのび込むなんて、誰も考えていないだろう。じゃあ、入るからね。



　フクロウは羽音を立てることなく、塔の最上階の窓めがけて飛んでいった。

　窓は石壁を四角く切ってあり、そう大きなものではなかったが、クロックがくぐるくらいなら問題はない。窓がまちに乗って中をのぞくと、どうやら階段の途と中ちゆうに開いている窓らしかった。そんなに幅はばの広くない螺ら旋せん階段が、弧こを描えがいて上下に延のびている。窓があるといっても、これ一つだけでは採光がよいわけがない。螺旋階段には壁に燭しよく台だいがとりつけてあって、その炎ほのおが不気味に揺ゆらめいていた。

　階段のちょっと上には踊おどり場があって、扉が見えている。三階の部屋なのだろうか。フクロウはそばまで行って重そうな扉を眺めたが、小さな鳥である哀かなしさ、それをどうすることもできなかった。

　しかたなく螺旋階段を、少しずつ羽ばたきながら降りていく。と、途中にも踊り場があり、そこから階段はまた下に続いていた。


　ここが二階かな？



　そう思ったクロックの耳に、小声で話しながら誰かが階段を上がってくる音がした。

「ここまで来るのに、だれにも……」

「もちろんです。ぬかりありません。それでなくても、いま街はエルフとの戦争であわただしいので……」

　急いでクロックは、見つからないよう止まれる場所を探した。

　あった、階段の燭台だ。内側の壁のそれも高い位置についているので、そこにいれば死角になるだろう。

　フクロウは燭台の取っ手に止まると、まるで彫ちよう像ぞうか置き物のように固まった姿勢をとった。階段を上ってきた二人はまったく気がついていないようだ。

　一人は、もちろんこれまで追ってきた男だ。間近で見るとよくわかったが、あまり重装備をしていない。革かわ製せいの上着に短いズボンといういでたちで、これならター・サディクの従者の中でも目立たないだろう。しかし、目つきだけはやけに鋭するどい。

　もう一人の男、これは逆に目立っていた。いや、服装がそれほど派手なわけではない。黒いローブを羽は織おっており、内側には真っ赤なベストが見える。こんな塔とうにいて杖つえを持つているところから推測するに、明らかに魔ま術じゆつ師しだろうが、クロックが目立って感じたのはそいつの全身から立ち上る〝気〟のようなものだった。

　熱いのだ。

　季節は晩秋、時刻は深夜。月も冴さえざえとして、この地方ではもう寒さがそれなりだというのに、そのローブの男からは何か熱気のようなものがたちこめている。べつに顔や体つきが暑苦しいというのではない。たしかに眉まゆは太いものの、顔つきはどちらかというと細ほそ面おもてで、目もやや切れ長だ。体つきも、いかにも魔術師らしく細身である。なのに熱さを感じるのは、じっさいの熱なのか、それとも男の存在から発する雰ふん囲い気きによるものなのか、フクロウにはぱっと見ただけではわからなかった。

　男たちはクロックに気づく様子もなく、扉とびらを開けて、その二階の部屋へと入っていった。一瞬、鳥は扉が開閉する隙すきに中に忍しのび込めたらとも思ったが、とてもそんな余よ裕ゆうはなかった。扉に耳を押おしつけて中の音が訊きければなどと、人間の盗とう賊ぞくのようなことも考えたが、もちろんフクロウにそんなまねのできようはずもない。


　う～む、どうやら手て詰づまりみたいだな。どうしよう？　きっとこれからおいしい話をするんだろうな。



　事ここに至って、ようやくクロックにも焦あせらねばならない状じよう況きようだということがわかってきた。




　クロックがちょうど男を追って、魔術師の塔に着いた頃ころ。

　部屋には三人が集まっていた。

「街の外の塔？　ほう、あそこにはイレイザーという魔術師が住んでおるのだが、どうかしたのかな？」

　もう明け方も近い頃に戻もどってきたリコルとファラータに仮か眠みんを起こされ、前日の疲つかれが相当残っているだろうに、クスコーは丁てい寧ねいに答えた。

　賢けん者じやはあの講堂で領主と、エルフに対する戦せん闘とう部隊を組織するために出ていき、その激務が終わった後、自宅にいったん帰りついていたのだ。

　パイプの煙けむりが悠ゆう然ぜんとたなびく。それはいまの街の状況にはふさわしくないかもしれないが、リコルはだいぶ気が落ち着いた。

「以前、別の魔術師が建て、荒あれ放題になっていたのだが、自分の研究に使いたいとかでいまは移り住んでおるはずじゃが」

「おつきあいでもあるんですか？」と、ファラータ。

「いや、いちおう街のすぐそばに魔術師がいるので、それくらい知っておかんとな。不安に思う者もいるだろうし」

「で、その人はこれまでにも問題を起こしたとか。それか、ター・サディクと特に親しいとか」

　勢い込んで、リコルは訊きく。

「いや、隠いん遁とん生活そのものみたいだったが。街に必要なものがあれば、使いに買わせにやらすというような生活ぶりだよ」

「そうなんですか……」

　リコルはしばらく考え込んでいた。ター・サディクがなんらかの魔法の力で民衆を魅み了りようしていたのは、まちがいない。そうなると、この魔術師イレイザーが怪あやしいのは火をみるよりも明らかだが、ター・サディクというのはこの街でもかなりの実力者のようだ。簡単に誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようしてもいいのだろうか？

「何か言いたいことがあるのじゃなかったのかね、リコル君」

　リコルはファラータにめくばせをしてから、ター・サディクが魔法を使っていること、そして、あの講堂で別れて以来、ター・サディクの従者がとった行動を告げた。

　クスコーは当初、眉まゆ唾つば風ふうに聞いていたようだが、イレイザーがどうであれ、その従者のとった行動がかなり妙みようなものだと納なつ得とくしたのか、真しん剣けんな面おも持もちになった。

「たしかに、これまでにもター・サディクの行動には目に余るものがあった。ター・タシラ様の心根が優やさしく、はっきりものを言われないのをいいことに、甥おいである立場を利して、かなり勝手なことをしておったのだが──よもや、魔ま力りよくを使ってそんなことまでしておろうとはな。で、具体的な証しよう拠こはつかめたのか」

「いえ、その、いま、ぼくのフクロウが……」

〝ホーホー、おいら、これからどうしたらいいと思う、リコル？〟

　ちょうどそのときクロックから報告が入り、一瞬リコルの目が宙をさまよう。若者の目をのぞきこんだところだったクスコーは、何が起こったというように驚おどろいて立ち上がりかけたが、ファラータが意味を理解して彼を押おしとどめた。

「ふ～ん、そうか、弱ったな。どんな塔とうなんだい？」

　思わず、言葉が口をついて出る。そして、クロックからの説明を聞いてひとりうなずく。クスコーは最初、そんな若者の様子に気味悪げだったが、少しして慣れてくると、かえって真実味があるように思えてきたらしい。

「……でも、その塔って、何となく父さんと一いつ緒しよに住んでたところと似てるな。魔術師って、だいたい似たような考え方をするからなあ。きっと研究室はいちばん上の階にあるんだぜ……」

「…………」

「……そうだな……どうしよう……いまいちばん大切なことをしゃべってるかもしれないんだな……」

　相変わらず、リコルの目は宙をさまよっている。まるで、何かにとり憑つかれているような妙みような光景だ。

「リコル！　一人で悩なやんでないで、わたしたちにも話してよ。あなたの悪い癖くせよ」

　見かねたファラータが口を出す。

　一瞬、思考がとぎれて頭がまっ白になったリコルだが、すぐに状じよう況きように気づいて、これまでにあったことを二人に説明した。

　たしかに、これは困った状況だ。

　だが、考え込んでいたファラータに、そのとき閃ひらめきが訪おとずれた。

「あっ、リコルの住んでたところに似てるんだったら、煙えん突とつがあるんじゃない。そこから入ったら？」

「そうか！　クロック、屋上辺りを探してみな。きっと暖だん炉ろから煙突みたいなものがどこか外につながってるはずだよ。居間になら、そこから潜もぐり込めるかもしれない！」




〝げー！　知ち恵え者しやクロックにそんなことさせるのかよ、ツバメが巣を作るんじゃねえんだぜ〟

　とは思ってみたものの、他に手のうちようがない。フクロウは窓から出ると、塔とうの屋上辺りを探してみた。

　そうすると、屋上にはなかったが、塔の天辺付近に横穴が開いているのがわかった。大きさは、かろうじてクロックぐらいならくぐれそうだ。さいわい煙けむりも出ておらず、いまなら潜り込んでも大だい丈じよう夫ぶだろう。足あし爪づめを搔かき搔き、埃ほこりっぽい穴をちょっと進むと、真下に降りていけるようになっていた。

　その煙抜ぬきを少し降りてみると、斜ななめ下への脇わき道みちがあった。たぶんまだ、下の二階には達してないだろうなと思いつつ、好こう奇き心しんでそちらへ進んでみる。行き着いた先は暖炉だった。辺りをうかがうが誰もいない。

〝ホーホー、何とか降りたぜ。どうやら三階みたいだけどな。何かの研究室みたいだ〟

〝おいおい、連中が行ったのは二階なんだろ。そっちに早く行けよ〟

　ちっ、人使いの荒あらいやつだ。忍しのび込むときは、いろいろ逃にげ道を探しておくのが常道なんだぞ、と鳥は思ったが、たしかにゆっくりしていられないのは事実だ。

　クロックはまたもとの煙抜きに戻もどって、さらに下へと降りて行った。煙抜きは二、三階とも同じ構造をしているらしい。しばらくするとまた分ぶん岐き点てんがあったので、そちらに向かう。

　やはり暖だん炉ろだ。部屋から明かりが漏もれている。クロックは逆さ向きに顔をのぞかせた。

　部屋には男が二人いた。先ほどの二人だ。暖炉のそばの安楽椅い子すにすわって、語り合っている。ありがたいことに、一人は暖炉から見て横顔、もう一人は背を向けている。これなら気づかれるおそれはないだろう。それでもクロックは慎しん重ちように、あまり顔をのぞかせないようにした。

「……これでター・サディクも、狙ねらい通りというわけだな」

「まあ、そこまでしなくとも、あの領主じゃ、早晩人気が落ち目で取って替かわれたと思うんですがね」

「馬ば鹿かな！　貴様はまだあの領主がどういう性格かわかっておらぬのだ。ああした、のらくらしたやつほど、いざとなったら領主の地位にしがみついて放さぬものよ」

「で、この戦いを引き起こしたというわけですか。だけど、勝ち目はあるんですか？　けっこう街のこっち側は苦戦しているって噂うわさですぜ。せっかく、苦心して、こっちが種をまいたっていうのに、負け戦いくさということになったら……」

　魔ま術じゆつ師し風ふうの男は、その台詞せりふに顔を歪ゆがめた。どうやら、それがこの男の笑っている表情らしい。フクロウは漏もれ聞く台詞をいったん整理するのをやめて、そのままリコルに送ろうとした。

「愚おろかな。勝とうが負けようがそれはどちらでもいいのだ。勝てばもちろん、先ほどのようにター・サディクが人心を引きつけておるのだから、領主には勇退してもらう。負ければだな、それまでの事件を引き起こしたのはあの領主ということにして、その首をエルフに差し出せば、きやつらもそれ以上は要求せんだろう。エルフを掃そう討とうするには、いったん事を収めてからじっくり時間をかければよい」

　またも魔術師の顔が歪む。相手の男の顔は見えなかったが、彼がこのイレイザーを畏おそれているのは、ほとんど返答をしなかったことからも明らかだ。

「それよりも、あのエルフや北の商人を殺したことで、おまえたちは証しよう拠こをつかまれておらぬだろうな。エルフというのはしつこいからな。証拠が見つかったりしたら、いくらター・サディクといえども人心を失うぞ」

　話の流れから予想されていたとはいえ、こうもあからさまに陰いん謀ぼうを耳にするとは、クロックも考えていなかった。もちろん、リコルは聞き逃のがしていないだろう、と思いながら、もう一度話の要約を伝える。

「それは大だい丈じよう夫ぶです。殺しに使った武器は盗ぬすんできたもので、処分してますから」

「絶対安全にしておくなら、手を下したやつも処分しておくべきだな。なんだ、おまえ、震ふるえておるのか、情けない……」

　相手はすぐに答え返した。

「い、いえ、少し、その寒くて……イレイザー様から暖かみは伝わってくるのですが、何分明け方のこの時刻になりますと」

「おお、これは気がつかなかった。そうだな、普ふ通つうの人間には寒さがこたえるか。なら、暖だん炉ろで薪まきでも燃やせ。まだこれからター・サディクに指示を出すから、それを伝えてもらわんとな」


　や、やばい!!



　男はすぐに立ち上がると、暖炉のそばの薪を集めて、それを炉ろ床どこに置きにくる。火をつけるのだろう。

　クロックはあわてて暖炉のさらに奥おくに引っこむと、煙けむり抜ぬきに向かって退たい却きやくした。

〝まずいぜ、ホーホー、やつらは暖炉をつけようとしてんだけどな。ここは退却しようか、リコル〟

　急なことなので、リコルもどうしようと考えているのか返事がない。そうこうするうちに、煙が立ち上ってきた。

〝ぐえっ！　こりゃ、たまらん、退却～〟

　さすがに普ふ段だんは落ち着いているフクロウも、いぶりだしには耐たえられない。目を白黒させながら、入ってきた口に向かおうとする。

　そのとき、リコルからの返事が来た。

〝待った、クロック、どうせなら、三階の研究室にちょっと避ひ難なんしてたらどうだい。いままでの話はすごく役に立ったけど、それだけじゃ証しよう拠こにならないしなあ。研究室には、何かそれらしいものがあるかもしれない。それを探すってのは──〟


　おいおい、そうやって逃にげ遅おくれたら、こっちは袋ふくろのネズミかもしれないんだぜ。



　そう思いながらも、たしかに一時退避するというのはいい考えのように思えた。なにやら怪あやしい研究室だ、きっとおもしろいものも見つかるだろう。

　そう決心したフクロウは、再び上の階の暖炉へと向かった。




「何ということだ、何と……」

　クスコーはさっきから同じ言葉を繰くり返している。リコルがクロックの情報を率そつ直ちよくに伝えたからだ。普ふ通つうならこんな話を聞いても、容易には信じられなかっただろう。しかし、リコルの様子はあまりにも真に迫せまっていたし、旧知の召しよう喚かん術じゆつ師しの息むす子こであるという事実が、噓うそいつわりのないことを示していた。

「ター・サディクがそこまで悪あく辣らつな企たくらみをしていたとは……」

　あまりの衝しよう撃げきに、言葉尻じりが消えている。

「これは早さつ速そくター・タシラ様に伝えないと」

「クロックが何か証拠をつかんでくるといいんだけど」

　リコルはあくまで冷静に指示を出したと思っていた。

「でも、リコル、クロックがひょっとしたら危ないかもしれないわ。助けに行かなくてもいいの？　召喚術師の研究室から、そんなに簡単に証拠を持って帰れるとは思えないし、閉じ込められる可能性もあるのよ」

　召喚術師の研究室。その言葉を聞いたとき、リコルの胸にあのときの経験が甦よみがえった。そうだ、ぼくの父さんの部屋ですら、あんなに危険だったんだ。クロックをこのままにしたら……遅おそまきながら、そのことに気づいてリコルは立ち上がった。

「いまからそこに向かったら、どのくらいかかるんでしょうね」

「うむ、あそこなら、さっきも地図で見せたように三時間は必要じゃろう」

「じゃあ、馬でも借りて──クスコーさん、ター・タシラに知らせるのも必要かもしれませんが、イレイザーを捕つかまえるのも大切ですよ」

「たしかにな。いまは緊きん急きゆう時じで兵士が足りんかもしれんが、とりあえず、そのイレイザーを尋じん問もんしなければ」

　三人はこれからどうするか、あれこれ策を練ろうとしていた。

「あっ、まずい！」

　話しかけていたリコルの顔が、突とう然ぜん、蒼そう白はくになる。

「どうしたの？」

「クロックが大変だ！　助けにいかないと」

　急な知らせが入ったのか、リコルは必死の表情をしている。

「これは絶対助けないと。何か見つけたらしいんだけど、閉とじ込こめられている！　このままだと命が危ない。どうしよう？　ぼくらも飛んでいければいいんだけど」

「そ、それは、急に言われても──」

「飛ぶって?!」

　突然のセリフに驚おどろいたクスコーとファラータだが、決断のはやい女戦士はしばらく考えていて、決心したように叫さけんだ。

「リコル、あなたのグリフォンを召しよう喚かんして！」

「何だって？　そりゃ、できるけど、グリフォンにどこへ飛んでいけばいいか、そばで指示できないと」

「わたしが乗るわ。場所はさっき教えてもらった。わたしは、これまでにも馬にはうまく乗ってきた。そりゃ、空を飛ぶ生き物に乗るのはむずかしいでしょうけど、そこはあなたがうまくグリフォンを支配して！」

　一瞬、そんな無茶なと思ったリコルだが、クロックから入った知らせを考えると、一刻の猶ゆう予よもならないように思えた。あんなものに襲おそわれたら……。

　だが、グリフォンを召喚して支配するのも大変なのに、ファラータを乗せて飛ばすとは。

　たしかに、グリフォンに人を乗せて飛行させることはできる。東の風の国では、グリフォンライダーと呼ばれる民たみがいることは本で読んだ。けれどいま、それができるほどグリフォンをうまく支配できるだろうか？

　しかし、これはやらねばならないことのように思えた。クロックを救うには一刻を争う。彼がやられてしまうと、これまでのことが水の泡あわだ。それに、何よりもリコルにとって、あの鳥はかけがえのない友のようにいまでは思えるのだ。他にうつべき手はないだろう。

　クスコーに綱つなを用意してもらう。それで、召喚したグリフォンにファラータを縛しばりつけ、落ちないようにしてから飛び立たせようというのだ。

　そして、リコルは召喚の準備に入った。

　フクロウとファラータのことが不安で胸をうつ。だが、リコルはここで強く自分に言い聞かせた。

　心配するのはよそう。それよりも、いまはあの二人に教えてもらったことの方が大切だ。きっとうまくいく。いま、ぼくは新しい召しよう喚かん術じゆつを試ためすんだ。

　懐ふところから使い慣れた札を取り出す。辺りは水をうったように静かだ。

　リコルは召喚の札を空中に投げ上げた。




　フクロウはあわてて、一階上の暖だん炉ろから部屋に出た。そこに誰もいなかったのはさっき確かく認にんしてある。

　いかにも魔ま術じゆつ師しの研究室らしく、大きな机と本ほん棚だなにいろんな本がところ狭せましと並んでいる。リコルがいたら、ああ、やっぱりと思ったであろう、大きな書見台も置いてあった。その上に呪じゆ文もん書しよも載のっていたが、フクロウはちらっと見ただけでそれを無視した。


　何だ、これくらいならカリスタナス師だって研究してたぜ。



　もちろん、ただのフクロウに難解な呪文書が読めるはずはないのだが、フクロウとは言えクロックはドルイドに知ち恵えを吹ふき込まれたようなものだ。簡単な魔法文字くらいなら、すらすらと読める。

　ちらっと辺りを眺ながめわたしたクロックは、ふと、机の端はしに置いてある巻き物めいたものに興味を覚えた。開いてあるそれには、何かの走り書きや、日付めいた文章が書き込んである。そばには羽根ペンのようなものも置いてあった。そういえばカリスタナス師が、よくその日起きた出来事をこんな感じで書き記しるしていたことをフクロウは思い出した。


　ひょっとしたら、何かの記録書かな？



　大きさはフクロウの足でつかむには適している。クロックは器用にそれを丸めると、四本の鉤かぎ爪づめを持つ足でぐっと握にぎった。


　これはいいとして、さあどうするかな？



　部屋を見回してみると、奥おくの扉とびらが開いている。まあ、そちらが入口なんだろうが、見てみるのも悪くないと思い、フクロウはそちらに向かってみた。

　部屋に飛び込んだ途と端たん、とんでもないことをしてしまったのに気がつく。

　たしかに、そこは入口の間だった。

　そして魔術師が、自分の部屋の入口を無む警けい戒かいに放ほうっておくはずがないのだ。

　扉のそばに止まり木があり、そこに怪かい物ぶつが乗っていた。

　残ざん忍にんそうな目がぎろっとフクロウを睨にらむ。

　鳥だ。しかし、その巨きよ大だいな体。おそらくクロックの十倍は体積があるだろう。黒い翼つばさ、突つき出たくちばし、真っ黒な体たい軀く。まさしく大おお鴉がらすというにふさわしい。

〝貴様、どこから入った!!〟──クアッ！　という声がしただけだが、鳥の言葉に訳すなら、まさしくそうした台詞せりふがそいつの喉のどからほとばしる。

　と、同時に、止まり木から激しい翼の音とともに、たちまちそいつの黒い影かげがフクロウに迫せまった。
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　宙に浮うかびつつも、一瞬、立ちすくんだクロックだが、その攻こう撃げきを間かん一いつ髪ぱつでかわす。

　というのも、大鴉の足には、止まり木と結びつける小さな鎖くさりがついていたからだ。こうした障害がなければ、たちまちそいつの鉤かぎ爪づめで小さなフクロウはずたずたに引き裂さかれていたことだろう。

　ただ、さすがに焦あせったので、クロックは巻き物をその場に落としてしまった。すぐにでも拾いたかったが、その瞬間はいったん退いて敵をかわすのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　かなり遠ざかって、ようやく大鴉の足に鎖がついていることを知り、敵は行動の自由が完全に利きくのではないと気がついた。

　しかし、クロックは相手を見て、その大きさと同時に、カラスであるということに強い衝しよう撃げきを受けていた。

　はっきり言って、フクロウにとってカラスは宿命のライバルでもある。夜はもちろん、フクロウの方が強い。暗くなると目の見えなくなるカラスは、フクロウを強く畏おそれる。しかし、逆に昼間の陽ひの光が強くなると、今度は逆にカラスにフクロウが襲おそわれることもよくあるのだ。

　いまは、そろそろ夜が明けかける時刻。このまま時が過ぎれば、明らかに大鴉の方が有利だろう。

　大おお鴉がらすの瞬まばたきせぬ目は、じっとクロックを見つめている。フクロウはその眼光に操あやつられるような感覚を覚えて、はっと首をまわして巻き物を探した。よかった！　巻き物は転がって、鴉の鎖の届かない場所に落ちている。

　しかし、そこに向かおうとしたとき、また大鴉の眼光に射すくめられそうになって、思わずフクロウは目をつぶった。必死に近寄って、巻き物をつかむ。


　こいつ、催さい眠みんを使うのか！　こうなりゃ、かっぱらったこの巻き物を持って、早くトンズラしなけりゃな。



　しかし、どこへ？　入口の扉とびらはしっかり閉まっている。そこを押おし開けて逃にげ出すのは、体たい軀くの小さいクロックにとっては不可能だろう。暖だん炉ろはいまごろ、煙けむりだらけだろうし。

　しばらく考え込んでいると、鎖くさりがどうしても届かないと見た大鴉がひと声大きくクア～ッと鳴いた。

　クロックはその意味を測りかねたが、敵がどうも自分の手に負えなくなりかけて、助けを呼んだような感じがした。

　助け?!


　そうか、こいつはおいらのように、あの魔ま術じゆつ師しの使い魔でもあるんだな！



　おそらく、下の魔術師がまもなく上がってくるだろう。


　おっ、おい、どうしたらいんだよう、リコル。



　しかし、返事はない。というのも、リコルはその頃、グリフォンの召しよう喚かんに集中していたからだが、フクロウにはそんなことを知るよしもなかった。

　鳥は、魔術師が入ってくる隙すき間まを狙ねらって飛び出そうかとも考えたが、タイミングを一つまちがえば、あの大鴉の鉤かぎ爪づめにやられてしまうのは容易に想像がついた。それに、魔術師に魔法で直接狙われるのも恐おそろしい。

　開き直ったクロックの頭に、嫌いやな考えが浮うかんだ。

　煙えん突とつをぬけるのは?!

　あるいは、それなら可能か？　しばらく息をつめればいいのだから。

　思い立ったフクロウはさっそく実行に移した。足に巻き物を抱かかえたまま、暖炉から煙抜ぬきへと突とつ入にゆうする。そのとき、どうやら入口の扉が開いて、魔術師が入ってきたようだった。

　煙抜きの中はひどかった。煙がもうもうとたちこめ、とても目を開けていられない。それに、熱気も凄すさまじかった。しかし、煙の流れに従って進めば何とかなるはずなので、フクロウは必死にこらえた。距きよ離りにしてみればそれほど長くはなかったが、無限とも思える責め苦が続く中、急に視界が開けた。

　外だ！　あとは一目散に逃にげるだけ。しかし、逃げきれるのだろうか?!




　下の階で、イレイザーは頭の中に響ひびいてくる声を聞いた。

〝敵が侵しん入にゆう！　敵が侵入！〟

　よもやとは思ったが、急いで階段を駆かけ上がる。

　部屋に入った途と端たん、使つかい魔まの大おお鴉がらすガルゴロスがばたばたと羽ばたきしながら、事態を伝えてくる。奥おくに敵がまだ潜ひそんでいると思った魔術師は、警けい戒かいしながら扉とびらをくぐった。

　何もいない。

　しかたなく魔術師は大鴉の鎖くさりをはずして、そいつにも警戒させながら、何があったのかをもう少し詳くわしく聞いた。

　フクロウだと?!　誰かの使い魔か？

　しかし、フクロウを使うような存在はこれまで聞いたことがなかった。

　ふと、目が机の上にいく。ない!!　自分のつけていた日記と備忘録を兼かねそなえた巻き物が消えている。

〝巻き物、持ってた、巻き物、持ってた！〟

　ガルゴロスに訊きくまでもなく、魔術師は何が起こったかを見てとった。

　これはまずい。あれは絶対に取り返さなくては！

　そうか、あの暖だん炉ろから出たか。

　あわてて、大おお鴉がらすを肩かたに乗せて階段をさらに駆け上がる。

　屋上に出てみると、外は夜が明けばじめた頃ころだった。

　風の中、辺りを見回すと、はるか先に空中を遠ざかっていく姿があるではないか。

〝ガルゴロス、おまえの出番だ。きやつを何としてでもつかまえろ。追いつけるだけの速度を与あたえてやるからな〟

　魔術師はそう告げると、大鴉に手をかざして何事か唱えた。カラスに見た目は特に変化はない。しかし、その羽ばたきが以前よりずっと勢いを増したのはまちがいないようだ。

〝殺す、あの生意気なチビ、殺す、フクロウ、許さない〟

「よし、そうだ、目的を果たせ」

　黒く大きな影かげが塔とうを飛び立った。それは一瞬、昇のぼりかけた太陽に翼つばさをきらめかすと、はるか前を飛ぶ小さな影へ一直線に向かって行った。




　ファラータは焦あせっていた。馬に乗ったことはあるが、まさかグリフォンに乗るのがこんなにすごいとは！

　その姿ははっきり言って、しがみついているのに近い。もちろん、グリフォンは獅し子しの胴どう体たいをしているし、首は鷲わしの形で伸のびているので、馬に抱だきつくような姿勢をとることができた。そして、ファラータとグリフォンの胴には、それぞれぐるりと綱つなを回してあるので、いざ体から転落しても、どうにか宙吊づりになることはできる。

　当初、グリフォンライダーと聞いて、ファラータは緊きん急きゆうの事態であれ、それが恰かつ好こうのいいものだとちらっと思っていた。鷲獅子グリフオンの背に堂々とうち跨またがって、腕うでを振ふり上げている姿勢などは、一いつ幅ぷくの絵になるのではないかと夢想したりもしたものだ。

　だが、いったん空中に飛び上がって、指示された方向にグリフォンが全速で向かいはじめると、顔を切る風の早さに魔ま物ものの首にしがみつかざるを得なかった。

「きゃっ……」

　必死に悲鳴をこらえ、なんとか視線だけでも先を見つめておきたいと、ぐいと顔を上げる。これで下を見たりしたら、きっと気を失ってしまうだろう。

　さいわい、グリフォンはいまのところ冷静にリコルの言うことを聞いているようだ。この獣けものを召しよう喚かんしたとき、それまでに比べて若者は、より悲ひ壮そうな顔つきだった。無理もない。ただ、戦えといった簡単な命令でも、その実行の後には嫌いやな気分になると聞いているのに、ファラータを乗せて、その指示する方向に飛べという命令を与あたえなければならないのだ。

　しかし、いつになくリコルの声は澄すみ、その態度も堂々としていた。以前はもっと猛たけ々だけしく、支配しようとする生き物と接していた感じがする。それはあたかもヒステリーのようなもの。相手との意志のやりとりを、むしろ自分の方から打ち切りたいのかと思わせるようなぴりぴりした雰ふん囲い気きが、見ているだけで伝わってきた。

　だが、いまはしっかりと自分の意志を伝え、この獣と感覚をぴったり共有しているような感じだ。支配するよりは、共感したい、と。

　そうした言葉が胸に浮うかんだとき、ファラータもかなり動転していた気持ちが落ち着いてきた。

　そうなんだ、いま、このグリフォンには、半分リコルが乗り移っているんだ。何も心配することはない。

　不思議なもので、心が鎮しずまると、急に辺りの景色も目に入るようになってきた。

　いま彼女はまさしくタシエルの街の上を飛んでいた。下に、小さな箱のような家々が並び、寺院の屋根がちょっと尖とがって見える。うっすらと東が明るむ中、世界のただなかで浮ふ遊ゆうしているというのは、何ともいえない心躍おどる感覚だった。

　教えてもらった丘おかの方に、グリフォンの首を叩たたいて、姿勢を向ける。壁かべを飛び越こすまでにそうたいして時間はかかっていなかったのだが、この初めての体験は随ずい分ぶん長いようにも思えた。


　クロックは無事に逃にげ出せたのだろうか？



　見たところ、フクロウとおぼしき影かげはない。もともと小さいので、注意していないと見つからないだろうが、彼女は自分の視力に自信があった。

　と、丘の上の方に視線をやると、なにやら不気味な鳥の影が見えた。不気味といっても、それは姿がはっきり見えたからではない。

　影の速度が異常に速かったのだ。

　丘の上に、たしかに塔とうの頭のようなものが見えている。そこから現われた影は、あっという間にだんだん大きくなってくる。そして、進む方向は最初とちがい、途と中ちゆうから急に下の林の方向に向かい出した。

「変だわ、あれを急いで追って！」

　ファラータはその方向に、グリフォンの首を叩いた。影はいまでは林の方向に急降下したかと思うと、何かと激しく接せつ触しよくしたのか、見る間に急上じよう昇しようしてきた。

　今度は、そいつが何なのか見えた。

　巨きよ大だいな鴉からすだ。さすがにグリフォンよりは小さいが、それでも半分くらいはあるだろう。

「何よ、あれ、化物ばけものみたいなカラスだわ。あいつの急降下した方向に向かって！」

　下の林の方に向かって降りていく。と、まだ明るみきっていない中、林の間に小さな鳥が見えた。保護色のようになっているので、この暗さではファラータにもグリフォンにもなかなか見つからなかったのはやむをえない。

「見つけた、クロックよ!!　あっ、危ない。あっちに突つっ込んで！」

　クロックはちょっとふらふら飛んでいた。攪かく乱らんするための飛行なのか、それともさっきのカラスによる攻こう撃げきで怪け我がをしたのか？

　とにかく、そのふらついているフクロウめがけて、上空の黒い影かげがまた急降下して襲おそいかかろうとしていたのだ。

　それに向かって、ファラータの乗ったグリフォンも突とつ進しんする。

「ひゃあ～」

　さすがにこの猛もうスピードには耐たえられず、ファラータの口から悲鳴らしきものが漏もれ出た。それほど急降下というのは、激しい風圧がかかるのだ。

　そして──女戦士には何がなんだかわからないうちに、二つの影がかすめあった。

　ガッという激しい衝しよう撃げき。

　と、余りの速度だったため、グリフォンの胴どうにしがみついていたファラータの体が、前方にすぽっと投げ出された。

「きゃあああぁぁぁぁ！」

　今度は本当の悲鳴だった。さいわいにも綱つなはファラータの体にも回されていて、それは切れていない。そして、綱の先はグリフォンとつながっており、すごい力がこの飛行獣じゆうにかかった。

　まるで投げ出されたファラータに空中で引っ張られるように、グリフォンも林の方に墜つい落らくしていった。




「ファラータ～!!」

　女戦士の悲鳴を漏れ聞き、彼女が背中から落ちたのを感じとって、リコルは戦せん懐りつした。グリフォンはかなりの力で彼女に引きずられていく。リコルは魔ま獣じゆうに言い聞かせ、必死に体勢を立て直そうとした。かなり高度を下げてから、ようやく空中で踏ふみとどまることができたようだった。

　が、そのとき、グリフォンにまわされていた綱が、胴体から後ろ向きにすぽっと抜ぬけたのを感じる。

　まずい──ファラータが地面に落ちた！

　あわてて、そちらを見る。できれば落ちるまでに急降下して捕つかまえたいと思ったが、それはとても無理だった。どこか林の中に落ちたのだろう。彼女の姿は見えない。

　高度はいま、林のすぐ上くらいだ。これなら、ひょっとしたら……。

　下へ向かうようにグリフォンに指示しようとしたとき、脇わき腹ばらにもう一度、激しい衝しよう撃げきを受けた。

「キエ～！」魔ま獣じゆうが悲鳴を上げる。

　脇をかすめていく黒い影かげ。目をらんらんと光らせた大おお鴉がらすが、急旋せん回かいして三たびこちらに躍おどりかかってくる。もともとはクロックを追っていたのだろうが、このグリフォンを見て侮あなどれぬこちらの方から先に片をつけねばと考えたのだろう。

　グリフォンの本能が、リコルの頭の中で激しく渦うず巻まく。敵を鉤かぎ爪づめで切り裂さきたい、そいつの腹わたをえぐってやりたい──それはリコルの集中力をもってしても制せい御ぎよできないような激しいものだった。

　もちろん、落ちたファラータやクロックのことはひどく気になったが、いまこの敵を放ほうっておくことこそ、より危険なのははっきりしている。


　わかった、全力でやっつけよう。ぼくだっておまえの気持ちはわかるぞ。



　頭の片かた隅すみに勇気づけられたかのような気持ちが伝わってくる。このグリフォンの思いだろうか？　いずれにせよ、魔獣はその場で両りよう翼よくを広げ、前足で威い嚇かくの姿勢をとった。

　大鴉はくちばしでの一いち撃げき離り脱だつを狙ねらってくるらしい。しかし、体格は大きくともグリフォンには獅し子しのすばやさがある。あえて自らの身を盾たてにして、そいつを捕とらえようとした。

　衝撃、たしかにきつい。相手の体格は半分くらいとはいえ、魔法によって速度を倍加されているため、そのくちばしの威い力りよくは相当なものだ。

　リコルは受けた傷の痛みを直接頭の中に感じて、思わずくらくらした。

　しかし、グリフォンは脇腹に大きな傷を受けながらも持ちこたえた。

　そして、敵をとっつかまえた。いったん格かく闘とうになれば、体力にまさるグリフォンのものだ。

　ガキッ!!

　獅子の鋭するどい爪つめと、鷲わしの鋭いくちばしによって、大鴉はかなりの重傷を負ったようだった。

　ばさばさと黒い羽根が周囲にまき散らされる。大鴉はひとこえ哀あわれな鳴き声を上げると、懸けん命めいに離脱しようとした。


　逃にがしちゃだめだ！



　リコルの叫さけびに応こたえるように、グリフォンはさらに抱かかえ込んで強きよう烈れつなくちばしの一撃を加える。二匹ひきはもつれ合うように、さらに高度を落とし、林間に墜つい落らくした。大きな衝撃。リコルは必死にグリフォンの制せい御ぎよを取り戻もどそうとした。

　なんとか地面でも動き回れそうだ。

　見ると大鴉は羽根をどこか折ったのか、よろよろと体勢を立て直そうとしている。グリフォンもかなりの手傷を負っていたが、ここで相手を逃がすことはできない。

　空の王者は、今度は陸の王者として瀕ひん死しの獲え物ものに飛びかかっていった。




「ん……何、どうしたの？　あっ！」

　気絶していたファラータは、肌はだをなでられる感かん触しよくに目を覚ました。

　目の前にフクロウがいて、心配げにのぞきこんでいる。その顔はいまでは見慣れたものだったけれども、どこか瞳ひとみの奥おくに愛情がほの見えてとても心強く思える。

「わたし、助かったのね？」

　フクロウはこくりとうなずいた。首を振ふることで、意志を伝えることくらいはできるのだ。よく見ると、その体は煤すすだらけだった。足には巻き物をしっかりつかんでいる。

　周囲を見わたすと、木の枝がかなり散っていた。落ちたのがそんなに高くなかったことと、伸のびた木の枝に引っ掛かかったことで、何とか命は助かったらしい。骨折でもしていないかとこわごわ体を動かしたが、無心教で鍛きたえ抜ぬいた体にはそれほど大きな怪け我がはないようだった。むろん、お尻しりは少し痛かったが。

「グリフォンは……あっ、そうか、敵をやっつけたので送そう還かんされたのね。じゃあ、リコルには、もうこっちが大だい丈じよう夫ぶだって伝えられるわけ？」

　フクロウは今度もその通りというように、首をこっくりと縦たてに振った。




　その頃、魔ま術じゆつ師しの塔とうの研究室で、イレイザーは忙いそがしく動いていた。

「やつらはおそらく近いうちに、ここに来るだろう。われはもう必要がなくなったので、ここは引き払はらう。貴様はどうする？」

　魔術師の顔にひきつった笑いが浮うかぶ。それは威い嚇かくとも嘲ちよう笑しようともとれた。相手の男はただ身み震ぶるいしているだけだ。

「まあ、貴様の愚おろかな行動が、こうした事態を引き起こしたのだ。おめおめとはター・サディクのもとには帰れぬだろうな。さりとて、貴様のような愚か者をわれは使う気にもならぬ。ならば、ここで敵を迎むかえうって、抵てい抗こうしろ。最後は火を放て」

　相手はがくがくと首を振った。こう答える以外に、すべはなかっただろう。

「なら、準備をするのだ！」

　男は入口に向かおうとした。

　その瞬間、男の背後でイレイザーが指を上げた。その先から、激しい熱が飛び散る。男はびくっとしたかと思うと、たちまち床ゆかにくずおれた。

「まあ、死んでしまった方が、言うことはよく聞いてくれるからな」

　魔術師はその死体に何か呪じゆ文もんを唱えてから、ゆっくりと隣となりの部屋へと消え去った。

　後には、暗く冷たい石いし壁かべが残されているだけだった。







　第五章　夢見る石の庭







「どうでしたか？」

　階上から降りてくる賢けん者じやクスコーに、リコルをはじめとして皆みなの視線が一いつ斉せいに集まった。

　居間にいたのは、リコルとファラータ、それにフクロウのクロックだ。

　時刻はいま、昼を過ぎたところだった。

　その日の朝方、フクロウとファラータは巻き物を持って、ようやくこの家にたどりついた。リコルはどうなることかと思いつつ、ただひたすら待っていただけに、二人の顔を見たときには本当に救われた思いがしたものだ。

　賢者は直ちに領主に連れん絡らくをとってから、なんとか兵をかき集めてその魔ま術じゆつ師しの塔とうへ向かわせた。だが、兵士たちはかなり激しい抵てい抗こうに会い、最後には塔に火をつけられたため、重要な証しよう拠ことなるものは何も見出せなかったらしい。

　また、イレイザーという魔術師の姿は、影かげも形もなかったという。

　賢者はまた、ター・サディクの件で領主とも会見していた。そうした行動で朝から忙いそがしかったにもかかわらず、ついさっきまで巻き物を読み解く作業にも没ぼつ頭とうしていたのだ。

　休息をとっていたリコルたち一行は、ここではじめて結果を聞くことができた。

「え～、逃にげられたんですか！」

　期せずして失望の声が上がる。

「まあ、われわれが調べに来ると思って、あの後すぐに逃とう亡ぼうしたのだろう。どうやらあのイレイザーは陰いん謀ぼうを企たくらんでおっただけではなく、アンデッドについても研究しておったらしい。こちらの兵士は、地下に隠かくれておったゾンビのような輩やからと剣けんをまじえて、なかなか大変だったとも聞くからな」

　アンデッドとはいったん死んだ者を、あやしげな秘術でこの世に甦よみがえらせたものであり、そうした術を研究するのはたいていの場所で禁じられている。もちろん、このタシエルでもだ。

「よかったわね、クロック、そんなのに襲おそわれなくって」と、ファラータ。

〝ふう、おいらはあの大おお鴉がらすだけで充じゆう分ぶんだよ〟

　二度とあんなやつとは会いたくない、という考えがリコルの頭の中に伝わってくる。若者はそれをファラータに告げるとともに、このフクロウにも苦手があると知って何となく愉ゆ快かいだった。

「それで、ター・サディクはどうなったんですか？」

「まあ、うまく拘こう留りゆうはできたが、このまま証しよう拠こが出てこなければ、まずいことになりかねんな」

　エルフとの戦いは、膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。前日の昼間の散発的な奇き襲しゆう攻こう撃げき、そして、夜に入ってからの、川をはさんでの本格的な攻撃。当初は対応が遅おくれがちで被ひ害がいも大きかった人間側だが、兵を募つのって必死に防戦することで、街の南側への大がかりな侵しん入にゆうはこれまで阻そ止ししていた。もし、エルフの側に弱点があるとするなら、大挙して街を制圧するほどの軍勢が人数から見ても揃そろわないのではないかということだろう。

　しかし、このままゲリラ的な戦いが続けば、能力の高いエルフによる人間への被害は徐じよ徐じよに大きなものとなっていく公算が高い。

　それを防ぐためにも、ここでター・サディクの陰いん謀ぼうを完全に暴あばくことが必要だった。そうなれば、それなりに代だい償しようは支し払はらわねばならないだろうが、エルフ側に真相を伝えて和平にこぎつけることができるかもしれない。

　サディク本人を拘留することは、奇襲をかけたこともあってすんなりと成功し、いまだ大おお事ごとにならずにすんでいた。クスコーの言によれば、領主のター・タシラはサディクの陰謀を知らされても、なかなか信じられない様子だったという。そこを賢けん者じやが、全責任を負うということで、そうした処置をとってもらったらしい。さいわい、イレイザーの塔とうであやしいアンデッドが現われたために、クスコーの説もいくばくかの信しん憑ぴよう性せいは認めてもらえたようだ。だが、当の魔ま術じゆつ師しを捕とらえることができず、また塔も焼きつくされてしまったとなれば、このままでは証拠が不充分なことは歴然としている。

「そう、早く証拠を見つけ出そうと思ってな」

　賢者は髭ひげをしごきながら、疲つかれた顔で同じ言葉を繰くり返した。

　一行はここで、前に置いてある巻き物を見た。

　内容は断だん片ぺん的なことが、それも異国の言葉と魔法語をまじえて書いてあったので、その解読はなかなか大変なようだ。

　考えてみれば、ファラータや自分もがんばったとはいえ、この賢者も年ねん齢れいを感じさせずに精力的に動いてくれている。パイプをくゆらせているところだけを見ると、ほんとに温おん厚こうな学者そのものなのだが、芯しんは強い人なのだろう。

　リコルはやはり自分もその巻き物を読みたかっただけに、勢い込んで訊きいた。

「で、詳くわしくお読みになって、何か出てきたのですか？」

「うむ、出てきたといえば出てきたのじゃが、奇き妙みようといえば奇妙じゃな」

　あいまいなその言葉に、一行は不安半分で説明を待った。

「例えば、ここのこの部分には、何かメモめいた書き込みがしてある」

　賢者は巻き物をひもといて、初めの方の部分を指さした。

「これは中原の大国サザンの文字なのじゃが、ところどころ何か別の国めいた表現が使われておって、わしにも簡単には解読できんのじゃよ」

「サザンと、さらに別の国？　イレイザーというのは、そこから……」

　思いもかけない言葉に、リコルはちょっとわくわくした。

「で、わかったことだけでも。その内容は何だったんですか？」

　ファラータはリコルよりもっと現実を見つめている。想像をたくましくするのもいいが、早く結果を聞きたいのが普ふ通つうだろう。

「それが……たしかに、ここタシエルをできればうまく支配下におくように、との指令めいたことについて、あれこれ書いてある」

「それって、サザンがタシエルを支配しようと?!」

　さすがにリコルも驚おどろいた。サザンはたしかに大国だが、ここタシエルとは永年、友好的な間あいだ柄がらにあるはずだ。

「いや、どうもちがうな。サザンにある、そのどこかわからぬ国の言葉を使う組織が指示しているようなんじゃ」

　要領を得ない説明ながら、裏に複雑な陰いん謀ぼうが隠かくされているようだった。フクロウのクロックまで、真しん剣けんな顔つきで巻き物をのぞきこんでいる。

「で、ター・サディクがかんでいる証しよう拠こは？」

　いちばんの核かく心しんを若者はついた。全員が緊きん張ちようの面おも持もちだ。

「ところどころに、ター・サディクの名前は出てくるが、直接ああしたこうしたといったことは書いていない」

「まあ、それでも、何もないよりはいいですね。うまく使うなら、役に立つかもしれない」

「だけど、それだけで領主が信じてくれるかしら。サディクは絶対シラを切るに決まってるから」

　ファラータの正しいことは誰だれもが認めた。それだけなら、どこかの頭のいかれた魔ま術じゆつ師しが勝手にタシエル支配を妄もう想そうしていたと考えてもいいわけだ。

「エルフや商人を殺した陰謀については？　これもだめかなあ」

　リコルはちょっとあきらめ気味だ。

「そういう直接のことは、何も書いていない。だが──」

　一いつ瞬しゆんがっかりしかけた一同だが、賢けん者じやの最後の言葉にぐっと身を乗り出す。

「──妙みようなことが日記風に書いてあった。それによると、イレイザーはジオテランの森にもどうやら拠きよ点てんを持っていたらしく、そこでいろんな魔物を召しよう喚かんしたり、支配下に置いて、騒そう動どうを起こそうとしていたらしい」

「何ですって?!」

　異口同音に叫さけびが上がる。あのドルイドの森で告げられた、謎なぞめいた森の魔物の勢力拡張がこれで説明されるのだろうか。

「そうなんじゃ。このイレイザーというのは、ター・サディクと組んでこのタシエルでの陰いん謀ぼうに専念しておったというよりも、むしろ活動の中心をジオテランの森に置いておったような節がある。例えば、この辺りを見なさい」

　賢者は巻き物をつぎつぎと追っていった。

「この部分は皆みな、オークの部族をどれくらい支配したかとか、あるいは、どんな魔物を呼び出して、その勢力をどれだけ広げたかなどについて書いてある。それともう一つ」

　ここで喉のどが渇かわいたのか、賢者は茶を一いつ杯ぱい飲んだ。咳せき払ばらいしてから再開する。

「このイレイザーというのは、そうした行こう為いを行ないながら、何かを森で探しはじめておる。途と中ちゆうからじゃがな。たぶん、この〝エルフを捕とらえて尋じん問もん〟という辺り以後じゃ」

　まだ巻き物は半分も開かれていない。リコルはそんなあやしい行為が、あのジオテランの森で行なわれていたのか半信半疑だった。

〝おいら、ちょっとわかるぜ、リコル〟

　フクロウがそのとき、若者の頭にささやいた。

〝少しだけしか読めないけど、そこのところはたぶん『庭』とか『石』とか書いてある。それがどこにあるのか、こいつ探してたみたいだな、うん〟

〝おまえ、この文字が読めるのか、クロック?!〟

〝う～ん、字が下手だから読みにくいけど、どうも南方文字系じゃないかな。おいら、カリスタナス師のところでいくつか別の国の言葉覚えたからな〟

　フクロウが知っていて自分が知らないことにちょっぴり悔くやしさを覚えたリコルだが、そのことをクスコーに告げてみる。

　途と端たんに、賢けん者じやの目が輝かがやき出した。

「おおっ、そう言えば!!　崩くずれたメモ書き程度だから思いつかなかったが、そうも読めるな。普ふ通つうの南方文字ではなくて、もっと貴族風の書き文字だ。これはもう一度調べ直さねば。しかし、リコル君、きみはすばらしい！　そんなことまで知っておるとは。さすがにファルドの息むす子こさんだ」

　賢者からの思いもかけぬ称しよう賛さんの言葉。ファラータも感心したような顔でリコルを見つめている。あっ、それはちがうんだ、このクロックが……とリコルは言いたかったが、何だかそれを告げる機会を逸いつしてしまった。

「そっ、それはいいんですけど、じゃあ、もう少し、ここに何が書いてあるのかわかりますよね」

「そうじゃな、暗号とは言わないまでも切れ切れにメモしかしていないので、完全には無理かもしれぬが、もっと見つかるじゃろう。わしは、もう一度調べてこよう」

　賢者は急いで巻き物を丸めると、再び階上の書しよ斎さいへと上がって行った。ほっとしたリコルはフクロウを見る。そいつは片目をつぶって応こたえてくれた。




「リコル、でも大変なことになったわねえ。まあ、カリスタナス師に予言はされてたけど」

　ファラータは飲み物をすすりながら、話を切り換かえた。タシエルは森が近いせいもあって、ハーブ茶の材料には事欠かない。いま彼女が飲んでいるのも、〝冬の蕾つぼみ〟というやや刺し激げき性でいい香かおりのする、この地の名産だ。

「あの巻き物が鍵かぎを握にぎってるんだろうなあ。ほんと、ファラータとクロックが活かつ躍やくして、あれを手に入れられてよかったよ」

「でも、わたしなんて……飛んで行って落っこちただけだから。ここはやっぱりクロックのお手て柄がらでしょうね」

　そう言って、ファラータはフクロウの頭をなでる。クロックは胸むな毛げを膨ふくらませて、とても幸せそうだ。

「いや、やっぱりファラータがグリフォンを指示しなかったら、クロックがやられちゃってたと思うぞ」

「それにしても、リコル、あのグリフォンの召しよう喚かんは見事だったわ。どこかいままでとちがってたみたいだけど、やり方でも変えたの？」

　リコルは一瞬ぎくっとしたが、ファラータの鋭するどい勘かんはまちがっていなかった。

「あのときは必死だったからなあ。でも、たしかに召喚するときに、これまでは支配しよう、支配しようという気持ちが強すぎたんじゃないかと、気がついたんだ。ほら、あの公園で鳩はとを呼び出したときに、クロックに〝鳩だったら愛情を持ってるのに、ほかのには怯おびえてる〟って言われただろ？　それと、公民館でファラータが一いつ生しよう懸けん命めい、看護しているのを見て、相手の気持ちになるってことがすごく大切だと思ったんだ」

　女戦士はこれを聞いて、リコルが少しずつ成長しているのを感じた。たぶん、これまでは魔ま物ものを召喚するということで、かなり緊きん張ちようが先に立っていたのだろう。そのいらだちをただ外にぶつけるだけでなく、よく考えて自分を見つめ直せるようになったのは、この若者が自分をも制せい御ぎよできつつあることを示している。

　そう思うと、小さい頃ころから見慣れているリコルが、ちょっぴりたくましさを増したのじゃないかという気がして嬉うれしかった。

〝まあな、でも、そいつは単に召喚術の腕うでが上がった結果なのかもしれないぜ、ホーホー〟

　さっきから、少し先に光明が見えたことで妙みように幸せな気分に浸ひたっている二人を見て、フクロウがまぜっかえす。

「おいっ、人がせっかくいい気持ちになってるのに、何を言うんだ」

　リコルは苦く笑しようしたが、たしかにそうかもしれないと思い直した。うまくいかないから、怯える。怯えるから、うまくいかない。これは悪あく循じゆん環かんというやつだ。逆に、うまくいく、それは余よ裕ゆうができたから。なぜ余裕ができたか、それはうまくいくように腕があがったから──こう考えて、どんどん好循環になる相関関係だってきっとあるのだろう。

　もちろんそれだけでは、ときによっては自己満足に浸って慢まん心しんしてしまい、うまくいかなくなる危険もある。まだまだレベルの高い召しよう喚かん術じゆつには、どんな困難が待ち受けているかわからないのだ。

　ただ、これまでのように、召喚のさい支配できなければ──という恐きよう怖ふに自じ縛ばくされるのは、逆に相手にも敏びん感かんにそれが伝わってうまくいかなくなる、ということには納なつ得とくがいった。

　そのとき、家令が来客を告げた。クスコーが降りてきて話を聞く。客は領主からの使いだった。

　何だろうと思っている一行に、やがて居間に来た賢けん者じやは告げた。

「これから、大事な用件でター・タシラ様が会いたいとのことだ。きみたちにも、ぜひ来てほしいらしい。いや、きみたちにこそ、用があると言われている」




　ター・タシラの館やかたは小さな城といった風ふ情ぜいだった。さすがに歴史あるタシエルの街の長にふさわしい。

　ものものしい警備の門をくぐり、応接室で待たされること半時間、あのせかせかした緑のマントの人物が入ってきた。

　リコルは自分たちに何の用だろうと、ここに来るまでいぶかしく思い続けていた。ター・サディクの容疑も確定していないのに、まさかまだ報ほう償しようをもらえるということもないだろう。逆に、領主の親族に不敬な容疑をかけたということで拘こう束そくされるのではないか？　まだこちらの方がありえたが、ここまで来れば一同が賢者クスコーと一いち蓮れん托たく生しようなのははっきりしている。不安に思いながらも、リコルたちは腹を据すえていた。

　ところが、むずかしい状じよう況きように領主は苦虫をかみつぶしているのかと思いきや、意外に明るい顔つきをしている。リコルは、これは見込みがあるかもしれないという気になった。

「賢者よ、それで、そちの主張を裏づける証しよう拠こは出てきたのかな？」

　やはり、まずそのことを尋たずねられる。

「はい、ター・タシラ様におかれましてはご親族と言うことで、まことに残念なことですが、かなりの部分確実でございます。が、なにぶん、あの魔ま術じゆつ師し、異国の手先であったようで、その証拠となる巻き物の解読にいましばし、ほんのしばしでございます、お時間をいただければ……」

「何、異国の手先?!」

「はい、はっきりしたことはまだ申し上げられませんが、かなり南方の国家で、サザンで暗あん躍やくしております組織の一員でございましょう」

「そんな遠方より、わが街になぜ……ター・サディクもそやつの甘かん言げんに乗せられたのであろうな」

　こいつはまだ自分の甥おいを信じているな、とリコルは感じた。しかし、それもしかたがない。直接あの陰いん謀ぼうを聞いたのでなければ、遠くの村からやってきた見も知らぬリコルたちの言葉を急に信じろと言う方が無理な話だろう。

　いずれにしても、こちらには何の用件だろう？

　緊きん張ちようするリコルらにター・タシラは口を切った。

「ところで、今日来てもらったのは、その魔術師の問題だけではない。そこのお二人もご存知だろうが、近頃この街ではとんでもない事件が起こっている。エルフとの戦いは小康状態になっているが、いつまた新たな火ひ蓋ぶたが切られるかもしれぬ。しかし、われらもただ長い歳さい月げつを対立だけに費ついやしてきたのではない。彼らとはそれなりにつながりも持ってきた。そこで……おい、お通ししろ」

　領主の言葉とともに部屋の扉とびらが開く。そこには見知らぬ男と、見慣れた男の二人が立っていた。

「ベナウス!!」

「あなた、どうして？」

　ついこの間まで同じ旅をしてきた男が、いつものように癖くせのある微笑ほほえみを浮うかべている。もう一人は、ベナウスよりも年上で小太りの、いかにも貫かん禄ろくがあるというタイプだった。

「こちらは、街の商工ギルドの長ポウプ、それと、彼に仕える、まあ、きみたち二人はよく知っているだろうが、ベナウスだ」
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　ター・タシラはリコルらが驚おどろいているのを見て、いくぶん自じ慢まんげに話を続けた。

「じつは、ポウプはエルフとの取り引きの上でも重要な地位にあるが、その他にも、え～、何というべきかな、さまざまな〝調整〟の仕事をしてもらっておる。その手足となって動いてもらっておるのが、このベナウスだ」

　調整──便利な言葉だが、それはいろんなトラブルの解決などを意味することは、リコルたちにもわかった。あるいは、間諜スパイのようなこともするのだろう。リコルは一いつ緒しよにいる間、どうしても晴れなかったベナウスへの疑念はきっとこの部分だったんだろうなと、ようやく納なつ得とくがいった。と同時に、ター・タシラというのが、ただの気の弱そうな領主だけではなかったことにも……やはり、タシエルくらいの街を治めるともなれば、それなりに目配りが行き届いていなければむずかしいのだろう。

「あとはこちらから説明しようかの、ふぉっ、ふぉっ、ふぉっ」

　小太りの男が腹を揺ゆすって笑った。そういう役に就ついているとわかれば、いかにも余よ裕ゆうある商人風に見えるところがかえって可お笑かしい。

「エルフはいま、たしかに腹を立てておる。特に、その長であるエリオールはかたくなな男で、今回の件はわれわれが真相を明らかにし、頭を下げなくては絶対に許さぬと宣言しておる。まあ、昔からつきあいにくい男だったがな、ふぉっ、ふぉっ。もちろん、今回そなたらが見つけたという陰いん謀ぼうのはっきりした証しよう拠こを提示できれば、いったん休戦に持ち込めるかもしれぬが、それでもやつのことだ、多大な賠ばい償しようを請せい求きゆうしてこんとも限らん」

　はっきり言い切るポウプに、領主はさすがに苦い顔をした。

「ただ、こちらとしては今回の件は、過去にもあったような不幸な誤解が原因となっていると主張をしたい。きっかけはこちらにあったとしても、その騒さわぎが拡大したのは事故のようなものなので、しかるべき償つぐないで穏おん便びんにすませたいというのが、ご領主の考え方だ。そして、われわれもタシエルの置かれている立場や、これまでの歴史を考えると、それが最善の道ではないかと思っている」

　まあ、エルフの側から考えると虫のよい考えかもしれないが、この件だけで戦争となり、どちらかが歴史のある街を制圧して多大な被ひ害がいが出るというのも、たしかに大人げないとリコルも感じた。

「そこで重要なのは、エルオールのかたくなさを和やわらげる方策ということになってくる。これについて、われらはこれまでいちばん頭を悩なやましてきたのだが──」

　ここでポウプはベナウスに口を切るよううながした。ベナウスはわりあい無表情に語り出した。

「おれはまったく関係ないところから、とある話を聞いた。ただ、これによって、いまこの街で起こっていることに収しゆう拾しゆうがつくかもしれないと思ってね」

　そう言って、にやりとする。その表情は皮肉っぼく、リコルはその笑えみがこれまでのように自分に向けられているのを強く感じた。

「要はエリオールの妹が、自分たちを助けてくれる人間の召しよう喚かん術じゆつ師しを必要としてるのさ」

　エルフの族長の妹？　それが召喚術師を？　リコルはこれまでの話とのつながりが読めず、首をひねった。その表情を見てベナウスが続ける。

「おれはさいわい、こんな状じよう況きようでもエルフと取り引きを続けられるので、その森へ行ってみた。すると、妹のマリエンデールが人間の召喚術師にどうしても助けてほしいことがあるということらしい。でまあ、おれはちょうどおまえさんたちのことを思い出したので、ポウプさんにも連れん絡らくしたってわけさ」

「どうして、人間の召喚術師なの？」

　ファラータがリコルの代わりに訊きいてくれる。

「わからん。その話は直接するから、森に来てほしいということだ。もちろん、こういう役に就ついているからおれは行くが、おまえさんたちにお願いするからには、ちゃんとご領主を通してと思ってね」

「と、いうことだ。その妹の願いをかなえることができれば、あるいはエリオールにとりなしてもらうことも大いに可能かと思う。だから、わたしからもぜひお願いしたい、リコル・エイキン殿どの」

　領主が深々と頭を下げた。

　リコルはまだ、この突とつ然ぜんの出来事に驚おどろいていた。ベナウスが何者かはよくわかったが、なぜ自分のような召喚術師が必要なのだろう。エルフの族長の妹に呼ばれてるって？　たしかに、その点での興味は大いにあった。もちろん、情け容よう赦しやなく人間と戦うエルフの中ちゆう枢すうにあえて行くのだから、それなりの覚かく悟ごも必要だろう。

　だが、この役目は引き受けざるをえないだろう。いまここで起こっている悲ひ惨さんな戦いを早く止めなければ……あの公園や公民館で見た悲惨な人々、そして、あんなにも精せい緻ちな彫ちよう刻こくの橋を壊こわしてしまう戦争の野や蛮ばんさには耐たえられない。

　しかし、あの逃にげた魔ま術じゆつ師しと、ター・サディクのことは？　放ほうっておいて大だい丈じよう夫ぶなのか。

　結局、リコルは魔術師とター・サディクに街の権力を奪うばいとられないよう充じゆう分ぶんに警けい戒かいするという条件で、依い頼らいを引き受けることにした。ファラータやクロックもそれに賛成なのは言うまでもない。

　そして、もちろん、彼らもリコルとベナウスに同行することとなった。




　森、深い緑の森。ここは同じジオテランの森であっても、これまで旅してきた地域とはかなり様相が異なっていた。

　深しん山ざん幽ゆう谷こくとまではいかないが、それでもタシエルの街からそう遠くないところに、これだけ深い森があるとはリコルは想像していなかった。

　色づいた背の低い木々がそこそこ茂しげっているのではなく、背の高い針葉樹の密生した森がずっと続いている。道もかろうじて踏ふみわけ道らしきものが、最初のうちあったくらいだ。それも、そのうち消えてしまった。

　晴れわたった空や、木々を通して聞こえてくる歌鳥の声にちがいはなくても、何か〝森〟という別世界の圏けん内ないに包まれているという感かん触しよくが、いやでも身近に迫せまってくる。

　もっとも、そこを行く仲間は以前と同じだ。リコル、ファラータ、ベナウス、そして、フクロウ。

「気持ちいいわね」

　ファラータが単調な道行きに疲つかれたのか、伸のびをしながら告げた。

「いや、気持ちがいいのか悪いのか、わからないな」

「またそんなことを言う。そりゃ、普ふ段だん、部屋にこもって勉強してる人には感じられないかもしれないけど、森の空気ってやっぱりすがすがしいわよ」

〝そう言う意味じゃないんだけどな。ぼくの言いたいのは、人間の環かん境きようと森みたいな植物の環境は一いつ緒しよにあれば気持ちいいけど、ここでは圧あつ倒とうされて、なんか息苦しいと言いたいんだよ。クロック、おまえならわかるだろ？〟

　そう思ったリコルは、振ふり返ってフクロウを見た。

〝おいら、昼間はただ眠ねむたいだけさ〟

　なにやら、うとうとしかけた思考が返ってきただけだった。

「まあな、リコルの言いたいこともわかる。この森はエルフにとって、魚に水がないと生きていけないのと同じで絶対必要なんだろうが、人間にはある程度でいいってことだろ。そのあたりのほんのわずかなちがいが、タシエルなんかでも紛ふん争そうのタネになるんだ」

　ベナウスは歯切れがいい。人間には森が辛つらいと、リコルを弁護しながらも、かつてと同じように森に入ると急に生き生きしている。リコルはファラータとは、言葉の上で反発してもどこか理解できていたが、このベナウスにはひとつ謎なぞがとけると、またひとつ謎が出てくるようで、おかしなものだと感じていた。

　一行はタシエルを出て、三日目に入っていた。エルフの族長の妹マリエンデールが待つのは、街から森に奥おく深ぶかく分け行って三日目くらいのところらしい。はっきりした場所はわからないが、指定された地点に行けば案内がいると言う。それは川の上流にある小さな湖の流れ出る口で、ベナウスはそこならすぐにわかるというので、いま一行はそちらに向かっていた。

　リコルたちは急いで出発したので、あの巻き物の解読は完全にはできないでいた。

　ただ、あれから賢けん者じやにわかったことによると、イレイザーは〝魔ま〟の領域の研究にかなり深入りしていたらしい。

　リコルはそれを聞き、ますます自分の運命とイレイザーの〝魔〟がどこかで交こう錯さくするのではないかという予感めいた気分になっていた。

「もうそろそろじゃない」

　茂しげみをかきわけて、ファラータが振ふり返ったときだった。

　何かが彼女の肩かた先さきをかすめた。それと同時に、よくわからぬ叫さけびが近くで聞こえる。

「動くな！　エルフがいる!!」

　ベナウスの声が響ひびく。リコルはぎょっとして、あわててクロックをつかもうとした。

〝おいらは大だい丈じよう夫ぶさ、ホーホー、あの木の上にいるね〟

　安心させるような声が頭に伝わってくる。

　若者が言われた方に目をやると、たしかに背の高い木の枝に弓を構えたエルフが見えた。ぐるっと辺りを見回すと、あと二人、別の枝に立って、やはり弓で狙ねらいをつけている。

　ベナウスが何か歌うような声で答えると、エルフたちは構えていた弓を降ろした。

「もういいぞ、皆みんな。おれたちが待っていた相手だとわかったみたいだから。あの木のそばに行こう」

　そう言われても、かつてタシエルでエルフの弓に狙われたファラータなどは、まだ顔が強こわばったままだ。リコルも心臓がどきどきしていたが、なんとか彼女のそばに行って、その腕うでをとってやった。それほどエルフの弓というのは正確なのだ。

「大丈夫だよ、ファラータ、こっちにはベナウスがいる」

「そうね、わたし、飛び道具にはつい神経質になっちゃって。ありがとう、リコル」

　木の下にはエルフが三人揃そろっていた。ベナウスがなにやら説明すると、そのうちの一人がタシエルで使われている公用語をしゃべりだした。

「驚おどろかせたようで申し訳ない。わたしの名はドリナス、あの二人は、テシナールとネオミだ。マリエンデール様からあなたがたの案内を申しつかったのだが、近頃はあやしい人間がうろついてもいるようなので、警けい戒かいせねばならなかった。弓は当たらぬようには射うったのだが、重ね重ねお詫わびしよう」

　普ふ通つうの兵士がこう言っても、さして相手に感かん銘めいは与あたえないだろう。しかし、エルフがこれまでの態度とうってかわって微笑ほほえむと、それは本当に相手に親しみと安心感を与えるものだった。

　ファラータも先ほどまでの緊きん張ちようは噓うそのように、もううっとりとドリナスを眺ながめている。リコルはちょっぴり嫉しつ妬とめいたものを感じた。たしかにエルフは美しい。それに気高いという雰ふん囲い気きもある。だが、それは面前にしたときと、離はなれているときとでは、こんなにちがうものか。これほどカリスマという言葉の似あう種族も珍めずらしいものだ。

「あやしい人間？」ベナウスが訊きく。

「この辺りには、これまでいない魔ま物ものが出しゆつ没ぼつすると報告されている。しかも、それと同時に、見知らぬ人間たちもいたということで、われわれも不思議に思っているのだが。それはともかく、さあ、マリエンデール様のところにご案内しよう」

　見知らぬ人間とは、あるいはイレイザーか？　あの魔術師は街に潜ひそんでター・サディクと連れん絡らくをとるよりも、森に逃にげたのかもしれない。

　リコルはファラータを見たが、彼女も同じことを連想したらしかった。

　道はほんの数分で森から開けた。目の前に、空よりもずっと深い紺こん碧ぺきの色をたたえて湖が広がっている。それは大きなものではなかったが、細長く、水は澄すんで、神秘的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。木々にばかり取り囲まれてきた旅が急にここで開け、心洗われるように感じたリコルは大きくふーとため息をついた。湖からは川が流れ出している。こうした流れが寄り集まって、タシエルを二分するあの川になるのだろう。

「この向こうに行くのかい？」

　ベナウスが、川を渡わたってまた森に入るのか、と顎あごで示す。

「向こうは向こうだが、この湖の向こうだ」

　ドリナスと名乗ったエルフは、驚おどろかせるのがさも楽しいと言わんばかりに下方を指さした。小こ舟ぶねが一艘そう繫つながれている。

「湖に島が浮うかんでいる。そこにマリエンデール様はおいでだ」

「うわっ、舟で行くんだ。さすがにエルフだわ、美しいところをよく知ってる」

　ファラータがはしゃいでいた。リコルも相手の待つのが、まさか湖中の島とは思っていなかったので、何かわくわくした思いが湧わいてくるのを止められなかった。

　やがて、舟は湖を進んで行った。湖岸には木がせりだしていて趣おもむきがあるが、相変わらず一行は深い森に包まれているのをひしひしと感じていた。

「妹さんって、そんな湖中の島にいるのは幽ゆう閉へいでもされてるのかしら。なんだかいろんなことを想像しちゃうわね」

　普ふ段だんは地に足のついたファラータが妙みように空想めいたことを言い出す。これもエルフと森と湖とがかもしだす雰囲気によるものだろうか。リコルもたしかに周囲の風景の美しさに、頭が冴さえていく思いがしていた。

「ここには、マリエンデール様の夏の住まいがおありだ。あの方は夏になると、ここの眺ながめを愛されて、よくおこしになる。今回はまた別の意味で、ここでお会いになりたいらしいが」

　ドリナスはそう答えてから、低い声で歌い出した。それは哀あい愁しゆうを帯びたメロディで、思わず聞き惚ほれずにはおれないものだった。おそらく、エルフの伝説を謳うたったものなのだろう。ファラータはじっと聞き入っている。フクロウのクロックまで、耳に心地よいその声にうっとりしているようだ。

「さあ、着いたぞ」

　島は小さなものだった。木々の茂しげりかたも林程度だ。しばらく進むと、その間に一本の大きな木が枝を広げていた。枝ぶりも見事だが、幹も太い。人間が五人ほど手を回してつなげそうだ。

「あそこだ」ドリナスが上を指さす。

　そこには幹をくりぬいて、どうやら部屋があるらしい。扉とびらが見えている。よく見ると、幹を取り巻いて階段のようなものも作ってあった。しかも、部屋はひとつだけではなく、さらに上にもいくつかあるようだ。そして、大きな枝には見張らし台のようなものも作ってあった。

「すごい！」

　誰もが驚おどろきの声を上げる。クロックはさっそく、音もなくその枝へと向かった。

　エルフの樹じゆ上じようの家に感かん嘆たんしながら、一行は幹の階段を上り、その扉をくぐった。

　族長の妹マリエンデールが、そこで待っていた。

　何と表現したらいいのだろう。

　その姿は花にたとえると百ゆ合りになるだろうか。もちろん美しいのだが、それは薔ば薇らのような華か美びさや、かといって秋桜コスモスのような可愛かわいらしさとはちがう。清せい楚そでいて、可か憐れん。飾かざらず、それでいて、地味ではなく、堂々としている。顔はいかにもエルフらしく、アーモンド型の目で尖とがった耳をし、細ほそ面おもてだ。リコルにはそばに控ひかえる他のエルフとあまり見分けがつかなかったが、それでも、やはり支配者の一族らしい気品ははっきりと感じられた。

「ようこそ皆みな様、はるばるこの湖の島へ。わたくしがマリエンデールです。ベナウス、わたくしの願いを聞いていただいて、感謝しておりますわ」

「妹君の願いならば、もちろん喜んで」

　日頃は皮肉っぽいベナウスも、ここはまじめに答えている。

「そんなかたくるしい呼び方を。あなたなら、マリーと呼んでいただいてけっこうですわ」

「これは恐きよう縮しゆく至し極ごく。では、もう少しくだけたしゃべり方に変えましょう。紹しよう介かいします。ご依い頼らいされた召しよう喚かん術じゆつ師しのリコルとその友人ファラータです。それと、この鳥はご存じかもしれないな、〝深き森のドルイド〟カリスタナス師の知ち己きクロックです」

　一行は頭を下げた。

「おお、カリスタナス師はお元気でしょうか、フクロウさん」

　クロックは何かいつもとちがう鳴き方をした。どうやら、マリエンデールとしゃべっているらしい。いつも頭の中で言葉を聞いているリコルには、こうした鳴き声は随ずい分ぶん異和感があった。

　フクロウのおしゃべりを聞いていたマリエンデールの顔が曇くもる。

「そうですか、そちらでも……これは、今日あなたがたにお願いすることにも関係があるかもしれませんね。あっ、その前に、どうぞお席についてください」

　一行はマリエンデールに案内され、食しよく卓たくと思われる席についた。そこには、色とりどりの果物が盛られている。

「わたくしは、ご存じと思いますが族長エリオールの妹です。いま〝調和の街〟タシエルが悲ひ惨さんな争いに巻き込まれていることについて、あなたがたももちろんご心痛のことでしょう。わたくしもああした争いは誤解からはじまったものなので、ぜひ止やめるよう兄に申したのですが、聞き入れてもらえませんでした」

　一行の表情は曇った。もうすでに、妹は引き止めていたのだ。それに耳を貸さずエリオールが戦いを始めたとなれば、ここで依頼とやらを引き受け、それを果たしたとしても、戦いを止められるかどうか──

　一行の危き惧ぐを感じとったかのように、マリエンデールは言葉を継ついだ。

「しかし、じつはいまエルフについては、タシエルでの戦いよりも重要なことが起こりつつあるのです。わたくしは兄にそのことに注意を向けたく努力したのですが、兄はあのように一いち途ずなもので、タシエルでの戦いにばかり気をとられ、わたくしはなかなか会ってもらえません。しかし、こちらでの事態は急を要しています。ここで皆みなさんの手助けを頂いて、その危険を未然に防ぐことができれば、兄もそれに気づくでしょうし、わたくしがこれまで努力してきたことにも目を向けてくれるでしょう。そうすれば、これ以上愚おろかな街での争いを止めることができるのではないかと思ったのです」

　族長の妹は、一気に思っていたことを吐はき出したかった様子だ。この人は人間との争いを本気で悲しんでいるのだなという思いが、リコルやファラータにも伝わってきた。

「重要なこと？　危険を防ぐ？　それは何なのでしょうか」

　ベナウスが全員を代表するかのように尋たずねた。マリエンデールは、すぐには答えず、果物をひとつつまんだ。心を落ち着けようとしたのかもしれない。

「それには、エルフの重大な秘密がからんでいます。〝夢見の石の庭〟という──」


〝石〟の〝庭〟だって!!　やっぱりあいつがかかわってるんだ！



　リコルは心の中で思わず叫さけんでいた。




　マリエンデールは少しためらっていたが、やがて口を開いてエルフの秘密を語ってくれた。

　それは人間にとって、理解しにくいことだったかもしれない。

　もともとエルフや森に住む種族は長命だ。人が四十年から五十年の間に短い一生を終えるのに比べ、エルフはその十倍は長生きする。森の他の生き物にもそうしたものは多いし、植物となるとさらにそれ以上だ。一千年を越こえて樹じゆ齢れいを保つものはざらにいる。

　森の生き物は、そうした植物と歩調をあわせるような生活を送っていた。

　エルフは長い年月を、余よ裕ゆうを持って人生を歩む。日がな一日何もせず、歌を唄うたい、森の果物を食し、踊おどりに明け暮れていてもいい。また、何か一いち途ずに研究の道を目指し、その専門分野の大家となることも容易だ。そのぶん生まれてくる子供の数は少ないが、それだけに個々にとっては、ありあまる時間が残されているといってよいだろう。

　これはある意味で、森や山を司つかさどる地のエレメントの特性なのかもしれない。エルフだけではなく、ドワーフといった山の民たみも、人間に比べると長命なのはまちがいないところだし、巨きよ人じんやトロールといった魔ま物ものも寿じゆ命みようがはっきりしているわけではないが、それなりに長いと推測される。

　かつて、エルフはそうした特性を利用して、六王国の時代という繁はん栄えいの時期を過ごしたことがあった。しかし、それは人間を初めとして、他の国々の嫉しつ妬とや欲望にさらされることでもあった。激しい戦いの結果、ここ北の地の森は寿命を永らえたものの、六王国の栄えい華がは潰ついえさることになってしまったのだ。

　こうした悲劇はなぜ起こるのか？　歴史をおもに研究していたエルフの先代の族長は、これをエレメントの属性がちがうのに、それを同一の基き盤ばんに置くからだと考えるに至った。

　考えてもみよ、火はほんの一時しか燃え盛さからないではないか？　風も気まぐれながら、季節季節にしか強くは吹ふかぬ。水は？　落ち着いて見える水にしたところで、常にその形を変えているではないか。それに比べれば、地はなかなかその形を変えない。

　これら各エレメントは、変化に要する時間という属性から考えれば、それぞれに大きく異なっている。それが同時に存在し、競合するからこそ無用な争いが起き、せっかくの歴史の蓄ちく積せきも無に帰すような破は壊かいが行なわれるのだ。では、競合できぬほど大きな幅はばの時間をとれば、どうだろう。

　たしかにその瞬間の勢いでみれば、火や風は強いかもしれぬ。だが、長い年月をかければ、それらはほとんど相手にする必要もない一時の気まぐれ、ささいな傷にすぎなくなるのではないか？

　もちろん、いまでも地のエレメントの長い変化の時間を考えれば、さして他を気にすることはないかもしれない。しかし、まだ森の生き物や植物は、これら他のエレメントによる攻こう撃げきの影えい響きようを受ける。森の木はエルフよりも長い時間を生き、それが見つめる世界は他に比しようのないすばらしいものなのに、火による攻撃を受ければあっというまに燃え尽つきてしまう。エルフにせよ、その優ゆう雅がな生活は、例えばオークのような火のエレメントが中心の、多産で強ごう欲よくな種族の前に、いつも迷めい惑わくをこうむっている。ならば、地のエレメントを極限まで利用し、時の軸じくが重ならないほどずらしてしまえば、他者の侵しん害がいを受けぬ究極の自分たちの世界が築き上げられるだろう。

　地のエレメントを極限まで使う？

　それは〝地〟という言葉を見ればよい。土、石、鉱物──これらが有している世界こそが理想ではないか。
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　石の世界。彼らが見、暮らし、生きる数千年をかける世界は、エルフのものとはさらに異なるだろう。だが、それこそが、地の生き物にとっては理想の環かん境きようではないのか？

　かくして、長い研究の後、マリエンデールの父である族長は、永遠にも近い環境で暮らしうる〝石の化け身しんの術〟を生み出し、一族がそうして暮らすことこそ理想ではないかと唱えたのだ。

　人間には、その主張は信じられないかもしれない。だがこれは、エルフたちにとっては理想でありえた。彼らの内では、永遠の時というのは、ある意味で、もう少しで手の届きそうな位置にあるからだ。百年にも満たぬ人間が永遠の不老長ちよう寿じゆを願うのは、厚かましいかもしれない。しかし、数百年を生きるものが、それを数千年、数万年にしたいと思っても、なんら不思議はないだろう。

　しかし、エルフたちの中には、それを一種の逃とう避ひと考える者たちもいた。エルフであっても、やはりこの世界という現実に生きる種族であるべきだ。その基き盤ばんを失うような世界に閉じこもっても、それは逃にげ道でしかないのではないか。

　これは議論を呼び、エルフの一族はまっ二つに分かれてしまった。しかし、族長はあくまで自説にこだわり、ついに彼はかなりの数の賛同者を率ひきいて、〝石の化身の術〟による新たな世界へと旅立ってしまったのである。




　話は続いていた。ファラータやリコルは驚おどろくべきエルフの過去の秘密を聞いて、しばらく現実に戻もどることができないでいた。植物の世界を考えるだけでも大変なのに、石の世界だって？　そもそもそんなことが可能なのか？

　マリエンデールは目を丸くしている二人に、にっこりと微笑ほほえんだ。エルフの笑みは周囲を明るくする。二人とも空想から、はっとわれに返った。

「信じてもらえないでしょうね。でも、父はそれを実行したのです。そして、わたくしは父に愛されていたので、そうした世界を守るようにと指示されたのです」

「お兄さんはどうしたのですか？」

　ファラータがおずおずと訊きいた。マリエンデールの兄といえば、次代の族長となり、いまはタシエルで戦いの渦か中ちゆうにあるエリオールだ。

「兄は逆に、エルフこそ現実の世界に立ち向かい、この森を侵しん害がいするものから守らなくてはならないという意見でした」

「そう、だから、タシエルでの事件のように、人間の行こう為いに対してかたくななんだ」

　ベナウスが補足する。

「でも、ぼくたちが呼ばれたのは？　何か起こったのですか？」

「それなのです。〝石の化け身しんの術〟を行使するとき、父は他のエルフの反対を畏おそれて、〝夢見の石の庭〟にはエルフが入れぬように魔ま法ほうをかけたのです。もちろん、他の生き物も簡単には入れまぜん、魔法がかかっていますので──でも、どうやら、この世界の地水火風聖魔というエレメントをバランスよく体に持つ召しよう喚かん術じゆつ師しは、その防ぼう御ぎよをすり抜ぬけて潜もぐり込めるようなのです。そして最近、その庭園に何者かが入り込もうとした形けい跡せきがあります」

「それって、やっぱりイレイザーなのかしら？」

　ファラータは横のリコルに訊いたのだが、突とつ然ぜん、個人の名が出たので、マリエンデールは不ふ審しんな顔をした。

　リコルはこれまでの推測や族長の妹の話から、もう確信を持ったので、タシエルであったことを手短かに説明する。

「そうですか、おそらくその男でしょう。もちろんわたくしたちも、近頃このジオテランの森に、妙みような魔ま物ものが数多く出しゆつ没ぼつするようになったのには気がついていました。〝夢見の石の庭〟を調べていた召喚術師ということなら、まちがいありません」

「つまり、マリーとしては、自分は入れないので、おれたちにその侵入者を撃げき退たいしてほしいと。で、他の召喚術師が必要だったのだな」

　これまでの話に興奮したのか、ベナウスは族長の妹を愛あい称しようで呼んでいる。

「そのとおりです。ある意味で、わたくしたちにとって、あそこはエルフの墓なのです。それを汚けがされることには耐たえられません。兄のエリオールも父には反対していましたが、本心はこんなことを放置できないでしょう。それに、もしそのイレイザーという男が今回の戦争を企たくらんだのがはっきりし、人間の側がそれを認めたなら、きっと彼も愚おろかな対立は止やめると思います。わたくしもそのことについては、これまで以上に兄を諫いさめましょう」

　エリオールの妹はきりっと顔を引き締しめた。支配者の一族だけに、彼女も優やさしそうなばかりでなく、心の奥おくには強い意志を持っているのがわかる表情だ。

「じゃあ、そうと決まれば、イレイザーを何とかすることだけね」

　ファラータはそう言ったものの、それがなかなか多難な任務であることは充じゆう分ぶんにわかっていた。全員が同じ思いだっただろう。

　それでも、リコルにはいま一つ納なつ得とくがいかなかった。

「だけど、ぼくには人間であるせいか、まだよくわからない──というより、兄さんの考え方のほうが普ふ通つうのような気がする。石のようになって、長い年月を生き抜ぬいても、それは満足すべきことなんでしょうか？　マリエンデールさん自身はどう考えておられるんでしょう？」

　族長の妹はリコルの問いににっこりして答えた。その笑えみは、まるで百ゆ合りがいままさに咲さきこぼれたといえるようなすがすがしさを一同に与あたえた。

「エルフにとっては過去の六王国の時代の争いが、耐えられないほど腹立たしかったからです。人間やオークのような短命な一生に沿った生き方は、エルフや森のような長命なものたちの蓄たくわえた文化を破は壊かいしてしまう。それには、彼らに気づかれないように、関係を断つことが最高だと。わたくしは若いのでそこまでは思いませんが、父に聞かされた歴史を考えますと、そう思いたくなるのもわかるような気がします。いずれにしても、わたくしは父の行こう為いを見守ろうと──それは、エルフにとっての〝墓〟かもしれませんが、一方で、〝新しい世界〟なのかもしれないのですから。それに反対する兄の考え方もわかるのですが、兄は少しばかり他との衝しよう突とつを気にしないものですから……もう少し大人になってほしいものですわ」

　マリエンデールの穏おだやかさは、エルフという種族が本来もつ魅み力りよくだろう。同席するものは皆みな、この妹に好意を感じざるをえなかった。

「では、ひとつ最後に訊ききたいんですが、どうしてイレイザーはそんなエルフの墓を荒あらそうとしているんですか？」

　たしかに、これは謎なぞだった。一同もマリエンデールの返事を待った。

「それは、わたくしにもわかりません。ただ、あそこを造るときに、父は強力な魔ま法ほうの力を用いました。それを何らかの形で利用したいと考えているのかもしれません。いずれにしても、よくないことが謀はかられているはずです」

　リコルは、イレイザーの目的がひどく気になっていた。ひょっとしたら、それは〝魔〟の領域に関係したことではないのか──不気味な予感を抱いだいたまま、若者たちは〝夢見の石の庭〟に向かうこととなった。




　湖はどこまでも碧あおい。舟ふねはその水面を切って行った。

　マリエンデールとエルフたちが増えたために、舟はいま二艘そうとなっている。

　リコルはこんな湖のどこに石の庭があるのだろうと、疑問に思っていた。どこかに上陸するのかと思っていたが、いつまでたっても水の上だ。まさか湖底に沈しずんでいる？

　湖はところどころ奥おくまった渓けい谷こくに枝分かれしていた。やがて、そうした渓谷の一つに二艘はゆっくりと向かって行った。

　と、マリエンデールが手を上げて、舟を止めた。湖面は波ひとつうたずに静まりかえっている。奥の木々がせりだしている湖の縁ふちまではまだかなり距きよ離りがあった。そうした縁の上は、これまでもおなじみの青々とした針葉樹の森だ。

　しかし、リコルはなぜかその光景が、あまりにも森らしすぎるような気がした。何と言ったらいいのだろう。ちょっと見た目はまさに森なのだが、まるでうまく描えがかれた絵を切りとって貼はりつけたような、のっぺりとした感じがあるのだ。

「まだ湖の上じゃない。まさかここから湖に潜もぐれとでもいうのかしら？」

　ファラータがさっきのリコルと同じような連想をしたのか、湖面をのぞきこもうとする。

「さあ、どうなんだろう……あっ、ファラータ、あれを見ろ！」

　いま族長の妹は両手を大きく上げてから合わせ、印を結んでいた。魔ま法ほうをかけようとしているかのように。

　そして、やはり何かを唱えているように二人には思えたとき──

　湖面がごーっと大きな波を立てて、まっ二つに分かれたのだ。

　それは壮そう大だいな光景だった。泡あわ立だつ波がさかまき、そのまま湖面は湖の縁に向かって左右に押おし広げられていく。押しやられた波の壁かべは両側にとんでもない高さとなって、空を覆おおい隠かくさんばかりになっている。そして、リコルには、このままだと湖底が見えるのではないかと思えた瞬間、それまで見えていた巨きよ大だいな波の壁がぱっと消えてしまった。

　後に残されたのは、荒あれ果てた渓谷だった。リコルたちの眼前にあった水を青々とたたえた湖面はきれいさっぱり消え、小さな岸辺が波うちぎわとして残っているにすぎない。

「こっ、これは?!」

　一行は啞あ然ぜんとした。奥おくの景色も、木々の覆い茂しげっていた森も跡あと形かたもなく消えており、両側に木のまばらに生えた山を持つ、岩だらけの河原がずっと続いているだけだ。

〝幻げん覚かくだったんだよな、湖のこの部分は、ホーホー〟

　二の句がつげないリコルを相手に、フクロウの思考が飛び込んできた。

〝うーん、これだけの景色全部にそれがかかってたのか、すごい……でもな、クロック、幻覚が消えるだけだったら、どうしてあんな湖面がまっ二つに割れて、水が引いていくような場面が見えたんだ。ぱっと水が消えて、替かわりにこの景色が出てきてもよかったんじゃないか？〟

〝まあ、そいつが魔法の見せ場ってもんじゃないの、ホーホー〟

　フクロウの返答には、からかっている口調もある。リコルがちょっとむっとしたのを感じたのか、クロックは補足した。

〝つまり幻覚を消すときに、それらしい消し方をしたんだろ。これだけ大がかりなものなんだから。その方が、いかにも幻覚を消したって感じじゃないか〟

〝それってつまり、マリエンデールは幻覚を消す魔法をかけて、それがもともとの幻覚に対して、ああ見えたってことかい？〟

〝まあ、わかりやすくいえばそうなるな。幻覚消しの幻覚魔法ってことだね、ホーホー〟

「リコル！　また、クロックと何かしゃべってる。きっと、いまのこと話してたんでしょ？　わたしにも説明してよ」

　ファラータが若者の様子をめざとく見つけて語りかけてきた。リコルは、そうした魔法談議を説明した。ベナウスも、そうだろうなという顔をして聞いている。

　向こうの舟ふねでは、さすがにマリエンデールがかなりの体力を使ったのか、ぐったりと船べりにしゃがみこんでいた。それでも彼女はしばらくすると身を起こし、舟を岸辺に着けるようにとの指示を出した。

　やがて、河原に上がったリコルたちに族長の妹は近寄ってきて、こう告げた。

「これで、この辺りにかかっていた幻げん覚かくは消しました。他の者たちに〝夢見の石の庭〟が見つからないよう、こうしてあるのです。まあ、半日も経たてば元に戻もどりますが。後は、この河原を進んでいくと、その庭にたどりつけます。途と中ちゆうの門も、リコルさんがいればきっと開くはずですわ。では、いい知らせをお待ちしておりますから」

　彼女はにっこり微笑ほほえむと一礼をして、また舟に乗り、去っていった。

　マリエンデールをはじめ、どことなくエルフたちは元気がなかった。おそらく、話にもきいた彼らをしりぞける魔ま力りよくがこの辺りに残っているせいだろう。

「さあ、それじゃ、いよいよその〝夢見の石の庭〟ってところに行こうじゃないか」

　ベナウスが先頭をきって進み出す。足もとが石ころだらけで歩きにくかったが、一行はいよいよこれからだと思うと、意気があがるのを感じていた。




　河原の道をそれから歩いて、半時間ほどが経っていた。両側の山は少しずつ迫せまってきている。そろそろかなと思った一行の向こうに、大きな壁かべがたちふさがっていた。

　それは両方の山の間に石いし垣がきを積み、まるでそこから先は通させないという堰せきのようにそびえていた。高さは人間の背せ丈たけの五倍はあるだろうか。

　ただ、中央に石の扉とびらのようなものがあり、そこには鉄の取っ手が付いている。

　そして、扉の上には何か文字が書いてあった。

「これが侵しん入にゆう者しやを阻はばむ扉というわけね。でも、リコルになら通れるんでしょ？」

「そうだろうが、この字が不気味だな」

　ファラータとベナウスが扉を取り囲んであれこれ言いあっている。リコルは、さっきの幻げん覚かくといい、この巨きよ大だいな堰といい、こんなことのできるエルフの力に驚おどろいて、しばし辺りを見回していた。

〝おいら、ちょっと上から向こうを眺ながめてこようか〟

　こんな扉があるのに、上に何も障害がないはずはないだろう。若者はそう思って、鳥を呼び止めようとした。だが、フクロウはすばやい。たちまち飛び上がって、堰の上を超こえようとしている。

　だが、そこまでだった。フクロウは何か柔やわらかいものにでも当たったかのように弾はじきかえされて、ある地点から中に進めないでいる。しばらくもがいていた鳥は、そのうち諦あきらめてリコルの肩かたに戻もどってきた。

〝おかしい、なんだかあの辺りに膜まくのようなものがあって、入ろうとしても弾かれるぞ、ホーホー〟

「中は見えたのかい、クロック？」

　思わず、声に出して訊きくリコル。

〝いや、その膜のようなものが邪じや魔まをして見えなかったよ〟

　やっぱり簡単には入らせてもらえないよな、そうひとりごちてから、若者は扉のそばに行った。

「エルフ語の文字みたいだ。ちょっと古いけど。読んでみよう」

　リコルはそう言って、声に出して読んだ。




　六門の世界には地水火風、そして聖魔あり

　汝なんじ、それを極きわめし者か

　ならばそれを証あかして、この地に踏ふみ入るを許さん




「証してって、どうするんだろう？　まさか、それぞれの魔物を召しよう喚かんしろっていうことかな？」

　リコルは少し首を傾かしげた。たしかにあいまいな文章なので、何をすればよいのかわからない。

〝クロック、おまえ、六つのエレメントを証明するものって、何か知ってるかい？〟

〝まあ、おいらは召喚術師じゃないからね。そういうことについてはあまりよく知らないのさ〟

　よく学者ぶっているくせに、こういうときは逃にげの手を使うのがうまいやつだ、とリコルは顔をしかめた。一行もいろいろと考えたが、さしてこれという名案には行き着かない。

「もう、いろいろ考えたってしかたないじゃない。リコルならこの取っ手を使って、開けることができるってことじゃないの？」

　しびれを切らしたファラータが、それまで誰も思いつかなかったことを言い出した。

「なるほど、文章がくどいだけで、じつはそれだけなのかもしれないな」

　ベナウスも疲つかれてきたので、少し無責任だ。リコルはそれには反発した。

「そんな簡単なことでいいのかい。じゃあ、他の人間ならどうなるんだ？」

「よし、おれが試ためしてやろう。すぐにわかる」

　ベナウスが取っ手に手をかける。途と端たんに男は悲鳴を上げると、飛びのいた。見ると、それまで何もなかった取っ手が灼しやく熱ねつの輝かがやきを帯びているではないか。

「大だい丈じよう夫ぶ、ベナウス？」ファラータが駆かけ寄って、手当てしようとする。さいわい、軽い火傷やけどですんでいるようだ。

「いやあ、参った。触さわったら、急に熱くなりやがった。こいつはおれに火のエレメントが欠けてるってことかな、ははは」

　男は笑ってごまかしていたが、リコルは案外それがこの扉とびらの性質を言い当てているのではないかと思った。やはり、自分がこれを握にぎれということなのだろう。

　しかし、目の前でベナウスのありさまを見た以上、取っ手を握るのはなかなか勇気のいることだった。

　若者は半ば目をつむりたくなるのを必死にこらえて、取っ手をつかんだ。

　何も起こらない。

　引いてみる。扉は重々しくではあるが、あっけなく開いた。

「やったぞ！」

　ベナウスが叫さけぶ。リコルはほっとした思いに胸をなでおろしていた。

　一行は、急いでそれをくぐった。




　扉の奥おくは石いし壁かべの通路となっていた。短いもので、向こうに出口があるのが見えている。

「でも、リコルがほんとに六つのエレメントを極きわめた者ってことなの？　それじゃ、そんな人いっぱいいるんじゃないのかなあ」

　ファラータが納なつ得とくがいかないという顔で振ふり返る。リコルもたしかにそれは気になっていた。

「まあ、あれは言葉のたとえで、六つに関係したことがあるくらいバランスの取れた者、ということじゃないかな」

　自分でもわからないので、とりあえずお茶を濁にごす。

「それなら、六つのエレメントに関係するのは召しよう喚かん術じゆつ師しに多いんだろうが、そうしたやつなら無条件にここに入れていいのか？　その辺りの理由をエルフの族長さんに聞きたいもんだな」

　ベナウスの疑問はもっともだった。リコルはもちろんだが、イレイザーのようなやつでも侵しん入にゆうできるかもしれないのなら、ちょっと防備が弱いと言えるのではないか？

　一行はあれこれ推測した。結局、最初に強力な幻げん覚かくの魔ま法ほうを退けないといけないのだから、マリエンデールの許可を得た上で、バランスのとれた者を想定していたのではないか、という意見に落ち着く。

　通路の先に来た。外を一いち瞥べつしたベナウスとファラータが一瞬立ち止まる。

「すごい!!」

　リコルもただならぬ気配に、追いついて外をのぞいて見た。

　そこは楽園だった。

　さまざまな花が咲さき乱れている。赤、青、黄、その他、ありとあらゆる色。前に広がる道の両りよう脇わきに花か壇だんが続き、そこは花の洪こう水ずい、まさに百ひやつ花か繚りよう乱らんと呼ぶべきものだった。

「うわっ、きれい！」

　そう言って、まずファラータが飛び出した。それを追って、ベナウスが続く。

　リコルもそうしようとしたとき、胸のペンダントが以前のように輝かがやいているのに気がついた。

　瞬時に、若者は叫さけんだ。

「危ないぞ！」

　ファラータやベナウスが振ふり返るのと、ほとんど同時だった。

　長ちよう剣けんや槍やりで武装した魔物の一団が、出口の脇からわらわらと現われ、二人に襲おそいかかってきたではないか。おそらく、出口の上の段になったところに陣じん取どって待ち受けていたのだろう。

　魔物はほとんどがオークだ。その数は十匹ぴきほど。

　不意を討うたれたファラータとベナウスだが、リコルの叫びによって、最初の一いち撃げきをかろうじてかわすことができた。

　オークは以前戦った長槍隊のように、全員が同じ武器を使っているのではなかった。二、三匹はそうした長槍を持っているものの、他は長剣や小剣を振ふり回す輩やからだ。彼らはほとんどが二人の方に突とつ進しんして行き、すぐに乱戦になろうとした。

　そのうちの剣を持った二匹がリコルにも気づき、通路の出口にいる彼に向かってこようとする。

　魔ま物ものを召しよう喚かんする暇ひまがないと見た若者は、とっさに杖つえを掲かかげた。

〝卑いやしく邪じや悪あくに染まりたる魔物よ、そこに倒たおれるべし。杖よ、敵を撃うて！〟

　リコルが杖魔法を使うことは、これまであまりなかった。若者はもともと召喚術に長たけており、こうした通常の魔法には、まだまだ修練が必要なことは自分でもわかっていたからである。だが、この緊きん急きゆうの事態にためらってはおれない。さいわい、杖魔法はときに自分に跳はね返ってくる危険もあったが、修得している技わざについてはほとんどうまくいく。

　この場合も、杖から恐おそるべき力の波動が飛び出し、突進してくるオークの一匹の胸を撃った。激しい衝しよう撃げきにそいつはもんどりうって倒れる。それを見たもう一匹は、畏おそれのあまり立ち止まるとがたがたと震ふるえ出し、方向をくるりと変えて一目散に逃にげ出した。

　クロックが追いかけていって、そいつの頭をつつこうとしたのはご愛あい嬌きようだ。

　リコルは躊ちゆう躇ちよしなかった。自分は助かったが、ファラータたちは大勢と乱戦になっている。これは、またあの魔物を召喚しなければ……。

　空中に札が舞まう。

　現われ出たグリフォンに、もはや若者は畏れを感じることはなかった。生き物の方もこれまで以上に、従順に指示を待っている素そ振ぶりだ。

　リコルは以前と同じような指示を出した。ただし、敵が逃げようとしたなら、追う必要まではないと。

　しかし、この段階で、すでにオークは戦意を喪そう失しつしかけていた。ファラータは同じ過あやまちを何度も繰くり返す愚ぐは犯おかさない。しかも、今度は少し離はなれた距きよ離りからの攻こう撃げきではなく、オークたちは接近戦を挑いどもうとしたのだ。

　彼女の突つきや蹴けりは、たちまち二、三匹ぴきをなぎたおしていた。ベナウスにしても、前よりは山刀の扱あつかいがうまくなっている。身を守るのなら充じゆう分ぶんだ。

　グリフォンが敵をついばもうと近づいた時には、すでに半数ほどが片づけられてしまっていた。

　オークたちが恐きよう慌こうをきたしたとしても何ら不思議はない。醜みにくい野の豚ぶたのような魔ま物ものたちは散り散りになって逃とう走そうしていった。

　しばらくすると、グリフォンはもとの世界へと帰っていく。ようやく、リコルは集中を解いた。このときの疲ひ労ろうした気分だけは、さすがに召しよう喚かんの腕うでが上がったといっても変わらない。でも、二人が無事だったとわかって、気分はだいぶやすらいだ。

　ファラータは自分たちが乱らん闘とうを行なったことで、目茶苦茶になった花か壇だんを残念そうに見つめている。いくら戦いに身を投じる戦士といっても、彼女はやはり美しい花が好きな女の子でもあるのだ。

「ひどいオークたち。こんなにきれいな花壇をだいなしにしちゃって。でも、あいつらは何だったの？」

「おそらく、イレイザーが引きつれてきた手下だろう。でないと、ここには入れないはずだし。やつはもうここに侵しん入にゆうしているな」

　ベナウスの推測は正しいのだろう。リコルたちは、魔術師がこの庭を探してはいるものの、まだ見つけていなかったり、中に侵入できていないのではと一いち縷るの望みを抱いだいていただけに、自分たちが甘あまかったということを思い知らされた。

「じゃあ、あのオークたちを逃のがしたとなると」

「たぶん、向こうにも伝わったんじゃないか。これからはもっと警けい戒かいしないとな」

　一行はその台詞せりふを胆きもに銘めいじて進んでいった。

　しかし、この園そのはじつに美しかった。〝石の庭〟と聞いていただけに、また、ここに来るまで石ころだらけの河原をずっと歩いてきただけに、誰もがこの庭園の美には信じられない思いでいっぱいだった。

　それは、たださまざまな花が咲さき誇ほこっているという見事さだけではない。

　造園という意味でも巧たくみなのだ。

　普ふ通つうは道沿いに花壇が造ってあるのだが、少し脇わき道みちにそれると、段々畑のように何段にも分けた形で花を植えてある。それらが各段ごとに、色もちがえば、咲く時期もちがうというように見事に組み合わせてある。

　また、小さな流れがこうした段々畑の花壇のそばを流れているところもあった。そうした段を下っていくと、下では流れが滝たきのように集まって小さな池となっていた。そして、小さな滝のそばには、蔦つたのような植物がいっせいに垂れ下がって繁はん茂もし、花を咲かせていた。つまり、お花畑が小さな峡きよう谷こくみたいな自然を似せて形造られているのだ。

　一行はしばらく辺りを警戒しながらも、道行きを楽しんでいた。あまりに見事だったので、これらをどのようにして保っているのかも不思議に思えてくる。あるいは、エルフの魔ま法ほうが花園を保持するようにかけられているのかもしれない。

「きれいねえ。こんなところで一生過ごせたら、何も苦労することはないんじゃないかしら」

「エルフにとっては、こうした環かん境きようが当たり前なんだろうな。だけど、これも延々続くとなると、おれたちには飽あきも来ると思うんだけどな」

　ファラータとベナウスが言ってるのはどちらも正しいと、リコルには思えた。自然の美しさをいつまでも愛めでていたいエルフにも、人間と似たような、あるいは逆の意味で〝飽き〟が来るときがあるのではないか。彼らが〝石の化け身しん〟などにこだわるのも、従来の美観をさらに引き伸のばして、これまでにない新しい美しさを見つけたかったからなのかもしれない。

　そうしたリコルの直感が的を射ている場所が、やがて現われた。

　ある地点をすぎた途と端たん、それまでの景観が一変したからだ。

　木々がまばらに茂しげる林を抜ぬけると、その向こうは広い公園になっていた。奥おくに石段があり、その上にこぶりな宮きゆう殿でん風ふうの白い建物が建っている。

　しかし、それはただの公園ではなかった。

「これは何だ？」

「どうなったのの？　いままでの花はな園ぞのは！」

　辺りに広がっているのは、じつに殺風景な眺ながめだったからだ。いや、殺風景と断じるのはよくないかもしれない。むしろ、これまで見たこともない光景と言った方がいいだろう。

　散策に適した土の道、本来なら緑の芝しば生ふや木立が生き生きしているであろう、その間の区画。

　それらが、どれをとっても石と化していたのだ。

　何とも言えない不思議な眺めだった。色いろ褪あせたとしか思えない、白い石の彫ちよう像ぞうのような木がぽつりぽつり立ち、芝草はやはり白く硬かたく尖とがっている。

　そして、なにより妙みようなのは、石の道にところどころ人ひと影かげがあることだ。

　何だろうと思って近寄った一行は、それが彫像にしか見えないエルフだと知って、愕がく然ぜんとした。

　これはまさしく〝石の庭〟だ。

　けれど、石像と化した森の種族の顔に苦く悶もんの表情はなかった。それぞれが、これまでのような陽気で快活なエルフの表情を浮うかべたまま静止している。

　そう、ここはまさしく時が永遠に静止した世界。そして、そこでエルフたちが〝夢見る石の庭〟なのだ。

　リコルは呆ぼう然ぜんとしていた。

　石の世界──それはどんなものなのだろう？

　石や土、鉱物、それらは長い年月を存在していく。もし、これらが生命を持つとしたら、その瞳ひとみはどんな世界を映すのか？

　しばらく立ち尽つくしていた一行だが、ベナウスが辺りをきょろきょろ見てから口を開いた。

「たしかに、これはちがうな」

　ぽつりと言う。

「何がちがうの？」

「おれは昔、バジリスクが荒あらし回った村を見たことがある。それは悲ひ惨さんなものだった。村中の者が石化して、ごろごろ石が転がっているような状態だった。だけど、それは皆みんなひどい苦しみの顔つきをしていた。このエルフたちはちがう」

「そう言えば、そうね。ほら、あっちの石の木こ陰かげにすわってる二人を見てごらんなさい。きっと恋こい人びと同士なんでしょうね。あんなに楽しそうな顔をしているんですもの」

　ファラータはそちらを指さしてから、ちょっとうらやましそうな顔をした。石となった恋人たちがうらやましいというのも妙みようだが、それでもたしかに、その二人からはそうした雰ふん囲い気きが漂ただよってくる。

〝このエルフたちは生きてるぜ、リコル〟

　肩かたに乗ったクロックが告げる。リコルもそれには賛成だった。じっとして動かないにもかかわらず、彼らはその石と化した体で別世界の人生をおそらく歩んでいるのだろう。

　こうなってしまうと、もう普ふ通つうの生き物と意志を伝えあうのは不可能だ。彼らは見たところ幸福そうだ。たしかに、普通の人間から見れば、そこには〝永遠の愛〟が存在するのかもしれない。だけど、それは本当の幸せなのか？

　一行は複雑な思いを胸に抱いだいたまま、奥おくの階段を上り、白い建物へと歩を進めて行った。




　建物に入った途と端たん、ベナウスの緊きん張ちようするのがわかった。肩がひくひくと震ふるえていて、それは近くから見ていてもわかるくらいだ。

「どうしたんだ、ベナウス。何かいるのかい？」

　リコルの問いに、男は顔をしかめた。いつもの皮肉っぽい笑えみが返ってくるものとばかり思っていたリコルにとって、これは意外だった。

「いや、おれのよく利きく鼻がなんかひくつくんだ。あまりいい兆ちよう候こうじゃないな」

「でも、ここには何もいないみたいよ」

　ファラータのいうとおり、周囲はがらんとしたものだった。

　そこは大きな広間になっていて、舞ぶ踊とう会かいの会場にでもなりそうなくらい広々としていた。入口の扉とびらも大きかったが、奥は全面が庭へと開け放たれるような構造だ。きっと王宮なら、ここで着き飾かざった紳しん士しや貴婦人たちが談だん笑しようしたり、踊おどったりするのだろう。

　両りよう脇わきには、入ったところから上の階へと階段がついていた。また、広間の奥の両脇にも扉があって、控ひかえ室になっているようだ。

　奥へ進んだ一行はそこの窓から、裏がやはり庭園になっていると知った。庭にはまた彫ちよう像ぞうのようなエルフが何体かたたずんでいる。

「きっと昼間なので、舞踊会は開かれてないのね」

「だけど、ファラータ、石になってしまえば、夜昼はあっという間に過ぎ去ってしまうんだ。そんな区別ってあるのかなあ」

　リコルはその世界を想像してみた。昼夜が瞬時に過ぎ去って行く世界。永遠の黄昏たそがれの世界。それはモノトーンな感じで、人間の若者としてはあまり歓かん迎げいしたいものではない。

「どうする？　上の階に行ってみるか」

　脇の部屋に近づいていたリコルは、ベナウスに答えようとして、ふと胸のペンダントがかすかに輝かがやいているのを感じた。

「いや、この部屋を先に見てみよう」

　扉を開くと、たしかにそこは控え室だった。椅い子すがあり、腰こしかけている彫像もある。いや、それよりも一行の目をひいたのは、壁かべに描えがかれている絵画だった。部屋の四方を取り巻いて延々描かれているのだが、よく見ると、エルフの英えい雄ゆうたちがいくつかの場面で活かつ躍やくしており、ある意味で、エルフ族の歴史を順に絵にしていったものととれた。部屋には、それに見入っている彫像もいる。

「なるほど画が廊ろうも兼かねているわけか、さすがエルフといったセンスだな」

　ベナウスとファラータは絵について、あれこれ批評しはじめる。リコルはそれよりも警けい戒かいして部屋の隅すみ々ずみをうかがっていたが、その時、長椅子のかげにちらっと動きがあるのを見つけた。

　クロックに目くばせすると、鳥は音もなくその後ろに回る。

〝オークだぜ、リコル、ホーホー〟

　フクロウからの声が届くと同時に、そいつは気づかれたと思ったのか、突とつ進しんしてきた。小しよう剣けんを前に突つき出している。

「つかまえろ！」

　リコルが叫さけぶまでもなかった。女戦士はその剣をさっと身をかわして避さけると、右半身から突きと蹴けりを同時に繰くり出していた。オークは剣を飛ばし、体に加えられた強きよう烈れつな衝しよう撃げきに吹ふっ飛ぶ。そして、そのままぐったりと床ゆかに倒たおれ込んだ。

「しばって、イレイザーの手がかりとか聞き出すんだ」

　ベナウスがすぐに抑おさえ込みにかかる。たちまちオークはぐるぐる巻きにされてしまった。

「一匹ぴきだけこんなところに残っていたとは、幸運だったな。さあ、貴様、親分はどこにいるんだ？」

　ベナウスはオークのしゃべる言葉に若じやつ干かんの心得があるらしい。相手は震ふるえながら口を開き、語尾のよくわからない言葉を垂れ流した。

「何？　裏庭の奥おくに祠ほこらがあって、その中へ入って行った。何のためだ？」

「[image: ]」

「エルフの王がそこにいる？　で、もうすぐイレイザーが王になるって？　おまえ、いいかげんなことしゃべってるんじゃないだろうな！」

「[image: ]」

　一行はベナウスとオークのやりとりに注目していた。ベナウスの通訳する言葉から、イレイザーがいままさに目的を達しようとするのが伝わってくる。これは、急いでそちらに向かわなくては。魔ま術じゆつ師しはここで何か陰いん謀ぼうを企たくらんでいるらしいが、時間は限りなく切せつ迫ばくしているようだ。

　そのとき、妙みようなことが起こった。リコルには先ほどのベナウスの緊きん張ちよう感かんが、オークを尋じん問もんする後ろ姿からまた感じられたのだ。何か肩かたの筋肉が盛り上がって、動いているようだ。

〝あっ、リコル、後ろだ!!〟

　クロックの叫さけびが伝わった。

　振ふり返るリコル、そして、気配を察したファラータ、ベナウス。その眼前に立っていたのは、巨きよ大だいな灰はい色いろ熊ぐま──そう、グリズリーと呼ばれるものだった。

　どこからか入ってきて、一行に狙ねらいをつけている。

　熊は強い。その前足の強きよう烈れつな一いち撃げきは、簡単に人間の首をへし折ることができる。そのままなら、リコルかファラータが狙われて悲ひ惨さんな目にあったことだろう。

　だが、熊はいきなり襲おそいかかろうとはせず、獲え物ものを見定めるかのようにじっとベナウスを見つめていた。

　ベナウスの姿が変わりつつあった。

「リコル、ここはまかせろ！　おまえは早く裏庭へ向かえ!!」

　そう語る彼の口が前の方にせりだしてくる。頭は後退していき、見る間にその顔は獣けものめいたものとなっていった。

　体はこれまでの筋肉が大きく波うち、盛り上がる。服が裂さけた。そして、その肌はだには剛ごう毛もうが伸のびてきているではないか。

「早く行け！　でないと、手て遅おくれになるぞ」

　熊は一瞬驚おどろいたようだが、その変身する姿に向かって突とつ進しんしてきた。強烈な打撃でベナウスを弾はじきとばす。しかし、少し後退したベナウスだが、すぐさま立ち止まり、巨大な声で咆ほう哮こうした。

　その姿は、いまや完全に人間のものではなく、熊そのものといってよかった。

「わ……ワーベアだったのか!!」

　ワーベア、それは熊と人間の二つの姿を有する者。その二つの優すぐれたところを持つ者と言ってもよい。リコルは初めて会った頃、夢でベナウスに獣の瞳ひとみを見たことや、彼が森にいると急に生き生きすることが、やっと理解できたように思った。

　若者はその戦いに加勢したかったが、ファラータが袖そでを引っ張る。

「リコル、ベナウスの言うとおりだわ。ここは急がないと、イレイザーがとんでもないことを引き起こしてしまうかもしれない。ワーベアなら、大だい丈じよう夫ぶ、きっとベナウスが勝つから」

　そうだ、ぼくたちはイレイザーの謀たくらみを阻そ止しする依い頼らいを受けたのだ。まず、それを果たさなければ──リコルはそう思い直して、部屋から飛び出した。

　しかし、大広間に戻もどった二人はまだ障害があるのを知った。オークたちが十体近く、そこに現われているではないか。こいつらが、あの熊くまを放したのだろうか。おそらくそうだろうし、ここにはさっき一行を襲おそった残党も加わっているのだろう。

「まずいな、こんなところで争ってたら、時間を喰くってしまう」

「とにかくあなたは裏庭に出て。わたしはこいつらを食い止めながら、追いかけるから」

　オークたちも一部はさっき彼らの力を見ただけに、簡単には突つっ込んでこない。じりじりと包囲の輪を狭せばめようとする。

　二人は示しあわせて、裏庭への扉とびらに体当たりした。それがめりめりとこわれる。そこにできた隙すき間まから、二人は庭へと飛び出した。敵はこれを見て、追ってこようとする。

　それをファラータが止まっては戦い、逃こげては追ってくるものを一体ずつ撃げき破はしようと努めていた。
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〝クロック、祠ほこらというのがどこにあるのか、探してきてくれ〟

　リコルが命じるまでもなく、フクロウは飛び立ち、しばらくすると戻ってきた。

〝この道を少し行ったところにあるみたいだ。すぐだぜ、ホーホー〟

　フクロウの相変わらず落ち着いた声は、こうした事態にあっては救いだった。

「リコル、あなた、先に行って。こっちは片づくと思うけど、待っていたら大変かもしれない。大丈夫だから」

　見ると、ファラータはあと五体ほどのオークを残すのみだった。後は倒たおされたり、おびえて追ってこなかったようだ。

「わかった」

　リコルはクロックを肩かたに乗せ、細い道を奥おくへと向かった。




　祠というのは妙みようなものだった。小さな塚つかがあり、どうやらその奥が部屋となっているらしい。入口は石造りで堅けん牢ろうに見えたが、よく見るともともとは土の塚で、それを掘ほって奥の部屋を造ってから全体を石化したらしい。壁かべなどには、植物の根が石化したらしい跡あとも見受けられる。

　リコルは通路をまっしぐらに進んだ。部屋は、奥に大きなものが一つあるだけのようだった。そこへの扉とびらを開けようとしたとき、肩のフクロウが告げた。

〝ホーホー、言っとくけど、あいつ熱そうだったぜ。何か準備しといた方がよかあないか？〟

〝あっ、そうか、おまえそんなこと言ってたな。わかったよ〟

　備えあれば、憂うれいなし。リコルは杖つえを掲かかげて、魔ま法ほうの〝盾シールド〟を降ろした。そばにいるクロックにもそれはかかる。

　そのとき、リコルは魔法がいままでにも増して強い力を帯びているような気がして、不思議に思った。何か、エレメント、それも地のエレメントの力が増ぞう幅ふくされ、自身にも力がみなぎっている感じだ。

　これはどうしたことだろう。いままでこんな気持ちになったことはなかった。

　むろん、こうした防ぼう御ぎよの魔法がかかっていると、いざ召しよう喚かんというときに下手をしたら失敗するおそれもある。だが、危険な魔術師と渡わたりあうときには、前もって充じゆう分ぶんに準備をしておくことが肝かん心じんだ。それに、いまのリコルは、そんな失敗をおそれるような気持ちはまったくなかった。

　リコルは自信に満ちた笑えみを浮うかべ、扉をくぐった。

　奥おくは先ほどの広間には及およばないものの、それでも充分に広かった。天井も高い。壁かべには豪ごう華かな燭しよく台だいがあり、そこに明かりが煌こう々こうとついている。だが、それは蠟ろう燭そくではなく、どうやら魔法の明かりらしい。

　しかし、それよりも驚おどろいたのは、部屋に例の彫ちよう像ぞうがかなりいることだった。表の庭園で見たような、あるいは、画が廊ろうでちらっと見たようなエルフの像が、部屋の中央で舞ぶ踊とうに熱中しているように立っているのだ。

　それはまるで舞踊会の人ごみが、一瞬にして凍こおりついたならこうもなるだろうという眺ながめだった。

　そうした姿の向こう、奥には玉ぎよく座ざのようなものがあり、誰かが腰こしかけている。そしてそのそばで、玉座の人物に語りかけているかのような黒いローブ姿があった。

　ローブの人物は、入ってきたリコルに気がついたようだ。はっとして、玉座から振ふり返る。

「ほう、そのフクロウの姿を見ると、あの塔とうで小ご賢ざかしくわれの巻き物を盗ぬすんでいった連中だな。おとなしくター・サディクでも追いかけておけばよいものを、ここまで何の用で来た」

「貴様こそ、このエルフの聖地で何をしている！」

　普ふ段だんなら、リコルは相手の魔ま術じゆつ師しの雰ふん囲い気きに飲まれてしまっていたことだろう。それほど、このイレイザーという男には不気味なところがあった。酷こく薄はくそうな顔、邪じや悪あくさがにじみでるような自信に満ちたその態度。相手を小こ馬ば鹿かにするような、その皮肉っぽい台詞せりふ。そして特に、全身から発する熱い〝気〟は、相手の者をたじろがさずにはいない。何か熱のオーラが立ち込めているようにも見える。

　しかし、いまのリコルには力がみなぎっていた。通常なら自分の能力をはるかに超こえるであろう魔術師を相手にしても、一歩も引かないだけの自信が体内から湧わいてくる。

「小生意気な口をききおって！　ならば、試ためしにわれの魔力を受けてみよ」

　イレイザーが指先を上げるとともに、激しい熱波が若者とフクロウを襲おそった。あの塔で、連れん絡らく役の盗とう賊ぞくを倒たおした技わざだ。しかし、その熱はたちまち〝盾シールド〟に当たって砕くだけてしまった。

「そんな技が効きくか！　さあ、こちらの訊きいたことに答えてもらおう」

「ほう、それなりの防ぼう御ぎよは用意しておるわけか。まあ、こちらの挨あい拶さつには答えてもらったわけだから、そちらにも答えてやろう。どうせ、冥めい土どのみやげになるのだがな」

　男は自分の魔法が止められたことにぴくりとも反応を示さず、顔を歪ゆがめて語り出した。クロックには、あの塔で見覚えのある笑えみだ。

「われはここで、この六門世界を統すべる帝てい王おうとなるべく、その第一歩を踏ふみ出そうとしておる。おまえも感じたのではないか？　この塚つかに、巨きよ大だいな地のエレメントの力が眠ねむっておるのを。その力をわれはこの長から譲ゆずり受ける。それをもとに、まずタシエル、そして、ジオテラン地方、やがてはサザン、そして六門世界全体に、われの力が及およぶことになる。どうだ、おまえも同じ魔術師として、うらやましく思えるのではないかな」

　皮肉っぽいその口調の中に、リコルは何か偏へん執しつ的てきにまで自己の考えを信じ込んでいる様子を感じてぞっとした。

「そんなことが簡単にできると思ってるのか？　ここのエレメントの力だけで」

「できる。おまえもあの巻き物をちゃんと読んでおれば、われがいかにすぐれた死し霊りよう術じゆつ師しでもあるかがわかったはずだがな」

　リコルを馬ば鹿かにするのが楽しいかのように、イレイザーは続けた。

「まだまだ駆かけ出しのようだから、簡単に説明してやろう。地のエレメントが大量にありさえすれば、それは魔まの世界にも大いに応用が効くのだ。特にアンデッドの部分ではな。ならば、ここに蓄ちく積せきされた巨大なエレメントの力を用いて、これから大量に出るであろうタシエルの死者を使えば、かなりの軍勢が生まれ出るのはまちがいない。タシエルはいまに死者の都ともなるのだよ。そして、その恐きよう怖ふの街を支配するのはわれだ。まあ、おまえもその死者の軍勢に加えてやろうか」

　嬉うれしそうに顔を歪ゆがめる魔術師を見て、リコルは背筋が粟あわだった。

　こいつ、そんなことまで考えて、あのター・サディクを使っていたのか。許せん、何ということを！

「貴様はいったい……どこの国のまわしものだ？」

「おお、やはり、あの巻き物をちっとも解読しておらんのだな？　われはもともと、南の大国ソラステルの秘密結社〈炎ほのおの夜明け〉の一員だ。しかし、もうそんなことはどうでもよい。このエルフの秘密さえ手に入れれば、われ一人でも充じゆう分ぶんやっていけるからな。聞きたいのはそれだけか？　なら、おまえたちはここで死んでもらおう」

　突とつ然ぜん、イレイザーは詠えい唱しよう体勢に入った。明らかに何かを召しよう喚かんしようとしている。

　リコルも急いで懐ふところに手を入れ、召喚の札を取り出した。もちろん、相手の召喚する魔物を見てから、それに対たい抗こうできる魔物を呼び出す戦術もある。だが、召喚術は時間が若じやつ干かんかかるため、少しでも遅おくれると命取りになりかねない。

　ゆえに、魔術師同士のこうした召喚の戦いは、わずかでも相手に先んじた方が普ふ通つうは有利だった。もちろん、呼び出す魔物の強さや相あい性しようも関係してくるが。

　リコルはしかし、何を呼び出すのかで一瞬迷った。グリフォンをこんな室内に呼び出すわけにはいかない。

　敵はいままでの口ぶりからすると、おそらく火のエレメントか魔まのエレメントの魔物召喚に強いはずだ。それを考えて選ばなければ……だが、少なくともここにいるということは、地水火風聖魔六つのどれにも通じているはず。

　う～ん、困ったな。

〝困ったときは、自分のいちばん得意なエレメントに頼たよることだよ〟

　クロックの助言が伝わってきた。

　あっ、そうか、ここは地のエレメントがすごく強いんだ。それなら、これに限る。

　リコルの札が宙に舞まった。繊せん細さいな指先が印を結ぶ。




　盟約ニ従イテ　ワレノ元ニ現ワレヨ

　始源ヨリ　大地ノ子タル
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　もう以前に失敗したときのような躊ちゆう躇ちよはなかった。そして、それは見事に効果を発揮した。

　緑の巨きよ人じんが現われる。背はやや曲がり気味、岩のような肌はだ、ひょろ長い手には曲がった鉤かぎ爪づめがまがまがしく生えている──かつて見たトロールだ。

　あのときのように、さすがにリコルも、この原始的な魔物の食欲と粗そ暴ぼうな精神には胸の悪くなる思いを感じた。だが、それはトロールという魔物にとっては当然なのだ。彼らのそうした旺おう盛せいな生命力に見られる力こそ、いまのリコルたちにとって力強い味方となりうる。

「行け！　おまえに立ち向かうものは何でも破壊してかまわないぞ。おまえこそが頼たのみの綱つななんだ」

　岩の魔物はその信頼に応こたえようと、力強い一歩を踏ふみ出そうとする。

　だが、イレイザーはもっとすばやかった。いや、動作はほとんど同じだが、彼の開いた召しよう喚かんの扉とびらから、リコルの見たことのない魔物が飛び出してきたのだ。そして、そいつはトロールよりもずっと迅じん速そくに襲おそいかかってきたのだ。その体にはね飛ばされて、石像がいくつか倒れる。

〝うわっ、何なんだ、こいつは！〟

〝おいらもよく知らないけど、ガルムって魔犬じゃないかな〟

　フクロウもちょっと驚おどろいたようだ。その魔物は、たしかに巨大な犬のような体たい軀くをしていた。体からは炎ほのおのような熱気を立て、口からは巨大な牙きばをむきだしにし、目にもとまらぬすばやさで、トロールに襲いかかる。

　まず喉のど仏ぼとけが狙ねらわれ、その岩のような肌が大きく剝はぎ落とされた。ついで魔犬はすばやく背中に回ると、トロールの肩かたの肉もその牙でごっそり削けずりとった。

　通常なら、さすがのトロールも攻こう撃げきを行なう前に、無残にも魔犬の牙の餌え食じきになっていたことだろう。

　しかし、なんとかこのトロールは耐たえた。剝ぎとられた肌はだが普ふ通つうよりも早い速度で再生しているのだ。魔術師は初撃で倒せると思ったのか、意外な顔つきをした。おそらくこれは、地のエレメントが旺盛な場所による効果だろう。

　しかし、防ぼう御ぎよはともかく、トロールの攻撃は思うにまかせなかった。鋭するどい鉤かぎ爪づめをもつ腕うでで相手を何とか追うのだが、魔犬のすばやい行動にどうしても後おくれをとってしまう。このままでは、再生の速度に追いつけないほどの傷を負って、やがては倒たおされるのではないか。

　リコルがそうした危き惧ぐを抱いだいたとき、突とつ然ぜん横手から人ひと影かげが現われた。その姿はトロールに襲いかかる魔ま犬けんの首筋に、強きよう烈れつな一撃を与あたえる。

　ファラータだ。どうやらオークたちを倒たおして、ここまで来たらしい。

「ファラータ、気をつけろ。すばやいぞ」

「まかせて、近くに来るやつなら負けないから」

　脇わきからの攻撃に、おもわず横ざまに倒れたガルムに、トロールの腕が襲おそいかかる。強力な岩の鉤爪がその体を裂さく。魔犬はひと声叫さけぶと、そのまま地面にくずおれた。

「小こ癪しやくな！　そのようなもので、われに逆らおうというのか」

　口もとを歪ゆがめたイレイザーが指先を上げる。

　リコルはそのときはっと気がついた。トロールは熱に弱いのだ。まずいと思うまもなく、緑の巨きよ人じんは魔術師の指先からの熱波で熔とかされてしまった。

　リコルはあわてて、ファラータにも〝盾シールド〟の魔法をかける。あんなもので生身の人間を狙ねらわれてはたまらない。

　だが、この隙すきを利して、黒いローブの魔術師はすでに二体目の魔物を召しよう喚かんしようとしていた。

　獰どう猛もうな咆ほう哮こうが、部屋に響ひびきわたる。

　竜りゆうと獅し子しと山や羊ぎの頭をもち、翼つばさある怪かい獣じゆう。

「キマイラか！」

　そいつは現われるや、黒い翼をはためかすと、一直線にファラータめがけて飛来した。

〝ホーホー、こいつはまずいぜ。おいらも助けないと、ファラータがやられちまう〟

　クロックが竜の首の前をかすめ飛ぶ。そいつは気づいて、炎ほのおの息を吐はいた。ぎりぎりでそれはフクロウの尻しつ尾ぽをかすめる。

　もちろん、ファラータも逃にげようとしたのだが、キマイラの速度には及およばない。獅子の腕うでにつかまり、そこに山羊の角の突とつ撃げきと、獅子の嚙かみつきを受けてしまった。

「痛っ……」

　必死で獅子の嚙みつきは腕で防いだ彼女だが、山羊の角は脇わき腹ばらをひどくえぐった。血しぶきが激しく飛び散る。

　ひどい傷だ。このままでは、とても彼女は耐たえ切れないだろう。

　リコルは幸か不幸か、その無残な場面を見ていなかった。目を宙にすえ、つぎの召喚に入っていたからだ。敵に怪物がいれば、こちらもそれに対たい抗こうしなければ致ち命めい傷しようとなる。

　再び札が宙に舞まい、扉とびらが開く。そこに現われたのは、騎き馬ばに乗り、翼もつ天使と見まごう姿だった。

　いや、天使というのは、そのきりっと締しまった厳しい顔つきの女性には似あわないだろう。手には槍やりを持ち、じっと敵を見つめる。その名はワルキュリアと呼ばれる戦いの女め神がみだった。ワルキュリアの意識からは、危難に陥おちいった戦士たちを救おうとする思いが強く感じられる。

「彼女に治ち癒ゆを、しかる後、あの魔ま物ものを撃うつべし!!」

　リコルの冷静な声にうなずいたワルキュリアは槍を持つのと逆の手のひらを掲かかげた。そこにぼんやりと光が宿る。女神が手のひらをかざすと、そこからファラータに向かって癒いやしの技わざが飛んだ。

　激痛に呻うめいていたファラータは、瞬時にして傷が跡あと形かたもなく消え去るのを感じた。ちらりと見上げると、斜ななめ上に女神の姿がある。それを目にするや、彼女の内に激しい活力が湧わき出してきた。

　魔物の下からの、渾こん身しんの力を込めた突つき。たまらずキマイラは上空に飛び上がり、そこから攻こう撃げきを再開しようとした。

　だが、その機を逃のがさず、ワルキュリアの必殺の槍が飛ぶ。

「ぐわぁぁぁぁぁ!!」

　三匹びきの野や獣じゆうの咆ほう哮こうが辺りを包んだ。だがそれは、これまでのように相手を縮み上がらせるものではなく、命がついえ去るのを嘆なげく雄お叫たけびだった。

「ほう、なかなかのものだ。ここまでは腕うでを見せてもらおうと、若じやつ干かん手加減をしてきたが、それもこれくらいにしようか」

　相変わらず嫌いや味みたっぷりの台詞せりふを残し、イレイザーは唇くちびるを歪ゆがませた。召しよう喚かんした狂きよう暴ぼうな魔物が二体屠ほふられたにもかかわらず、自信満々の態度だ。

　キマイラという難敵を倒たおし、ワルキュリアという味方を得て意気あがる一行も、その言葉には緊きん張ちようした。何か最後の切り札があるらしい。

　芝しば居いげたっぷりの動作とともに、男はほえた。

「われの前に現われよ、魔ま王おうオティス！」

　イレイザーは悠ゆう々ゆうとした手つきで印を結んだ。

　その言葉に、一同の背筋が凍こおりついた。

　名前に覚えはない。しかし、魔術師はたしかに〝魔王〟と叫さけんだのだ。

　そこまでできる相手だったとは！

　現われたのは、いつもの召喚の扉とびらではなかった。薄うす墨ずみのような煙けむりがぼっと立ち込めたかと思うと、そこに──巨きよ大だいな顔があった。

　顔だけだ。

　それが宙に浮ういている。

　長い顎あご鬚ひげをもち、頭には山や羊ぎのような角が二本生えていた。そうしたものも目立ったが、それよりももっと目につくのは、口から見える巨大な歯だ。一種独特な、魁かい偉いともいうべきその容よう貌ぼうは、たしかに魔王と呼ぶにふさわしい。

「何用だ、卑ひ小しようなる人間よ」

　太い声が轟とどろく。それだけでも、誰しもが縮み上がるに充じゆう分ぶんだった。

「これは魔王殿どの、ご機き嫌げんうるわしゅう。このたびは忙いそがしきところを、こうしてお目にかかれるのは、望外の喜びですな。さて、われの願いは、しばらくこのうるさき者どもを抑おさえていただくこと。そして、われとの契けい約やくを果たされるにはいかがすればよいのか、ご教示いただきたい」

　そういって、リコルたちを指し示す。

「抑えなくとも、もうこの者どもは余を見て畏おそれとるわ。そう言うなら、しばらく控ひかえさせるがな」

　魔王がちらっと一行をにらんだ途と端たん、それぞれはまるで魅みせられたように動けなくなった。眉まゆ一つだ。不思議なことに、そこで起こることは目に入り、話す声は耳にできるというのに。ワルキュリアすら、宙空に完全に静止している。

「これはありがたき手助けを。さて、お約束どおり、われに至上の権力を授さずけていただきたい。このエルフの長と語らえば、ここにあるエレメントの集積を使いこなせ、そうしたものが手に入るとお教えいただいたのですが、こやつ、なかなか頑がん固こで、どうすればよいのかを言いませんでな」

　リコルはそのとき、ようやく玉ぎよく座ざにすわるエルフをはっきりと目にすることができた。その姿は、一見したところ他の石像と変わらない。

　その石像としゃべっていた？　何か術でも使ったのだろうか？

　リコルの思いなどおかまいなしに、魔王は小こ馬ば鹿かにするようにイレイザーに告げようとした。

「この庭の場所を余に聞きたる上に、まだ教えを乞こうのか。情けないことだな──」

　その言葉に、若者ははっとわれに返った。


　ダメだ、魔王に答えを言わせてはならない。



　リコルはいま必死となっていた。

　そんなことになれば、これからタシエルがどうなるか……いや、今後この世界がどんな迷めい惑わくに巻き込まれるか……。

　リコルは自由になろうとあがいたが、その試みは空むなしかった。だが、何とか声だけは出るようだ。

　若者は思わず叫さけんでいた。

「魔王ともあろうものがこんなつまらぬ術師の言いなりになるのか！」

　自分でも何を言っているのかわからなかった。

　いまさら叫んでも、無む駄だなあがきにすぎないことはわかっている。とてもそんな台詞せりふに耳を貸す二人ではないだろう。たとえ何かが起ころうとも、それはリコルの苦痛となるような行こう為いに決まっている。

　だが、それでも──それゆえに、と言ってもいい、自分などどうなってもいいが、こんな魂たましいの卑ひ小しような魔術師ごときに魔王が操あやつられ、人々が悲ひ惨さんなことになるのは割り切れないという思いがリコルの心の内にはあった。

　若者は魔王の怒いかりの一いち撃げきが来るものと覚かく悟ごした。

　だが、オティスはちらっと興味を引かれたようだ。

　しかし、そこに勝ち誇ほこったイレイザーの声が割って入る。

「つまらぬ術師とは御ご挨あい拶さつだな。われはさまざまな研究によって、魔王を捕とらえるまでに至った偉い大だいな者なのだぞ。おまえなど足もとにも及およばぬわ。まあ、いまの不敬な言葉は、われが力を得たとき、充じゆう分ぶんな償つぐないをもって返してもらおう。さあ、魔王殿、お答えを！」

　皆みなが改めて息を飲む。イレイザーはその様さまを見て、いかにも嬉うれしげだ。唇くちびるの端はしがひくついている。

　そして、リコルの願いも空むなしく、おもむろに魔王は口を開いた。

「これも最後ということで答えてやろう。見ればわかるとおり、そのエルフの玉ぎよく座ざがエレメントを支配しておる。おまえがその席に就つけば、エレメントを自らに貯ためることができ、至上の権力が手に入る。これでわかったなら、早く済すませて余を解放しろ！」

　うっ、ダメだったか。

　あと望みはベナウスくらいだ。だが、この魔王とイレイザーの前には、いくらワーベアである彼が現われたとて、とても勝ち目はないだろう。

　リコルの想おもいなど無関係に、イレイザーは顔を輝かがやかせていた。

「おお、なるほど！　これだったのですな」

　呪じゆ文もんを唱えた魔術師は、まさしくそこがエレメントの宝庫であることを確かく認にんしたようだった。

「ならば、つまらぬエルフの長よ、その席をわれに譲ゆずるのだ」

　若者があっと思うまもなく、イレイザーは先のエルフの族長をその席からどけた。ごろりと石像が転がる。いくら石と化しているとはいえ、その手て荒あらな扱あつかいには、エルフでないリコルすら忿ふん懣まんやるかたない思いを抱いだいたくらいだった。

　新たな王が席についた。

　イレイザーの顔に生気が満ちる。それはまさしくこれまで人間が受けたこともないような力の充じゆう実じつを感じている姿と言ってよい。

「おお、すばらしい。われに力がみなぎる。この感覚はどうだ。これで、この世のすべてが支配できる、支配を──」

　リコルはそのとき、ちらりとオティスの顔に笑えみが浮うかんだように思った。

　その瞬間。

「うっ、ぐっ、何だ、これは……」

　イレイザーの顔が歪ゆがんだ。歪みといっても、それはこれまでのような笑いではない。苦く悶もんに近いものだ。

　顔の皮ひ膚ふは、見るまに生きている色を失いつつあった。顔から艶つやが消え、かさかさになっていく。歳としをとっているのか、いや、ちがう。肌はだが硬かたく、石のようになっているのだ。

「うっ、謀はかったな、魔ま王おう、貴様……われを……こんな……」

　叫さけびは徐じよ々じよに小さく、こだまするように消えていく。

　やがて、そこには、先ほどのエルフと変わらない、石と化した人間の彫ちよう像ぞうが残っているだけだった。

「謀ったわけではない。余はおまえとの約束を守った。至上の権力を授さずけてやったではないか、〝石と化した世界〟でのな。しかも、ごうつくばりのおまえには、永遠の生までつけてやったのだ。文句を言われる筋合いはないぞ、フハハハハハ……」

　哄こう笑しようが轟とどろく。

　あまりのことに、リコルたちはただ見つめるだけだった。

　これがおそるべき悪魔の奸かん計けいというものだろうか。

　そして、魔王は若者に言葉を伝えてきた。

「余も忙いそがしい。これで消えることにする。何事もなかったおまえたちは幸せだな。しかし、おまえも召しよう喚かん術じゆつ師しらしいから教えておくが、魔物をもてあそぶな。行く末はこやつのようになるのがおちだ。おまえには、どこか〝魔〟の刻印を感じるぞ」

　リコルはその言葉にぞっとした。よりにもよって、こんなところで魔王にそうした事実を告げられるとは。だが、それを聞いて、さきほど叫さけんだような勇気が若者の内に湧わいてきた。それは、開き直りに似たものだったかもしれない。

　この魔王に一つどうしても訊きいておきたいことがある。

　あのカース・エレメンタルのことを──そうした想おもいが勝手に口をつく。

「ひとつだけお尋たずねしたいのですが」

「代だい償しようがあるかもしれないのを覚かく悟ごしてか？」

　うかつだった。〝魔〟というのは、そうしたものなのだろう。

　ためらったものの、リコルは答えた。

「ええ、カース・エレメンタルという存在です。ぼくはそいつによって記き憶おくを奪うばわれました。そいつの所在があなたにならわかるかもしれないと思って……」

「なるほどな、やつの刻印だったか。わかるぞ」

「えっ、どこにいるのですか？」

「詳くわしいことは教えられぬ。魔界の生き物にはそれぞれ位があって、誰か一人の魔王に従属しておるのが常だ。おまえに刻印を残したカース・エレメンタルが誰に従属しておるのか余にはわかるが、それは教えられぬ。われらの間にも掟おきてがあるのでな。まあ、おまえに覚悟があると言うのなら、その手がかりはサザンで得られるとだけ教えておこう。それを追うのも追わぬのも自由。ただ、追うのなら覚悟はしておけよ」

　そう告げてから、魔王オティスは消えた。

　どうやら、魔王が消えるとともに、皆みなの金かな縛しばりも解けたようだった。

　しかし、リコルはそれまで張りつめていた糸がぷつりと切れてしまったような放心状態に襲おそわれ、自分の心がどこか浮ふ遊ゆうしているように感じていた。ぼんやりと辺りの様子がわかる。

　ファラータが何かしているらしい。あっ、倒たおれたエルフの彫ちよう像ぞうに駆かけ寄っているんだ。

　ここで、ようやく現実に焦しよう点てんが戻もどった若者は、そちらにふらふらと向かった。石が壊こわれでもしたのかと思ってのぞきこむと、そうではなかった。

　石像だった前の族長の体に、血色が戻りつつあるではないか。

　やがて、その体は生身のエルフに戻り、ゆっくりとしゃべりだした。

「ありがたい……よもや、もとに戻れるとは思わなかったが」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　と、ファラータが抱だきおこす。

「ああ、で、あいつはどうした」

「あなたの席にすわって石となりました」

「そうか。わしはそうした事態も考えておいたのだが、まさかじっさいに起こるとは」

　そうした思いは一行も同じだった。まさかとしか言えない。

　リコルたちは先の族長を落ち着かせてから、その話を訊きいた。

　彼がもちろんこうした園を造り、〝石の化け身しんの術〟を使ったのだが、族長自身はある程度現実とのつながりも考こう慮りよに入れておくべきだと感じていたらしい。そのため、自らは石と化してはいるものの、ここに来る者と頭を通して会話し、そのときどきの世の移ろいも心に留めておければと考えていたのだ。

　もちろん、そうした者はマリエンデールが認め、六つのエレメントを有するバランスのとれた者であるべきだと思っていたという。

　やはり、族長といえども、完全に現実を無視することはできなかったのだ。

　しかし、その目もく論ろ見みがイレイザーのような輩やからによって、こうももろく崩くずされてしまうとは、予想もしていなかったと言う。

「では、これからどうされるのですか？　またあなたを石に化身させるために、この男をここから移しましょうか」

　リコルは訊きいてみた。イレイザーにとどめをさすのなら、その方が楽だろう。

　意外にも、族長は即そく座ざに答えた。

「いや、この男には、しばらくここにいてもらおう」

　彼によれば、向こうの世界についてはそう心配することもないらしい。この玉ぎよく座ざで石となった男が腰こしを上げようとするだけでも、信じられない時間が必要だし、ここに蓄たくわえられた地のエレメントの力は、玉座に誰かが就ついている限り、まず石の世界の保持に使われるからだ。イレイザーが誤ったのは、しかるべき措そ置ちをとって、ここに蓄えられたエレメントを移し変えようとはせず、直接玉座にすわってそれを使おうとしたからだった。もっとも、それはあの魔ま王おうオティスにそそのかされたこともあったからだが。

　族長は自分のことについて、少し考えたくも思っているようだった。今回のようなことがあれば、やはり自説について再考したくもなったのだろう。

　リコルは族長を残して、早くあの白い建物に戻もどろうとした。ベナウスは大だい丈じよう夫ぶだと聞いてはいても、それを確かめたかったからだ。

　そう思って外に出かけたとき、かなり疲つかれた足どりで当のベナウスが歩いてくるのを見つけた。

「ベナウス～、大丈夫？」

　ファラータが走って行き、フクロウもその後を追うように飛ぶ。

「ああ、おれはあの体になれば普ふ通つうじゃ傷つかないからな。そっちも、その様子を見ると、うまくいったんだな」

　リコルたちはそこであった出来事を説明した。じつはワーベアだった男は、信じられないという顔をしていたが、こう結んだ。

「まあな、おれもこんな体になってるわけだから、そんなこともあるんだろうな。いや、隠かくしていて悪かったが、じつはおれは近くに熊くまがいたら、変身するのを抑おさえることができないのさ」

　かつてベナウスは森でそうした獣けものに襲おそわれ、気づいてみればワーベアになっていたという。結局、それで彼は森の生活を選び、カリスタナス師やエルフたちとも親しくしていたらしい。いまでは、別に不自由も感じていないようだ。

「とにかく、そういうことなら、おれたちは依い頼らいされた件を達成したわけだよな」

　ここで初めて、リコルはそのことに気づいた。

　そうだ、成功したんだ。少なくともこれでタシエルは、エルフとの戦いを止やめることができるのじゃないだろうか。

　そのとき、祠ほこらから先代の族長が現われた。その顔には、どこか決心した表情もある。

「リコルさんとやら。わしは自分が少し意地になりすぎていたような気もする。現実と切り離はなして、やはり理想の世界は守れんのじゃな。これからは、わしだけでもこの夢見の園そのに残って、あの世界を見つめ、保護していこうと決めたんじゃが」

　リコルも、それには賛成だった。若者自身、これまで召しよう喚かんがうまくいかなかったのは、不幸な始まりがあったとはいえ、正面からそれに向きあっていなかったからだと、いまでは感じる。エルフも現実に生きる種族なら、いくら自らの文化にこだわろうとも、それと無関係になろうとばかりはしていられないはずだ。

「それはもちろんけっこうですが、それなら一度、エリオールさんと会ってもらえませんか。そして、ここで起こったことを話していただければ、随ずい分ぶんわたしたちも助かるんですけれど」

　ファラータが、お願いしますというように頭を下げる。

　エルフの族長だった男はそれを見て、ようやく長い夢から覚めたように、こくりとうなずいた。
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「そうか、やっぱり旅立つのか」

　賢けん者じやはかなり名な残ごり惜おしそうな顔をした。

「ええ、クスコー師にはいろいろ教えていただきたかったのですが……」

　リコルの肩かたには、クロックがいつものようにすまし顔で止まっている。

「でも、大変ですね。これから街の復興が」

　ファラータも、こうした時期だからこそ逆にタシエルの力になりたく思ってはいたが、リコルが決心したのなら、ここまで来た以上ついていかざるをえない。

「でも、よかったですよ。ター・サディクの件の収まりがついて」

　賢者がいろいろと街のことで不都合を並べそうなので、機先を制してリコルは言った。

　エルフの先の族長が帰き還かんしたことは、戦いを休止するのに大いに役立った。エリオールも父と話し合うことで、イレイザーの陰いん謀ぼうがすべてだったことを確信し、人間側との交渉には軟なん化かしたのだ。

　ここで問題となるのは、ター・サディクの処分だろう。しかし、あの異常なまでの魅み力りよくを発する魔ま力りよくの源が、調べた結果、ター・サディクに渡わたされていたマントであったことが、エルフの調べではっきりとした。それと同時に、ター・サディク本人にも影えい響きようを与あたえる腕うで輪わがイレイザーから与えられてもいた。魔術師はサディクに、腕輪が人を魅すると告げていたのだが、じつはそれはサディクを操あやつるための手段だったのだ。

　そうした魔法の品を奪うばえば、ター・サディクというのはただの人間中心論者でしかない。しかも、彼は今回の行こう為いが皆みなに知れ渡った以上、これまでの主張にこだわることはできなかった。いずれにしても、イレイザーのような輩やからとかかわった懲ちよう罰ばつとして、領主のター・タシラは彼を街の北側に住まわせ、もう少しエルフとちゃんと付きあわせるようにした。これは逆に彼を監かん視しすることにもなるので、エルフもそれを認めたようだ。

　いまではタシエルでは、今回の事件を忘れないために橋の再建が進んでいた。マリエンデールの助言もあって、お礼に橋にはリコルとファラータの像も刻まれるという。

　リコルは面おもはゆかったし、そこまでしてもらったのにこのタシエルを離はなれるというのには、少し気がとがめていた。

　だが、あの魔王の台詞せりふが若者の心には焼きついている。

〝サザンに手がかりはある。だが、覚かく悟ごしておけよ〟

「ああ、覚悟の上さ」

「えっ、何か言った？」

　いつものフクロウとの会話だろうと思いながら、ちょっと気にしたファラータが振ふり返る。だが、フクロウの姿が見えない。

「あれっ、クロックはどこに行ったの？　すぐいなくなるんだから、困ったものだわ」

「うん、いまさっきまで肩かたに止まってたんだけどなあ」

　若者も辺りを見回す。

　そのとき──

　遠くの方から、駆かけてくる人ひと影かげがある。クロックがその肩に舞まいおりようとしていた。

「ベナウス!!」

「おいっ、おれもつれて行ってくれ。さっきポウプさんと話した。困り顔だったけれど、サザンでの〝調査〟も必要だってことで認めてもらったぜ」

「よかったあ、大賛成よ！」

　ファラータは嬉うれしそうだ。もちろん、いまとなってはベナウスのこともすべてわかったのでリコルも同じ意見だが、若者の心はもう南にとんでいた。

〝サザンか……手がかりといっても、そこに何があるんだろう？〟

　リコルは果はたして今回の事件が、カリスタナス師の予言したものだったのか、まだ確信が持てないでいた。自分はまだ救われたとはとても言えないだろう。クロックやファラータによって、課題がひとつこなせたのかもしれなかったが。

〝まあ、おいらはカラスと会いさえしなけりゃ、満足だよ〟

　そう言って、フクロウは片目をつぶる。

　まだまだ一行の前には、大きな事件が待っているようだった。
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　ファンタジーが大好きです。

　これまでにも、いろいろ読んできました。

〈ナルニア国〉シリーズにはじまり、『ホビットの冒険』や『果てしない物語』、その他いろいろ。日本にも、マンガでますむらひろしの〈アタゴオル〉物語というすばらしいものがあります。

　こういったジュブナイルだけじゃなく、血ち湧わき肉にく躍おどるヒロイック・ファンタジーも、くせのあるものならほとんどが好きです。蛮ばん人じんコナン（コナンって、未来少年や名めい探たん偵ていもいて、どれもおもしろい）にはじまり、白子の皇子エルリックと魔剣ストームブリンガーの物語、あるいは、盗とう賊ぞくと戦士のしゃれた連作集ファファードとグレイ・マウザー、ゲームファンにはおなじみの〈ドラゴンランス戦記〉。

　また、一方で、ハイ・ファンタジーと呼ばれる、なんだか心がどこかに連れさられるような異界の物語にも読みふけりました。

　この分野では、やっぱりロード・ダンセイニの『ペガーナの神々』のような創作神話群が最高でしょうか。もちろん、『妖女サイベルの呼び声』みたいな宝石を思わせる美しい物語もいいですが、ゲームでもルーンクエストの背景世界などは、ハイ・ファンタジーとして読みごたえたっぷりの作品だと思います。

　ユーモアたっぷりのライト・ファンタジーはファンタジア文庫に多いので、みなさんおなじみでしょうが、これもじつは大好き。

　まだこういったものが日本にない頃、〈ザンス〉シリーズなどを喜んで、腹を抱えて読んでいました。




　まあ、こうして並べてみると、ファンタジーといっても色とりどり。たくさんありますね。

　それもそのはず、もとをただせばファンタジーというのは、小説のおおもと、神話や民話に端たんを発しているわけで、物語という大おお枠わくにくくればいちばん古くからある形態だからでしょう。

　でも、古くからあるだけに、いっとき現代小説や文学という流れから見れば、それが他愛もないものとして、埋まい没ぼつしていた時代がありました。まあ、全然書かれていなかったわけでもなくって、傍ぼう流りゆうのものとしてさして評価もされずに放っておかれてたといってもいいでしょう。今世紀の前半なんかがそれに当たりますね。

　でも、物語を楽しみたいという読者の意識はずっと続いていて、それが今世紀の後半になってから爆発します。

　先にも書いたような物語が新たにどんどん書かれはじめ、あるいは、さほど評価もされなかった作品が再評価されて、急に陽ひの目を見はじめます。

　一般にこうした動きは、一九六〇年代の『指輪物語』以降だと言われていますが、その後もファンタジーは不思議なことにまったくすたれることはありませんでした。

　同じような架か空くうの物語性を持つものなら、ファンタジーよりもちょっと前に急激に広まったＳＦの方が、いわば〝科学の時代〟という背景もあって中心になっていくようにも思ったのですが、途と中ちゆうで失速気味になったのは意外な感がありました（まあね、こういう上がり下がりは、波のようにくりかえされるんでしょうが）。

　むしろ驚おどろいたのは、ファンタジーがコンピュータやゲームと結びついて、思いもかけないおもしろいものを生み出しつつ、小説でも楽しまれ続けていることでしょう。

　要するに、やっぱりエンターテインメントは、〝物語性〟を抜きにしてはどこか弱点を持ってしまうということなのでしょう。もちろん、いまの時代は革新性や前衛性があまり叫ばれないので、こうした流れになっているとも言えますが、やっぱり神話、伝説、ファンタジーが大好きなぼくなどは、〝いい時代だなあ〟と素直に喜んでしまいます。




　ということで、ファンタジーを楽しんで読んできたのですが、そのうちなんだか自分でも猛烈にファンタジー世界をひとつ描えがきたくなってきました。

　というのは、意外に日本では物語性豊かに、ファンタジー世界を中心に描いた作品が少ないからです。

　おもしろいキャラクターや、楽しいキャラクターのファンタジー小説はいろいろあるのですが、架空世界とバランスよくそれが書かれたものが、近ちか頃ごろ減ってきてるんじゃないだろうか？

　海外の作品にはそうしたものも多いのですが、今度は書き込みがしつこすぎたり、本が異様に厚かったりして、ちょっとなあという気もします（もちろん、おもしろいものも多いですよ。ちょっとそんな傾向が……という意味です）。

　読もうとしても少ないのなら、自分でそれを何とかしてみようというわけで、こうした〈六門世界〉というのを創つくって書いてみました。

　このもとになっている世界は、じつはゲームとも関係しています。モンスター・コレクションＴＣＧという、もうすぐ富士見書房さんから出る予定のトレーディング・カードゲーム（いろんなカードを集めていって、それで遊ぶという新しいカードゲームの形）の背景世界と共通になっているのです。

　別にどちらが先で後ということもないのですが（考えはじめたのは同じですから）、もしカードゲームが出てそれを遊んでもらえたら、ははあ、リコルの召喚した魔物はこんな感じで戦っているのかとか、楽しめると思います。




　いずれにしても、いざはじめてみると、あれも書きたい、これも書きたい、けっこう悩みました。

　でも、いちばん気になっているのは、書き上げてみて、読者の皆さんがどう思ってくれるかなということ。

〈六門世界〉とリコルの物語は、この後も書いて行きますが（もう続巻にとりかかっています）、その辺りの感想を手紙ででも、インターネット（http://ux01. so-net. or. jp/～groupsne/）ででも聞かせてもらえたらとても嬉うれしいです。

　最後に──ファンタジーって、やっぱりおもしろいですよね！










〈六門世界〉①




魔ま獣じゅう召しょう喚かんの門もん








安やす田だ　均ひとし
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